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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　PROLOGUE







　山やま吹ぶき翔しよう馬まは、妙みような夢を見ていた。

　名前を呼ばれて、ふと気がつくと、薄うす暗ぐらい部屋の中に立っていた。

　両側には、天てん井じようまで届く大きな本ほん棚だなが並び、分厚くて古びた色の背表紙の本が、びっしりと詰つめ込まれている、まるでどこかの図書館のような場所だ。

　本は磨みがかれた木の床ゆかの上にも積まれている。あっちもこっちも本の山だ。

　──ああ、また、この夢か。

　翔馬は、この夢を何度も繰くり返し見たことがある。夢というのは普ふ通つう、目が覚めたら記き憶おくに残らない。だが、この夢だけは記憶に残っている。

　なぜ、記憶に残るのか……その理由は、翔馬が立っているこの本棚の間の通路の先にある。

　翔馬はゆっくりと足を進める。

　──俺はこの先に見える光景を知っている。

　本棚の向こうには、ソファやテーブルが置かれ、大きな窓から外の光が差し込む明るいリビングのような場所がある。

　そして、そこに一人の女の子がいる。

　ソファに座って本を読んでいたり、床に敷しかれた円形の厚手のセンターラグの上に座り込んでいたり、夢を見るたびに場所が違ちがうが、同じ女の子がそこにいる。

　女の子は、俺を見るなり、目を丸くして、読んでいた本を放ほうり出し、俺めがけて駆かけ寄ってくる。

　俺は、その女の子をよく知っている。

　水みず沢さわ瀬せ里り奈な──小学生の頃ころからの俺の友人、水沢御み綱づなの妹、だ。

　そして、瀬里奈が伸のばした手が俺の身体からだに触ふれた瞬しゆん間かんに、目が覚めるのだ。

　今まで、この夢を何度見たのか、数え切れない。

　──今日もまた、同じ展開の夢になるんだろうな。

　翔馬は、そんなことを考えながら本棚の間の通路を抜ぬけて、リビングの前に出た。

　そこには、床に敷かれたラグの上にぺたん、と座っている瀬里奈の姿があった。しかし、今までと違って、今回の夢の中の瀬里奈は、翔馬に背中を向けている。

　よく見ると、床の上に広げた巻物のようなものに何やら一いつ生しよう懸けん命めい書き込んでいる。

　集中しているために、翔馬がそこに立っているのに気がつかないらしい。

　瀬里奈は、ドレスのような服を着ており、長い黒くろ髪かみを白い大きなリボンでまとめている。

　ラグの上に半円形に広がった裾すその下からは、白いレースの飾かざりが見えている。

　──フランス人形みたいだな。

　そんなことを考えた翔馬は、はっと気がついた。

　──そういえば、俺は今まで何度も夢の中で瀬里奈に会っているけど、こんなに長く観察したことは無かった。

　いつも、瀬里奈が俺を見つけて駆け寄ってきて、そして目が覚める。

　もしかしたら、この夢は、瀬里奈が気がつかない間だけ続くのかもしれない。

　翔馬は、瀬里奈に気づかれないように、そっと忍しのび足で近づいた。

　瀬里奈の背中は、不思議なことに、少し大人っぽく見えた。

　──俺が、最後に瀬里奈に会ったのは、二年前。こいつが中学二年生のときだ。

　細っこい手足の、ずん胴どうな幼児体型で、中学の制服を着ていても中身は小学生と変わらない生意気な女の子だったのに、今、俺の目の前にいる瀬里奈の体のラインは、なんとなく丸みが出て、高校生っぽくなっている。

　──そうか、考えてみれば、あれから二年経たっている……ってことは、こいつも十六歳になったんだよな。

　そう考えたとき。瀬里奈が顔を上げた。

　人の気配に気がついたのだろう、左右をきょろきょろと見回す瀬里奈の目が、翔馬を捉とらえた。

　くるりと振ふり向き目を見開いた瀬里奈は、口に両手を当て、そして、ほっとしたような表情と、助けを求めてすがりつくような表情が入り混じった顔で翔馬を見つめた。

　瀬里奈は一言も発しない。

『こんなところで何をやってるんだ？』

　そう話しかけたとき……翔馬は自分の声で目が覚めた。

　いつもと同じ自分の部屋の自分のベッドの中で目を開けた翔馬は、しばらく身動きもせずに考えていた。

　翔馬は目を閉じて、たった今見ていた瀬里奈の姿を思い浮うかべた。

　ドレスのような服と、そして黒い髪を後ろでまとめていた白いリボンの細かな刺し繡しゆうまで、はっきりと思い浮かべることができた。

　──俺は、なぜ、あんなリアルな夢を見たのだろう？

　あれは、本当にそこにあったように見えた。手を伸ばせばその手て触ざわりさえ感じ取れそうな気がした。

　──明めい晰せき夢む、という夢がある。

　眠ねむっている時に見る普通の夢は、あいまいで、次から次にイメージだけが浮かび、何の脈みやく絡らくもなくて、起きると断だん片ぺん的にしか覚えていない。

　だが、明晰夢は、見た人間がしっかり内容を覚えている。ちゃんと、これは夢だと理解していて、夢を自分の思ったとおりの内容にコントロールすることもできるそうだ。

　──だとすると、今、俺が見た夢も、その、明晰夢ってヤツなのかもしれない。

　瀬里奈の服も、大きな白いリボンの刺繡も、きっと、俺が昔どこかで見て、記憶の中にあった映像を、意識の中で再構成して瀬里奈の姿にはめ込んでいるだけなのだろう。

　あの……十六歳になった瀬里奈の姿も、俺の無意識が想像力を使って見せた姿に違いない。

　なぜなら……。

　水沢瀬里奈は、二年前、自宅の部屋から姿を消して、いまだに行方ゆくえ不明のままなのだ……。







　第一章　生存活動研究部　CHAPTER ONE







　県立北ほう條じよう高校は、小お田だ浦うら市の中心部から少し北に離はなれた、八はち幡まん山やまと呼ばれる小高い山の上にある。

　その昔、関東一の名城と呼ばれた小田浦城の跡あと地ちに建てられており、何年か前に新校舎を建設する際に地下から様々な城の遺構が発見され、保存するかどうかで揉もめて、新校舎建設予定が遅おくれた、という話もある。

　この日の昼休み。北條高校の売店は、いつものように昼食用のパンを買い求める生徒たちで大混雑していた。

「おばちゃーん、焼きそばパンくれーっ！」

「私の方が先よ！　アンドーナッツとチョココロネ！」

　我先に、と買い求める生徒の前に、パン用の浅いコンテナの中に並べられた調理パンは、次々に売れていく。

　売り切れ寸前に売店に飛び込んだ翔しよう馬まは、とりあえず最後のカレーパンと、メンチカツロール、そしてツナサンドを買うことができたが、翔馬のあとからやってきた男子生徒は、空になったコンテナを見て悲痛な叫さけび声を上げた。

「あちゃあ！　調理パン全部売り切れかよぉ！」

　他ほかの生徒よりも明らかに一回り大きな体格を持つ、見るからに体育会系のその男の名前は水みず沢さわ御み綱づな。

　翔馬の小学生の頃からの友人であり、今朝、翔馬の夢の中に現れた水沢瀬せ里り奈なの兄であり、空手部の主将であり、この北條高校の生徒会長でもある。

　肩かたを落として、コンテナの中に残っている、あんことマーガリンを挟はさんだコッペパンや、デニッシュロールなどの菓か子しパンを、絶望的な目で見回していた御綱を見て、目の前に立っていた一年生の男子が、手に持っていたカツサンドを差し出した。

「あの……主将。よろしければこれを……」

「え？」

　御綱は一いつ瞬しゆん目を輝かがやかせたが、すぐに我に返って首を振った。

「いや、いかに空手部主将といえども後こう輩はいからカツサンドを取り上げるわけにはいかない……それは君が勝ち取ったものだ」

「でも……」

「気持ちはありがたく受け取っておこう。なに、他にもパンはある。贅ぜい沢たくを言わなければいいだけのことだ」

　そう言ってうなずく御綱に、翔馬は声を掛かけた。

「昼休みのパン売り場は、時間差がすべてを支配する非情の地。遅おそいもの負けだから仕方ないよな」

　御綱は、けげんな顔で振り向いた。

「遅いもの負け？　早い者勝ち、じゃないのか？」

「遅いもの負け、と言ったほうが、負けたヤツの精神的ダメージが大きい」

「……あいかわらずイイ性格してやがる」

　そう言って、にやっとわらった御綱に、翔馬は聞いた。

「菓子パンなら、まだ残っているじゃないか。カロリーで考えれば、菓子パンのほうが上だぞ？　ミール　オブ　ザ　カロリー、バイ　ザ　カロリー、フォア　ザ　カロリーだろ？」

「なんだそりゃ？」

「リンカーンの演説のパロディだ。カロリーのカロリーによるカロリーのための食事」

「言いたいことはわかるが、俺は菓子パンは食事した気分になれないんだ。人はカロリーのみにて生きるに非あらず、ってところかな」

「カッコイイことを言ったつもりだろうが、それは単なる好き嫌きらいだと思うぞ」

「ははは、違ちがいない。さて、どうするかな……」

　考え込んだ御綱に、翔馬は買ったパンを見せた。

「カレーパンで良けりゃやるぞ」

　御綱は、ちょっと微び妙みような顔つきになって首を振った。

「あ……いや、カレーパンはいらない……」

　翔馬は、はっと気がついた。

「あ、忘れていたわけじゃないけど、つい……」

　──そうだった。こいつにカレーパンの話をするのは厳禁だった。

「いや、いいんだ。こいつは俺のこだわりだ。お前に押し付ける気は無い」

「事情を知っていたのに、悪かった。じゃあ、カレーパン以外のメンチカツロールとツナサンドをお前に譲ゆずるよ」

　翔馬が差し出したパンを見て、御綱は目を丸くした。

「いいのか？　お前の昼飯はどうするんだ？」

「部室に行けば食しよく糧りようはある。生存活動サバイバル研究部をナメないでくれ」

「そうか、そういうことなら、遠えん慮りよなく譲ってもらうとしよう。代金は……やばい、五千円しかない……釣つりあるか？」

「いや、俺も無いな……三千円以上の現金は持ち歩かない主義なんだ。後でいいよ」

「悪い、じゃあ細かくしたら払はらいに来る」

　御綱はそう言うと、メンチカツロールとツナサンドの入ったポリ袋ぶくろを持った右手を差し上げて去って行った。

　──あそこで後輩の差し出したカツサンドを、断るところがあいつらしいな。

　翔馬は、そんなことを考えながら売店の壁かべに掛かった時計に視線を投げた。

　──いけね、ぼやぼやしていたら、昼休みが終わっちまう。部室に行かなくちゃ。

　カレーパンを学生服のポケットに突つっ込んで、翔馬は小走りに、旧校舎と新校舎の間にある渡わたり廊ろう下かへと向かった。




　翔馬は、今朝見た夢に出てきた瀬里奈のことを、兄である御綱には言わなかった。

　実を言うと、瀬里奈の夢については、一言も言ったことは無い。

　二年前、瀬里奈が姿を消したとき……そう、瀬里奈が行方不明になった状じよう況きようは、まさに消えた、としか言いようの無いものだった。

　瀬里奈はその日、いつものように夕方四時過ぎに中学校から帰って来て、自分の部屋に入ったらしい。午後六時半に母親が夕食の仕し度たくができたので部屋に行くと、姿が見えなかった。

　近くに買い物に行ったのかと思っていたのだが、午後七時過ぎに兄である御綱が高校から帰って来ても、戻もどらない。

　そして午後九時を過ぎて、父親が帰宅しても、まったく連れん絡らくがなかったのだ。

　両親が警察に届け出たのが午後十時。

　犯罪に巻き込まれたのか、それとも家出なのか、警察はその両方を視野に入れて、未帰宅未成年者として県警本部を通じて各警察に手配を行った。

　だが、夜が明けても瀬里奈は戻って来なかった。

　両親立会いの下もとで、瀬里奈の部屋を調べたが、遺書や書置きのようなものは無く、中学校でもこれと言ってイジメに遭あっていたような様子も無い。

　家出の線は薄うすいということで、警察の捜そう査さは犯罪に切り替かわった。

　そのときの騒さわぎを、翔馬は今でも覚えている。

　所しよ轄かつの刑けい事じが近きん隣りんに聞き込みに回り、瀬里奈が行方不明になった日の午後を中心に、水沢家を中心とした付近一帯は徹てつ底てい的に調べられた。

　御綱から聞いた話では、警察はコンビニの防犯カメラや、県道を通行する車の通行量を調べるカメラの映像まで徹底的に調べたらしい。

　だが、瀬里奈の姿はどこのカメラにも映っていなかった。

　さらに捜査の過程で、妙みようなことが明らかになった。

　瀬里奈の家では、家の外に履はいて出るような靴くつやサンダルが、一足もなくなっていないことが判明したのだ。

　つまり、瀬里奈は、家から裸足はだしで出て行ったことになる。

　そして、中学校での瀬里奈の様子も明らかになった。

　瀬里奈は中学校では、ほとんど話さないせいで、クラスの女子の誰だれとも親しくなかったというのだ。

　それはイジメと呼ばれるほどひどいものではないが、オカルト的な本を読んでいたり、妙な呪じゆ文もんのようなものをノートに書いていたりしていたため、誰からも距きよ離りを置かれていたらしかった。

　そして、行方不明になった部屋の中には、書き置きのようなものは無かったが、その代わりに、床ゆか一面に黒いマジックで、直径二メートルほどの円形の図の中に、数字やラテン語の文字で呪文のようなものが細かく書かれた魔ま法ほう陣じんが描えがかれていたことがわかった。

　テレビのワイドショーは『平成の神かみ隠かくし』『魔法陣消失事件』などという面おも白しろおかしいタイトルをつけてこの事件を報じ、町内を、野や次じ馬うまのようなレポーター連中がうろつきまわった。

　だが、捜査の進展は無いまま半年が過ぎ、一年が過ぎたときに、地元の警察は捜査本部を縮小し、継けい続ぞく捜そう査さに切り替えた。

　そして二年が過ぎるうちに、瀬里奈の事件は人々の記き憶おくから忘れ去られて行った。

　翔馬は新校舎の階段を降りながら、制服のポケットに突っ込んだカレーパンのことを考えていた。

　兄である水沢御綱は、瀬里奈がいなくなった日から、ずっとカレーパン断だちをしている。

　それは自分の好物であるものを断つことで願を懸ける、というのもあるのだろうが、カレーパンを見ると、瀬里奈のことを思い出すからなのかもしれない。

　御綱は、カレーパン断ちを翔馬に告げたとき、寂さびしそうに笑って言った。

『実を言うと、カレーパンは瀬里奈の大好物なんだ。ケンカしていたり、何か嫌いやなことがあってすごく機き嫌げんが悪い時でも、カレーパンさえ食わせれば、けろっと気分が良くなって、にこにこ笑うんだ。単純というかなんというか……だから瀬里奈がいなくなったときに、刑事に言ったんだ。あのバカはカレーパンに釣られて誰かに連れ出されたのかもしれない……ってね。刑事には笑われたけど、俺は半分くらい当たっているような気がしてならないんだ』

　翔馬は、今日の朝に見た夢の中に出てきた瀬里奈の顔を思い浮うかべた。

　──もし、あの夢の中で俺がカレーパンを見せたら、瀬里奈はどんな顔をするだろう？

　黒目がちの、くりくりとした目を思いっきり丸くして、飛びついてきて、俺からカレーパンをひったくって……はっと気がついたようにちょっと顔を赤くして、とってつけたように『ありがと……』と小さな声で言うんだろうな。

　そんなことを考えながら翔馬がやってきたのは、北條高校の旧校舎と新校舎との間にある渡り廊下の脇わきに建っている鉄骨プレハブ二階建ての文化部系の部室棟とうの前だった。

　十年ほど前までは、北條高校にも様々な部活動や同好会が存在していたが、生徒数の減少と、時代の流行はやり廃すたりのために、文化系の部活は減少し続け、現在この部室棟を使っているのは、二階に入っている写真部と考古学部、そして一階にある翔馬が部長をつとめる生存活動研究部だけだ。

　翔馬が部室のドアの鍵かぎ穴あなに鍵を差し込むと、部室の中から声がした。

「カギ開いてるよー！」

「なんだ、来ていたのか」

　部室の中には、副部長の前ぜん間まと、二年生の宇う古こ木ぎがいた。

　前間はテーブルの上にキャンプ用のガスバーナーを置き、ケトルでお湯を沸わかしていたらしい。

　宇古木は部費で購こう入にゆうしているアウトドア雑誌を読んでいる。

「カップラーメンでも食っていたのか？」

　翔馬が聞くと、前間は首を振ふった。

「いや、弁当を食うとき、温かい味み噌そ汁しるが欲しかったんだ」

「じゃあお湯は、まだ残ってるか？」

　前間はバーナーの上に置いたケトルを持ち上げて、重さを確かめた。

「んーと、ちょっと足りないかな。待ってろ、今、水を足して沸かし直す」

「いや、コッヘルでラーメン作って、そこにアルファ米入れてラーメン雑ぞう炊すいにするつもりだから、残ってるお湯だけくれ」

「わかった。俺はもう弁当食い終わったから、場所を替わろう」

　空になった弁当箱とマグカップを持って立ち上がった前間と入れ替わりに、机の前に移動した翔馬は、机の引き出しの中から、小こ袋ぶくろ入いりのチキンラーメンと、密閉パックに入っているアルファ米を取り出した。

「それって、いつ買ったやつだっけ？」

「去年の五月に、新入生歓かん迎げいサバイバルキャンプやったときの残りだから、そろそろ一年だな」

　翔馬は前間とそんな会話をしながら、キャンプ用の折りたたみ式の取っ手がついている片手鍋なべにケトルに残った湯を入れて、バーナーに載のせて火をつけた。

　しゅぼっ！　という音の後で、シュウシュウと音を立ててガスバーナーが青い炎ほのおを出し始める。

　沸ふつ騰とうしたお湯の中に小袋入りのチキンラーメンを二つ入れ、程ほどよくほぐれたところで、キャンプ用のフリーズドライのほうれん草をばりばりと砕くだいて放り込む。

　煮に上がったところで、仕上げにアルファ米をざらっと一ひと摑つかみほどぶち込んで、火を弱くする。

　アルファ米が水を吸って、柔やわらかくなったところに、仕上げのカレーパウダーを一ひと振ふり入れる。部室の中にチキンラーメンとカレーの匂においの入り混じった、実に美味うまそうな匂いが充じゆう満まんすると、部室の隅すみっこで雑誌を読んでいた宇古木が、鼻をひくひくさせながら言った。

「うひゃあ、美味そうな匂いですねえ、部長！」

「アルファ米や乾かん麵めんみたいな乾かん燥そう食品は、時間が経たつと脂し質しつが劣れつ化かして、一種独特の匂いを持つからな。そいつを消すにはカレー粉が一番ってわけさ。

　自衛隊のレンジャー部隊も、東南アジアとかで戦っている傭よう兵へいも、カレー粉は必ひつ需じゆ品なんだ。カレー粉を切らした分隊は、戦せん闘とう力が半減するって言われているんだぞ」

「なんで、戦闘力が半減するんですか？」

「劣れつ悪あくな補給体制で、古くなった穀物や、下手へたすれば蛇へびやカエルを食わなくちゃならない場合だってあるんだ。そういうときに、カレー粉さえあればメシが食える。

　腹が減っては戦いくさはできぬ、って言うだろう？　食しよく欲よく維い持じのための重要な戦略物資ってわけさ」
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　翔馬と宇古木の会話を聞いていた前間が、思いついたように言った。

「そう言えば、そろそろ新入生歓迎キャンプの季節だな。今年は何をする予定だ？」

　チキンラーメン入りカレー雑炊を食べながら、翔馬は答えた。

「例年、山に行ってビバークしていたけど、今年はシティサバイバルをテーマにやってみようと思うんだ。街中でアクシデントに襲おそわれて、帰れなくなったら、どうするか？　というのをテーマに、コンクリートの建物の軒のき先さきや階段で野宿するってのを考えているんだ」

「コンクリートの建物？　確かにそれは新しん機き軸じくだし、ある意味で現代にぴったりだけど……キャンプ場みたいに、野宿させてもらえるような場所があるのか？」

　翔馬は、部室の床を指差した。

「この北條高校の建物だってコンクリート製だ。学校の建物の外階段とかで野宿させてもらえないかどうか、顧こ問もんの先生を通じて申しん請せいしようと思っているんだ」

「学校に泊とまるってわけか……」

「学校の中じゃなくて、学校の建物の外に、例えばブルーシート使って簡易テント張って、断熱材に段ボール敷しき詰つめれば、野宿できると思うんだ」

　翔馬の言葉を聞いていた宇古木が、にやっと笑って答えた。

「……なんだかそれって、ホームレス部ってあだ名がつきそうですね」

「言いたいヤツには言わせておけ。来きたるべき大災害のとき、この部活の真価が問われるんだからな」

　そう答えた前間を見て、翔馬は笑った。

「そうですよね。もし、大だい震しん災さいが起こったら、その日からそういう生活になっちゃうわけですから、これはもう趣しゆ味みとかじゃなくて、必要な訓練ですよ」

　前間と宇古木の会話を聞いていた翔馬は、うなずいた。

「サバイバルってのは、応用力が試ためされるってことだからな。本来使えるものが使えない状じよう況きよう下で、いろいろな物を代用品として使って、生活するための技術のことだ。

　浄じよう水すい場と水道が使えないとき、汚よごれた水を、身の回りの品物……冷蔵庫の脱だつ臭しゆう用活性炭と、コーヒー用のペーパーフィルターとを組み合わせて、代用品として水をろ過して使えるようにする、なんてのはその応用の発想だ。

　机き上じようの空論じゃなくて実際に一回やっておく、ってのは必要かもしれないな」

「ええ、そうです。サバイバルってのは代用品生活なんです。インフラの代用品を自分で用意するわけですよ。水はプールの水をろ過して煮しや沸ふつして、電源はソーラーと手回し式……買い物の足は全部自転車！　これこそが真のサバイバルですよ」

「自転車なら山やま吹ぶきが得意だろう？　こうやって大事に部室に持ち込んでいるくらいだし」

　前間はそう言うと、部室の入り口の脇に折りたたんで置かれているマウンテンバイクを指差した。

「そりゃあ大事にするさ。そいつは、ただの折りたたみ自転車じゃない。アメリカ海兵隊御ご用よう達たしのモンタギューだ。バイトの稼かせぎを十万円以上注ぎ込んで、ボーイスカウトのリーダーの人に譲ゆずってもらった自転車なんだぞ。自転車置き場に置いて盗ぬすまれたら、俺は再起不能だ」

「確かに、この部室にある品物で、一番値が張りそうな品物はそれだな。それにしても、お前、良くまあそんな高い自転車を通学に使うよなあ」

「自転車はファッションじゃない、『道具ギア』だ。使うなら譲ってやる……って言われたんだ。飾かざらない、足として使う、ってのが、こいつを譲ってくれた人との約束なんだ。だから通学に毎日乗っているってわけさ」

「なるほど、確かに仕し舞まいこんでおいたんじゃ、いざという時に使えなかったりするからなあ……」

　宇古木は、感心したようにつぶやいた。

「アレですね、もし、大震災じゃなくて、ゾンビの大群が襲ってきたとしても、部長なら生き延びますね。草くさ刈かり機と包丁組み合わせて武器を作ったり、宝石とライトでビームサーベル作ったり……」

「そいつはゲームだ！　でもまあ、いつでも脳内シミュレーションを欠かさないというのは事実だな。俺は授業中でも、もし、今、この瞬しゆん間かんにこの高校がテロリストに占せん拠きよされたらどうすればいいかを、常に考えているのだ！」

　翔馬が、そう言って胸を張ったとき、昼休み終しゆう了りよう十分前の予よ鈴れいが鳴った。
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　放課後、翔しよう馬まがいつものように部室に向かうと、そこにはもう、副部長の前ぜん間まと一年生の芹せり川かわが来ていた。

　芹川は、つい一週間前に入部したばかりの新入部員だ。アウトドアやキャンプの経験はほとんど無いが、サバイバルゲームが好きで、エアガンを持って山の中にあるフィールドを走り回るのが好きらしい。

　翔馬の顔を見た芹川は、どこか小動物を思わせる表情で目を輝かがやかせて言った。

「部長！　来月の連休に、うちの高校で泊とまり込みのシティサバイバルをやるって、副部長さんから聞いたんですけど、本当ですか？」

「ああ、その予定だ」

「一度やってみたかったんですよ！　学校の中でサバイバルゲーム！　それも夜戦！　いやあ、燃えるなあ……」

　翔馬は苦笑いを浮うかべた。

「おいおい、勘かん違ちがいするなよ。うちは『生存活動研究部』であって『サバイバルゲーム部』じゃないんだ。生存活動の一いつ環かんとしてサバイバルゲームも取り入れているけど、それがメインじゃないんだからな。間ま違ちがっても学校に迷めい彩さい服なんか着てくるなよ」

「はい、それはわかってます」

　少し不満そうに答えた芹川に、翔馬は続けた。

「サバイバルって聞くと、どうしても発想がミリタリーに行っちゃうのは仕方ないかもしれないけどな。俺たちが研究しているのは、災害とか事故とかに巻き込まれた場合の生存性を高める方法なわけで、別に軍隊の真似まねごとをしようってわけじゃない。装備とかが似ていることは否定しないけどね。

　そうだな……この部活動の基本の考え方を一言で言えば『備えよ常に』って言葉に尽つきるかもしれないな。これって、ボーイスカウトの言葉なんだけどな」

「ボーイスカウトですか？」

　驚おどろく芹川に、翔馬はうなずいてみせた。

「そう、ボーイスカウト。俺は幼よう稚ち園えんの頃ころからボーイスカウトの隊員でね。最初はビーバースカウトから始まって、年ねん齢れいによって、カブスカウト、ボーイスカウト、ベンチャースカウト、ローバースカウトって区分けがある」

　翔馬は目の前にいる前間を指差して、言葉を続けた。

「実を言うと、こいつとは、同じボーイスカウトの団員なんだ。通っていた中学は違ちがうけど、ガキの頃からの付き合いさ」

「ま、腐くされ縁えんってヤツだな」

　前間は、そう言ってうなずくと、部室の本ほん棚だなから一冊の小さな本を取り出して来た。

「こいつは、ボーイスカウトのリーダーのためのハンドブックなんだが、時間があったときに読んでおくといい。アウトドアとサバイバルのスキルが詰まっている本だ」

　前間は、そう言うと、ハンドブックのページをパラパラとめくった。

「たとえば、この中にも書いてあるけど、ボーイスカウトには『携けい行こう品』というのがある。何かあった時に備えて、活動の際は常に持ち歩くものだ。ちょっと読み上げてみようか？　ナイフ、ロープ、信号用の旗、雨具、コンパス、救急キット、軍手、ハンドブックと手帳と歌集、シーターポン……こいつは要するに地面に敷くシートだな、んでもって弁当、まあ、食しよく糧りようのことだな。そして水すい筒とうと照明器具……とまあ、こうなっている」

「なんだか非常持ち出し袋ぶくろの中身みたいですね」

　芹川の答えを聞いた翔馬はうなずいた。

「その非常を日常にありえると考えて行動する。何かのアクシデントに遭そう遇ぐうした時に『まさかそんなことがあるなんて』と、うろたえるんじゃなくて『こういうこともあろうかと』とニヤリと笑えるようになるのが、この部活の目的さ」

「もしかして、部長もそういったものを持ち歩いているんですか？」

「ああ、当然だ。リュックの中には水と非常食のカロリーバー。刃は渡わたり五センチ以下のナイフ。ガムテープ、ロープ、救急セット、ＬＥＤライトが入っている。ついでに昼飯のときに食い忘れたカレーパンもな……」

「部長、それは危険です！」

「どこが危険なんだよ」

「その品物は、どう考えてもカロリーバーで子供を誘さそい、ナイフを突つきつけて脅おどしてガムテープで口を塞ふさぎ、ロープで縛しばり上げて悪戯いたずらするためにしか見えません！」

「危険なのはお前だ！」

「でも、職務質問されて、リュックの中からそういったものが出てきたら、言い逃のがれできませんよ？」

「そういうのを全部『緊きん急きゆうキット』としてまとめて、ケースに入れておくんだ。そのケースごと持ち歩いていれば、いざというときのためです、と説明できる。

　ナイフだってそうだ。あれは『直ちに使用可能な状態』で持ち歩いているから捕つかまるんだ。ちゃんとケースに入れて、ケースの上からテープで巻いて、すぐに取り出せないようにしてあれば問題は無いんだ」

「そうなんですか？」

　芹川は目を丸くした。

「そうじゃなかったら、店で買って家に帰ることもできなくなるだろ？　このナイフは犯罪に使うつもりはありません、と、いくら口で言っても、心の内面は他人には見えない。だから目に見える形、つまりケースに入れてテープで巻くという誰だれが見てもすぐには使えない状態にして持ち運んでいれば、問題にはならないんだ」

「そうなんですか、勉強になりました……でも、そういったものを持ち歩いたって、無む駄だじゃないですか？　いつ使うのかわかんないようなものを持ち歩くなんて……」

　翔馬は、ゆっくりと答えた。

「確かに、ロープもナイフも、普ふ段だんは何の意味もない、役に立たない無駄なものかもしれない。でも、死ぬか生きるか、というときに、それがあれば助かるかもしれない。

　未来を見通せる能力があって、そんな事に遭遇するときなんか絶対無い、って言い切れるのなら、別に持って歩かなくてもいいと思う。

　でも俺には、未来を見通せる能力は無い。一分先の事だってわからない。もしかしたら、自分や大事な人の命が危機に直面する時が来るかもしれない。そのときに、手元にロープがあれば助かったのに！　と後こう悔かいするのは嫌いやだ。だから俺は持ち歩いている……それだけのことさ。ヒーロー願望だ中二病だって言いたい人には言わせておけばいい。別に誰にも迷めい惑わくをかけるわけじゃないしね」

　芹川は考え込んだ。

「そうですよね……みんな、そんなことありっこない、って思っているけど、実際には、その、ありっこないことが何度となく起きているんですよね……そうか、ありっこない、って思わずに、あるかもしれない、って思うこと。それが『備えよ常に』ってことなんですね……」

　芹川の表情を見ていた前間が、備品ロッカーから登山用のロープを取り出しながら言った。

「よし、納なつ得とくできたところで、今日はロープワークの勉強から行ってみよう。やったことあるか？」

「いえ、そういう趣しゆ味みはありません」

「特とく殊しゆな性せい癖へきの話をしているんじゃない！」

　前間は苦笑いしながら説明を始めた。




　午後五時。

　北條高校の校内に、部活動終了を告げるチャイムの音が響ひびいた。

「よし、部活終了だ。戸と締じまりして帰るぞ」

　翔馬は、そう言うと部室の机の上に出してあった救急キットやロープをリュックに詰つめ込み始めた。そして、一いつ緒しよに置いてあったカレーパンを手にとって考えた。

　──こいつを帰り道で食べちまうつもりだけど、そうなるとリュックに入れるわけには行かないな。学生服のポケットに入れておけば自転車乗りながら食えるだろう。

　翔馬は、小さくうなずくと、カレーパンを無造作に学生服のポケットに突っ込んで、折りたたみ式のマウンテンバイクを抱かかえて部室の外に持ち出し、組み立てた。

　座り込み、目を輝かせてマウンテンバイクを見つめていた芹川が、翔馬を見上げて言った。

「部長の自転車って、モンタギューですよね？　空くう挺てい部隊がパラシュートにくくりつけて、一緒に降下する動画をネットで見たことがあります！　部長も何だかんだ言ってミリオタですねえ」

「海兵隊で使用しているって事は、要するにタフで実用的で壊こわれない、ということだからな。折りたたみ式でありながら体重百キロ近い海兵隊員が乗り回しても壊れないってところが気に入ったんだ。

　前と後ろについているキャリアとサイドバッグには、空気入れとか工具とか、信号用発はつ炎えん筒とうとか、バーナーとか非常食が入れてあるから、いざと言う時は、こいつに乗って逃にげるだけで、生き延びることができる。いわば乗れる非常用備び蓄ちく倉庫みたいなものだな」

「徹てつ底ていしてますねえ……」

「中ちゆう途と半はん端ぱは嫌きらいなんだよ」

　翔馬はそう言って笑うと、自転車用のヘルメットの顎あご紐ひもを締しめなおして、自転車にまたがった。

「じゃあ、また明日」

「じゃあな！」

　部室の前に立っていた前間と芹川に手を振ふると、翔馬は自転車のペダルを、ぐん、と踏ふみ込んだ。

　渡わたり廊ろう下かから旧校舎の裏を回りこみ、グラウンドに出ると、部活を終えた野球部や陸上部の連中が引き揚あげてくるところだった。

　グラウンドにある水道の前を通りすぎようとしたとき、翔馬を呼び止める声がした。

「よう、山やま吹ぶき！　帰るのか？」

　振り向くと、そこに、空手部の道着を着た水みず沢さわ御み綱づなが立っていた。

　ロードワークの帰りなのだろう、道着が汗あせで濡ぬれている。

　翔馬が背負っているリュックと、自転車の前と後ろとキャリアに載っかっているバッグを見て、笑いながら言った。

「相変わらず大荷物だな。このまま日本一周に出るみたいだぞ」

「日本一周は無理だけど、二、三日は野宿できるくらいの装備は持っているぜ」

　御綱は小さく、ひゅう、と口笛を吹ふいた。

「冗じよう談だんで言ったらマジに返された。本物のサバイバリストだな、お前は」

「いや、俺なんか、まだまだアマチュアだよ。本物なら山の中に入ってナイフ一本で自給自足で生活できなきゃな……」

　そう言って首を振った翔馬を見て、御綱は小さな声で聞いた。

「お前がそこまでサバイバルにこだわる理由は……もしかして、あの……子供の頃の瀬せ里り奈なのことが原因か？」

　翔馬は視線を外して、小さく首を振った。

「いや、そうじゃない……俺はボーイスカウトの隊員だし、ここ最近の世の中を見て、サバイバルは知識だけでは無力だと痛感したからだ……あのときのことを忘れたわけじゃないけど、あれと俺のサバイバルとは別物だ……と思う……」

　御綱は、小さくため息をついた。

「そうか……ならいいんだ。あの件は俺にも責任がある。いや、俺の責任だ。お前は助けようとした。善意の第三者だったんだと俺は思っているし、瀬里奈もそう思っていたはずだ。感謝こそすれ、恨うらみになんて思うわけがない。

　確かに、あの件で瀬里奈の肩かたには傷きず痕あとが残っている。でも、瀬里奈もそんなに気にしていなかった……ときどき、翔馬に責任取ってもらわなくっちゃ、みたいに冗談めかして言うことはあったが、お前を憎にくんだり恨んでいたわけじゃない……それだけはわかってくれ」

「わかってるよ……俺がこだわってるのは、俺自身の問題だ。九歳の頃ころの自分のやったことを、俺自身がいまだに許せないだけのことかもしれない……」

　翔馬がうなずくと、御綱は少しほっとしたような表情になった。

「最近おまえの凝こり方が、鬼気き迫せまるようになって来たんでな……いや、お前の中で結論が出ているなら、それでいいんだ……引き止めて悪かった。そうだ、昼間のパン代払はらわなくちゃいけないな、とはいえ財さい布ふは部室のロッカーの中か……悪い、明日返す」

「ああ、それでいい。じゃあな！」

　翔馬は笑いながら右手を挙げ、マウンテンバイクのハンドルを握にぎり直した。

　校内をゆっくりと走りながら、翔馬は、たった今御綱と交かわした会話のことを考えていた。

　──言われてみれば、俺がサバイバルにこだわり始めたのはいつからなのだろう？

　御綱には、ボーイスカウトに入っていたからだ、と答えたが、本当は違ちがう。

　あの日、崖がけから落ちた瀬里奈を前にして、俺は何をしていいのかわからなかった。

　今から考えれば、九歳の子供に何かができるわけもない。でも、あの頃の俺はカブスカウトの隊員で、自分は一人前に何でもできると思っていた。

　でも、現実のアクシデントを前にして、俺は何もできなかった。

　瀬里奈の腕うでに刺ささった竹を抜ぬくことも、止血することもできなかった。泣なき叫さけぶ瀬里奈と御綱を置いて、助けを求めに山を駆かけ下りることしかできなかったんだ。

　翔馬は校門を出ると、高校の前の坂を少し上った。

　そこは、北條高校のある八幡山の頂上だ。

　夕暮れの小田浦の街は濃こい紫むらさき色いろに染まり、海沿いを走る西湘バイパス沿いに規則正しく並ぶ外灯の光の向こうに広がる相模さがみ湾わんは、まだ明るい空を映して白く光っている。

　ちりばめたような細かい街灯の明かりの広がる街並みの中に鮮あざやかに輝かがやいているのは、駅前のパチンコ店の看板のネオンサインだろうか。

　翔馬がマウンテンバイクのペダルを踏み込んで、坂道の頂上を越こえると、すうっとペダルが軽くなった。

　最初はゆっくりと、そして、少しずつ速度が上がっていく。

　登校するときは、ギヤを一番軽くして、それでも立ち漕こぎで上るのがやっとの坂道が、帰りの今、ジェットコースターに変わる。

　マウンテンバイクの車輪がアスファルトの上を転がっていく。シャー！　という高い音を聞きながら、翔馬は坂を下った。

　長い直線の半ばあたりで、マウンテンバイクの速度は時速四十キロを超える。

　顔に吹き付ける風は、四月の終わりとはいえまだ冷たい。だがその冷たさは、真冬の刃は物もので切りつけられるような硬こう質しつな冷たさではなく、どことなく柔やわらかく、空気の中に木々の新芽の匂においが混じっているような気がした。

　夕暮れの坂道を下りながら翔馬は、今日の朝見た夢のことを思い出していた。

　──俺に、もっとスキルがあれば、瀬里奈に傷を負わせることもなかった。瀬里奈を、あんな目に遭あわせたのは俺だ……その罪悪感が、俺をサバイバルのスキルアップへと駆り立てている、という御綱の分ぶん析せきは、おそらく正しいのだろう。

　今日の朝、俺が見たあの夢は、俺の中にある罪悪感が見せたものなのかもしれない。

　でも、その罪悪感から俺を解放してくれる相手は……いない。

　俺は、ずっとこの想おもいを抱だいたまま生きていくことになるのかもしれない……。

　そんなことを考えながら、翔馬がブレーキを、ちょんちょんと軽く当ててマウンテンバイクを減速させながら坂の下にあるカーブを曲がった……そのとき、翔馬の視界がいきなり真っ暗になった。

「おわっ？」

　思わず叫び声をあげた──次の瞬しゆん間かん。

　ばさっ！

　ばきっ！　がざざざざざっ！

　葉っぱと小枝の折れる音と共に、翔馬はモロに藪に突つっ込んだ。

「なんだよこれ！　何で道の真ん中に藪があるんだよ！」

　そう叫んだとき、翔馬は気がついた。

　そこは道ではなかった。

　さっきまでマウンテンバイクのタイヤが快調に走っていたアスファルトの道路はどこかに消え失うせ、ハンドルに伝わってくる感かん触しよくは、厚く積もった木の葉のものだった。

　気がつくと、空気の匂いが違っていた……いや、匂いだけではなく、湿しつ度ども気温も違っていた。翔馬を取り巻く空気は暖かく、重く湿しつ気けを含ふくんでいる。まるで六月の梅雨つゆ時のような雰ふん囲い気きだ。

　気がつくと、顔に当たる藪の葉っぱが濡れていた。見慣れない葉だった。分厚く広い、観葉植物のような葉だ。それが密集している。小こ雨さめが降っているらしく、頰ほおや顔が濡れている。

　──いったいどうなっちまっているんだ？　ここはどこだ？

　翔馬がいるのは、どこかの山の斜しや面めんだった。あたりを見回してみたが、夕ゆう闇やみと濃のう密みつな藪に包まれて、まったく見通しが利きかない。




　──とにかく、この藪を突っ切るのが先だ。視界が開ける場所に出るしかない。

　翔馬は目に枝が入らないように、下を向きながら、木々の密集する藪の中を走り下った。

　百メートルほど走り下ったとき、翔馬の乗ったマウンテンバイクは、すぽん！　という感じで、藪から飛び出した。

　──やっと出たか。

　そう思った翔馬が、ほっとため息をつこうとした、そのとき、翔馬の目の前に動くものがあった。

　マウンテンバイクのハンドルを振って、ハンドルについたＬＥＤライトを動くものに向けた翔馬は、息が止まるほど驚おどろいた。

　青白いＬＥＤの明かりの中に、ぬうっと浮うかび上がったのは……生暖かい雨に濡れた緑色の巨きよ大だいな爬は虫ちゆう類るいの顔だった。

「な！　なんだこりゃ！」

　翔馬の頭の中に浮かんだのは、恐きよう竜りゆうを現代によみがえらせてテーマパークにする、という映画のワンシーンだった。

　──作り物か？　小田浦にテーマパークができたなんて話聞いてないぞ！

　そう思うのは無理も無い。どこの誰だれが、こんな恐竜のような巨大な爬虫類が動き回っていると思うものか。

　だが、その巨大な爬虫類の目の中の虹こう彩さいと呼ばれる部分が、すうっと細くなるのを見て、翔馬は確信した。

　──こいつ、作り物じゃない！　本物だ！　生きてるんだ！

　次の瞬間。そいつはＬＥＤの明かりから逃のがれるように首を振ふって逃にげ出した。

　体長は四メートルほど、馬ぐらいの大きさの二足歩行の爬虫類だ。

　──逃げた！……というか、逃げてくれた！

　翔馬がほっと小さなため息をつくのと同時に、前方の暗くら闇やみの中から女の子の声が聞こえた。

「○×△！　○×△■！　＋※＃＄★！」

　どこの国の言葉かわからないが、切せつ羽ぱ詰つまった声こわ色いろから、助けてくれ、と言っているらしい。

　翔馬は声の聞こえた方向にハンドルを振り、ＬＥＤライトの光こう軸じくを向けた。

　ライトの明かりの中に浮かび上がったのは、うごめく何頭もの恐竜だった。

　目の前に二頭、その向こうにも数頭はいる。そしてさらにその向こうに、仁に王おう立だちになって棒のようなものを振り回している十二歳くらいの金きん髪ぱつの女の子と、その後ろで座り込んでいる人ひと影かげが見えた。

　その光景を見た翔馬の脳内に『逃げる』という選せん択たく肢しは浮かばなかった。

　危機に直面した人を助けることに、迷わない。

　それが今の翔馬の『覚かく悟ご』だった。

　──どうする？　どうやれば助けることができる？　自転車で体当たり……なんてのは無理だ。数が多すぎる。倒たおすんじゃなくて追い払うんだ！　でも、どうやって……。

　そのとき、翔馬の脳のう裏りに、ついさっき、ＬＥＤライトの明かりを見て眩まぶしそうに逃げて行った恐竜の姿が浮かんだ。

　──そうか！　明かりだ！　やつらは明るい光を嫌きらうんだ！

　翔馬は、マウンテンバイクのフロントキャリアに取り付けてあったバッグに手を突っ込んで、二十センチほどのプラスチックの赤い筒つつを取り出した。

　それは、自動車に搭とう載さいされている、信号用の発はつ炎えん筒とうだった。

　自転車には、自動車のようなテールランプが無い。夜間走行中に動けなくなった時のために、翔馬は常に発炎筒を一本持ち歩いていたのだ。

「くそ！　こういうこともあろうかと……と、言いたいところだけど、さすがにこんな状じよう況きようは予想外だ！」

　翔馬は、半分ヤケクソでそうつぶやくと、発炎筒を抜いて、ケースの縁ふちについている擦すり紙に先せん端たん部を押し当てて、思い切り擦った。

　ばしゅううううう！

　発炎筒は発火と同時に、真っ赤な炎ほのおを噴ふき出した。

　直視できないほどの赤い輝きを放って燃える炎は、燃ねん焼しよう剤の中に含まれているマグネシウムと硝しよう酸さんストロンチウムの炎えん色しよく反応だ。

　高速道路などの事故現場で、はるか数キロ先からも目視できるほどの明るさで輝く炎は、あたりを赤々と照らし出した。

　真っ暗な空間の中に突とつ然ぜん輝いた赤い炎に驚いたのだろう、その場にいた五、六頭の恐竜が、翔馬の方に振り向くのが見えた。

　翔馬は右手に燃えている発炎筒を持つと、左手でハンドルを握り、マウンテンバイクのペダルを、ぐん！　と踏ふみ込んだ。

「わぉあああああああっ！」

　大声でわめきながら発炎筒をぐるぐると振り回し、群れに向かって突っ込んで来る翔馬を見て、恐竜たちは、ギャギャギャギャ、と鳥のような叫びを上げて飛び跳はねるように闇やみの中に逃げ散った。

　翔馬は、仁王立ちした女の子の前にマウンテンバイクを止めた。

　ハンドルに取り付けた強力ＬＥＤライトが、女の子を照らし出す。

　十二、三歳くらいだろうか、コロコロとした体型で、ショートパンツから伸のびる足が実に健康的だ。

　その子は左手をまぶしそうに顔の前に広げ、右手の棒のようなものを振りかざして叫さけんだ。

「○▲▽◇！」

　何を言っているのかはわからなかったが、なんとなく『何者だ！』と言っているような気がした。

　ＬＥＤライトの中で、左右に分けて結んだ金髪が輝いている。

　よく見ると、右手に振りかざしているものは、小さなピッケルのような武器だった。

　翔馬がハンドルを右に振って、女の子の顔に当たっていたＬＥＤライトの光軸をずらすと、その女の子の後ろで抱だき合うようにうずくまっていた二人の人間が浮かび上がった。

　ライトを見て、顔を上げたのは、茶色い髪かみの毛を三つ編みにした、翔馬より少し上くらいの年ねん齢れいの外国人風の女の子だった。

　その子に抱きついているもう一人は、男か女かわからない。

　翔馬は発炎筒を持っていた手を伸ばして、体から遠ざけながら言った。

「えーと……言葉わかんないだろうけど……俺は怪あやしいものじゃない。助けに来た……カム・トゥー・ヘルプ……と言っても、英語も通じそうに無いしなあ……」

　その言葉が終わらないうちに、抱きついてうずくまっていた人物が顔を上げて叫んだ。

「日本語？　あなた日本人なの⁉」
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　翔馬は、目を見開いた。

　日本語を聞いた驚きよりも、その声に聞き覚えがあった。

「まさか……その声は……瀬里奈か⁉」

　ＬＥＤライトと、発炎筒の明かりの中に浮かび上がったのは、二年前に行方ゆくえ不明になった水沢瀬里奈だった。

「翔馬？　翔馬なの？」

　瀬里奈は立ち上がると、両手を広げて翔馬に向かって駆かけ寄って来た。

　今にも泣きそうな、それでいてどこかほっとした表情を浮かべているその顔を見て、翔馬は息を吞のんだ。

　──似ている！

　そう、その瀬里奈は、今日の朝方に翔馬が見た夢の中に出てきた瀬里奈、そのままだった。

　──ということは、これも夢なのか？

　そうか、夢ならわかる。恐竜が出てきても問題はない。

　うん、そうだよな、こんなの夢に決まっている。もしかして、俺は学校帰りに、あの坂道を自転車で下っている最中に事故を起こし、そのまま意識を失って、夢を見ているのかもしれない。

　瀬里奈が駆け寄ってきて、俺の身体からだに触ふれた途と端たん、夢から覚めるはずだ。

　翔馬がそう思ったそのとき。

「しょうまーっ！」

　両手を広げた瀬里奈は、そう叫ぶと、そのまま体当たりを食くらわせてきた。

　どん！　という衝しよう撃げきと共に、翔馬の胸むな板いたに瀬里奈の頭が当たった。

「おわっ！」

　思わず声が出る。

　瀬里奈の黒い髪が、翔馬の顎あごの下にあった。

　その両りよう腕うではがっちりと翔馬の腰こしに抱だきついていた。

　──あれ？

　翔馬はまわりを見回した。

　右手にはシュウシュウという音を立て、赤い炎と煙けむりを上げて燃え盛る発炎筒。

　目の下には抱きついている瀬里奈。目の前には、食い入るように翔馬の乗るマウンテンバイクを見つめている金髪の小学生くらいの女の子と、目を丸くして口元に手を当てている、メガネをかけたちょっと年上っぽい三つ編みの女の子……。

「夢……じゃないのか？」

　その言葉を聞いていたのだろう、瀬里奈は顔を上げて翔馬をにらみつけると、右手を伸ばして翔馬のほっぺたをつねった。

「夢じゃない！　目を覚ませ！」

「痛いてえ！」

　瀬里奈につねられたほっぺたの痛みは現実のものだった。

　──夢じゃない。

　これは夢じゃない。俺が見ているものはすべて、現実だ。瀬里奈も、あの金髪の女の子も、この森も、そして……あの恐竜も！

　翔馬は、抱きついている瀬里奈に聞いた。

「お前、本物か？」

　瀬里奈は不満そうに翔馬をにらみつけた。

「本物じゃなきゃなんだって言うのよ！」

「うわ、可愛かわいくねえ……ってことは本物の瀬里奈だ」

「どーゆー意味よ！」

「そうやってすぐに眉まゆを吊つり上げて怒おこるところが、お前らしいってことだ。それにしても、ここはどこなんだ？　あの恐きよう竜りゆうみたいなのはなんだ？」

　瀬里奈は翔馬から離はなれると、早口で説明した。

「ここはアンゼリカ王国よ、あの恐竜は野生の走竜ランドラよ。私たちを卵泥どろ棒ぼうだと思ってるみたいで、いきなり襲おそってきたの」

　瀬里奈がそう答えたとき、金髪の女の子が、辺りを見回して警けい戒かいするような口調で短く叫んだ。

「○△■＊！」

「なんて言ったんだ？」

　翔馬が小声で聞くと、瀬里奈はちょっと驚おどろいたような顔をした後で、小さく首を振った。

「そうか……まだ魔ま法ほう掛かけていなかったものね、言葉わかんないよね」

「魔法？」

　思わず笑おうとした翔馬に、瀬里奈は真しん剣けんな口調で言い返した。

「笑わないで！　この世界は、私たちがいた世界とは違ちがうのよ！」

　その真剣な表情を見て、翔馬は笑おうとした顔を、あわてて引き締しめた。

　確かに、瀬里奈の言うとおりだった。ここは恐竜がうろついている世界なのだ。

　瀬里奈は右手の人差し指を伸ばし、翔馬の額に当てて、つぶやいた。

「あなたが乗ってる自転車は鉄でできているし、この谷は鉄の鉱脈があるから、魔法の効果が出にくいけど……こうやって直じかに触さわれば大だい丈じよう夫ぶのはずだわ……目を閉じて」

　──よくわかんないけど、こいつの言うことを聞いておいた方が良さそうだ。

　翔馬が、そんなことを考えながら目を閉じると、瀬里奈が小さな声で呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始めた。

「△□＋＊[image: ＞][image: ＜]％＆＄……」

　瀬里奈が口にする、聞き覚えの無い不思議な言葉を聞いていた翔馬の意識の中に、何かがすうっと入り込んできた。

　それと同時に、さっきまで意味不明だった瀬里奈の言葉の概がい念ねんが、意識の表面に浮うかんできた。

「……＃＄＆で＊にして△◎なる精せい霊れいの力を以もつて、この者に、言語理解の能力を与あたえよ、汝なんじに慈じ悲ひと博愛あれ……」

　瀬里奈は翔馬の額を人差し指で小さく、とん、と突ついて、言った。

「はい、これで言葉が通じるわよ、目を開けて」

　翔馬が目を開けたとき、金きん髪ぱつの女の子が、翔馬の後ろを指差して叫んだ。

「走竜が戻もどって来た！」

　──言葉がわかる？　なんでだ？

　翔馬は、驚きながら、金髪の女の子が指差す方に振ふり返った。

　発はつ炎えん筒とうの赤い光の中で、何頭もの恐竜がうごめいているのが見える。

　翔馬は発炎筒を左手に持ち替かえると、右手でマウンテンバイクのハンドルに取り付けてあったＬＥＤライトを外し、背後を照らした。

　薄うす青あおいライトの明かりの中に浮かび上がったのは、降りしきる小こ雨さめの中で、緑色の皮ひ膚ふをぬめぬめと光らせた数十頭の走竜の群れだった。

　ピッケルのような武器を構え、走竜をにらみつけたまま、金髪の女の子が言った。

「オマエの持ってる、その赤いタイマツどれくらい持つ？」

「タイマツ？　ああ、発炎筒のことか……五分間燃え続ける」

「早くなんとかしないと、そいつが燃え尽つきたら私らおしまいだヨ！」

　翔馬の前にいた瀬里奈が一歩前に出て、右手を差し上げた。

「私が火球で追い払はらうわ！」

　瀬里奈の後ろにいた、三つ編みでメガネをかけた女の子が叫んだ。

「無理です、瀬里奈様！　この谷では魔法は使えません、先ほども……」

「わかってる！　でも、今度はうまく行くかもしれない！」

　瀬里奈はそう言うと小さな声で呪文のような言葉をつぶやき始めた。

「世界に満ちる永遠なる陽光の精霊よ、我が下もとに集つどい来きたりて我が指先に宿り、我が意思の思うがまま飛ひ翔しようせよ！　業炎火球フエニラ・ミン」

　瀬里奈が呪文を唱え始めるのと同時に、掲かかげた右手の指先が、ぽうっと赤く光り始めた。

　よく見ると、指先が光っているのではない。指の先から三十センチほど離れた、何も無い空間に、赤い、炭火のような光が浮かんでいる。

　その炭火のような赤い光は、うっすら明るくなったり暗くなったりしながら、不安定にふわふわと漂ただよっている。

　瀬里奈が、指を走竜のいる方向に向かって振ると、その炭火のような赤い光は、ふわっと動いて、すぐに消えてしまった。

「ああ、もう！　いつもなら、どかーんとぶつけることができるのに！」

　焦じれたように叫んだ瀬里奈に金髪の女の子が言った。

「無む駄だだヨ、瀬里奈。今は逃にげることを考えた方がいいヨ」

「逃げるって、どうやって逃げればいいのよ！　走って逃げても走竜の方が速いに決まってるわ、さっきみたいに囲まれちゃうわ！」

　金髪の女の子は、翔馬が乗っているマウンテンバイクを指差した。

「コレに乗って逃げよう！　さっき突っ込んできたとき、すごい速さだったヨ！」

「ダメよ！　どう見たって四人は無理だわ！」

「いや、乗ろうと思えば乗れる……問題は重さだ。お前、今、体重何キロある？」

「う、うるさいわね！　そんなのどうだっていいじゃない！」

「どうでも良くない。自転車の許容範はん囲いもあるし、乗せるとなれば前後のバランスだって取らなきゃならないんだ！」

「だからといって、女の子に面と向かって体重を聞くなんて非常識よ！」

　瀬里奈と翔馬が言い合っているのを聞いていた金髪の女の子が、ぽつりと言った。

「どーでもいいけど、タイマツ、だいぶ短くなってるヨ」

　見ると、発炎筒は半分ほどになっていた。

「いけね！　こんなこと言い合ってる場合じゃない！　さあ、早く乗ってくれ」

「乗るって……どうやって？」

　翔馬は、茶色の髪かみの女の子を指差した。

「君が後輪のハブステップピンに立ち乗り、瀬里奈はリアキャリアにすわってくれ。そっちの小さな子は、俺に抱きつけばいい！」

「無理よ！」

「無理でもやるんだ！　このままここにじっとしているわけにはいかない！」

「……わかったわ。どうせなら、自転車じゃなくて、ジープとかに乗って来てくれればいいのに……」

「高校生に無理な要求するな！　いいから早く乗れ！」

　瀬里奈は、仕方ないわね、という顔になって、座り込んでいる茶色い髪のおとなしそうな女の子に言った。

「ライナ、ここに来て、ここに乗って！」

「は？」

　ライナと呼ばれた子は、目を丸くした。

「これに乗るんですか？」

「そうよ、ここにまたがって、車輪の軸じくから出ているこの棒に足を載のせるの、ほら、早く！」

「は、はい！」

　ライナは立ち上がると、おっかなびっくりマウンテンバイクにまたがった。

「え……と、ここに立つのですか？」

「そうよ、翔馬の肩かたにつかまるの、そうよ」

「あ、はい……失礼します」

　ライナは翔馬の肩に手をのせて、ぎゅっとつかむと、後輪のハブステップピンの上に立ち上がった。

「これでよろしいのですか？」

「リュックが邪じや魔まね。翔馬、リュックを下ろして、私が持つわ」

「わかった……落とすなよ」

　翔馬から渡わたされたリュックを持った瀬里奈は目を丸くした。

「重っ！　何が入ってるのよこれ！」

「教科書と参考書……まあ、重さのほとんどはサバイバルグッズだけどな」

「相変わらず変な物持ち歩いているのね……」

　瀬里奈はそう言うと、リュックを背負い、翔馬の後ろに立っているライナに言った。

「もっと前に出て！　後ろに私が乗るんだから！　遠えん慮りよしないで、翔馬の方に身体からだを寄せなさい！」

「申し訳ありません、失礼します……」

　ライナの声が耳元で聞こえるのと同時に、なにか柔やわらかいものが翔馬の背中にぐにゅっと押し付けられた。

　思わず顔が緩ゆるんでしまったところを、瀬里奈に見られていた。

「なにをにやにやしてるのよ！　ホントにもう、男って馬ば鹿かなんだから！」

　瀬里奈はそう言うと、もう一人を手招きした。

「ミルチ！　やっぱりあんたは後ろに乗って！」

「え？　この子は小さいから俺の前に……」

「ダメよ！　あんたは危ないもの！」

「何だよそれ！」

「うるさいわね！　さあ、ミルチ！　乗って！」

「わかった！　ここに乗ればいいんだね！」

「後ろから追いかけてくるやつらをこれで追い払ってくれ！　短くなっているから気をつけて」

　翔馬は、ミルチと呼ばれた金髪の女の子に、持っていた発炎筒を渡すと、自転車のハンドルにＬＥＤライトを固定した。

　翔馬の前に瀬里奈が立った。

「で？　私はどこに乗ればいいの？」

　翔馬は自分の膝ひざの上を指差した。

「ここに横に座って、ハンドルを持つ両りよう腕うでの間に上半身を入れて、俺の首につかまってくれ」

「うわ、なによそれ！　まるでお姫ひめ様さま抱だっこじゃない！」

「うるさいな、ごちゃごちゃ言ってないで早く乗れ！　置いていくぞ！」

「わかったわよ！　変なことしないでね？」

「この状じよう況きようでそんなことやってる余よ裕ゆうなんかあるもんか！」

「わかんないわ、男ってみんなオオカミなんだから！」

「それならお前はメスのオオカミだ！　早く乗れ！」

「ん、もう……」

　翔馬の膝の上に横座りし、翔馬の首に手を回した瀬里奈は顔をそらした。

「……顔が近いわ」

　頰ほおが赤いのは、発炎筒の光のせいだけでは無さそうだ。

「文句を言うな……みんな、しっかりつかまれ！　行くぞ！」

　翔馬はペダルを踏ふみ込んだ。

「きゃ！」

　膝が下がったので、バランスを崩くずした瀬里奈が、翔馬の首にぎゅっとしがみつく。

「我が慢まんしろ！　下り坂だからスピードが乗ったら、ペダルを踏まないでも大だい丈じよう夫ぶだ！」

　マウンテンバイクは、大きく、ぐらっと揺ゆれてから、なんとか走り始めた。

　ペダルを踏む足を、水平に固定して、膝の上に乗せた瀬里奈のバランスを取りながらハンドルで、なるべく坂道になっているところを選ぶ。

　そこは扇せん状じよう地のような地形なのだろう、なだらかな下り坂がずっと続いていて、マウンテンバイクは少しずつ速度を上げていく。

　さすがに四人乗せるのには無理があるのだろう、車体のあちこちがギシギシ音を立て、メインフレームがしなり、ハンドルがぶれる。だが四人を乗せたまま、しっかりと走り続けている。

　──さすがはアメリカ海兵隊御ご用よう達たしだ！　このまま持ってくれよ、モンタギュー！

　翔馬がそう思ったとき、後ろからミルチの声がした。

「やつら、追いかけて来てるヨ！」

「くそ！　どこまで逃げればいいんだ！」

　ライナが、翔馬の耳元で言った。

「この先、沢さわを越こえたところに、森番の小屋があります！　石造りですから、あそこなら大丈夫です！」

「わかった！　道案内頼たのむ！」

　無理やり四人乗せたマウンテンバイクは、かなりの速度で夜の山道を下り始めた。

　翔馬の目にはＬＥＤライトの照らし出す範囲しか見えないが、その左右の藪の中を、何か黒い大きなものが自転車を挟はさむように並行して走っているのがわかった。

　──間ま違ちがいない、追いかけて来ている……転てん倒とうしたら間違いなく襲おそわれる！

　後ろからミルチの声がした。

「タイマツが燃え尽つきちゃうヨ！　小屋はまだなの？」

　ライナが、前を指差した。

「もうすぐです！　沢を渡ったその先！　少し広くなっているところがあります！　そこに小屋があります！」

　指差したところには黒い溝みぞのようなものが見えた。どうやらそれが沢らしい。

「橋はあるの？」

「はい！　丸木が二本並べて置かれているはずです！」

「うひゃ、丸木橋かよ！」

　翔馬がＬＥＤライトの照らし出す道を凝ぎよう視しした、そのとき。首にしがみついている瀬里奈の手に、ぎゅっと力が入った。

「怖こわいか？」

　瀬里奈は何も言わずに、こくん、と小さくうなずき返した。

「安心しろ、落ちやしない。いや……もう落とさない！」

　翔馬は、力強くそう言い返すと、目の前に見えてきた、細い線のようなものに向けて神経を集中した。

　──ハンドル操作を誤って沢に落ちたら、その時点でアウトだ！

　マウンテンバイクは、速度を保ったまま丸木橋へと突つき進んだ。

　前輪が、ごん！　と丸木橋に乗り上げる。その衝しよう撃げきでブレるハンドルを押さえ込んだまま、翔馬は目の前を見た。

　二本の丸木を並べた橋の間には拳こぶしほどの隙すき間まが見えた。その間にタイヤを落とせば、はまり込んでしまうだろう。

　ほんの二メートルほどの丸木橋が、まるで十メートルほどの長さに感じる。

　息を止めたままハンドルを握にぎり締しめて、雨で濡ぬれた緑色のコケが生えた丸木の上を走る。

　タイヤが滑すべれば、沢の中にまっ逆さまだ。

　何とか渡り終えた翔馬が、ふう、と止めていた息を吐はきながら前を見ると、ライナが言ったとおり、そこは整地されて少し広くなっており、その奥に建物のようなものが見えた。

「あれが小屋か？」

「はいっ！　そうです！」

　ライナがそう答えたそのとき、ミルチが悲鳴にも似た声で叫さけんだ。

「もうダメ！　消えちゃうヨ！」

「あと少しだ！　がんばれ！」

　翔馬はそう叫ぶと、マウンテンバイクを、小屋の前に滑り込ませた。

　ミルチとライナが飛び降りて、小屋のドアに駆かけ寄るのと、ミルチの持っていた発はつ炎えん筒とうが、ジ、ジジジ、ジ、という音を立てて点てん滅めつし始めるのは同時だった。

　翔馬は、瀬里奈を横よこ抱だきに抱かかえたまま、マウンテンバイクから降りて、小屋に向かって走った。

　ガシャン！　という音を立てて翔馬の後ろでマウンテンバイクが倒たおれる音がするのと、ライナがドアを開けるのと、ミルチの持っていた発炎筒が消えて、燃えているただのプラスチックの棒になるのは同時だった。

　発炎筒の明かりが消え、ドスドスドス、という重い足音が迫せまって来た。

「早く！　中へ！」

　ドアを開けたライナの横をすり抜ぬけるように、瀬里奈を抱えた翔馬が、部屋の中に飛び込むと、しんがりをつとめていたミルチが、真後ろに迫っていた走竜の頭に、発炎筒の残りカスを投げつけた。

　ギェギェ！

　熱く溶とけたプラスチックの部分が当たったのだろう、走竜が悲鳴を上げて首を振ふる間に、ミルチが小屋の中に飛び込んだ。

　ライナがばん、とドアを閉めて、内側から支えながら叫んだ。

「何か押さえる物を！」

　翔馬は瀬里奈を急いで床ゆかに下ろすと、ドアを押さえているライナの横に並んでドアを押した……その瞬しゆん間かん。

　どん！　と外側から体当たりをかまされ、ドアが十センチほど開いた。

「くそ！」

　満身の力を込めて押し返す。

「早く！　そこにある角材を！　ここに通して！」

　ミルチが脇わきに立てかけてあった、大きな角材を持ち上げ、ドアの内側にあるコの字型の金具の中に通した。

「もう一本！」

　瀬里奈が立ち上がって、ミルチと一いつ緒しよに、金具の中に角材を通す。

　外にいる走竜は、どすん！　どすん！　と何度も体当たりをかましてくるが、二本の太い角材が、ぶ厚い木のドアをしっかりと支えている。

「これで何とか持ちこたえることができそうだな」

　翔馬が、ほっとため息をついて額の汗あせを拭ぬぐった。

「あ、今、明かりつけるね！」

　瀬里奈はそう言うと、暗くら闇やみの中、小声で呪じゆ文もんを唱え始めた。

「陽光の精せい霊れいよ、わが求めに応じ、わが指先に集つどい、その光を以もつて暗闇を退けたまえ……輝光集成エフエド・リン」

　呪文を唱え始めた瀬里奈の手のひらに、ぽうっと明かりが灯ともり始めた。しかしそれは、不安定で、ゆらゆらと消えかけたロウソクのような明かりでしかない。

「あれ？……なんで？　なんで魔ま法ほうが使えないの？　ここはもう、鉄の谷から離はなれているはずよ！」

　瀬里奈が泣きそうな声を上げた。

　──そう言えば、キーホルダーにミニライトを付けてあったはずだ！

　翔馬はズボンのポケットに手を突っ込んで、キーホルダーを取り出すと、そこに付いていたミニライトのスイッチを押した。

　白いＬＥＤの明かりが真っ暗な部屋の中を照らし出す。

　一個だけのＬＥＤでも暗闇の中では結構明るい。

「すごい、魔法の詠えい唱しようナシで？　オマエ、もしかして凄すご腕うでの魔法使いか？」

　目を丸くするミルチを見て、翔馬は笑った。

「魔法じゃないよ、これは技術さ」

「へえ、技術で明かりを作れるなんて考えたこともないヨ」

　そう言って、翔馬の持つミニライトが照らし出している床に視線を投げたミルチが、ん？　という顔になって、床にしゃがみこんだ。

　床の上には、黒い砂のようなものが一面に撒まかれている。

　手のひらを当てて、手についた砂の匂においを嗅かいだミルチが声を上げた。

「床に撒いてあるこれ、砂じゃない！　砂鉄だ！」

「砂鉄ですって？」

　ミルチの言葉を聞いたライナも、同じようにその場にしゃがみこんで床を手で探さぐり、手のひらについた黒い砂のようなものの匂いを嗅いだ。

「……間違いありません。この小屋の床には砂鉄が撒かれています！　おそらく何者かが、魔法を使わせないために撒いたのだと思われます！」

「誰だれがそんなことを！」

「わかりません……」

　ライナは、考え込むような表情で首を振った。

「さっきもそうだったけど……もしかして魔法ってやつは、鉄が近くにあると使えないのか？」

　ライナは、ぽかんと口を開けて翔馬を見た。

「それは、いうまでもなく常識なのですが……そういえば、あなたさまは？」

「え？　あ、俺？　俺は……」

　答えようとした翔馬をさえぎるように瀬里奈が言った。

「こいつの名前は、山吹翔馬。私の世界の人間よ！」

「瀬里奈様の世界のお方！　では、もしかして召しよう喚かん魔法をお使いになったのですか！」

「使うつもりは無かったんだけどね。走竜に追いかけられて、もう、誰でもいいから助けて！　って思ったのよ。そうしたら、この翔馬が来たってわけ……」

「こいつ、竜なのか！」

　ミルチが目を見開いた。

「竜じゃないわ、人間よ、ショーマって名前なのよ」

　瀬里奈の言葉を聞いたライナが眉まゆをひそめた。

「名前なのですか……わが子にとんでもない名前をつける親が最近増えているという話は聞きますが……」

　翔馬は小声で瀬里奈に聞いた。

「おい、何を話しているんだ？　話が見えないぞ」

「ショーマって、伝説に出てくる邪じや悪あくな竜の名前なのよ。だからみんな驚おどろいてるの」

「つまり、俺の名前はここではゴジラとかバハムートとか、そういう意味なのか？」

「そうよ……いえ、もっと悪いイメージかもね」

「うへ……」

　翔馬が肩かたをすくめた──そのとき。

　どすん！

　という音と共に何か重いものが屋根の上に乗った。

　屋根に乗ったそいつは、ミシミシと音を立てて屋根の上を歩いた。

「走竜が屋根に！」

　天てん井じようを見上げたライナが、真しん剣けんな表情でつぶやいた。

「一頭や二頭なら、なんとかなります……でも、追いかけてきた走竜たちが全部乗ったら、屋根板が持ちません！」

「追い払はらう方法は無いのか？」

「火です！　走竜は木の燃える煙けむりを嫌きらいます！　森の中で暮らしている生き物ですから、山火事を恐おそれているのだと言われています！」

「ここは森番の小屋だから、どっかに薪まきを燃やす暖だん炉ろがあるはずだヨ！」

　翔馬は、ミニライトで小屋の中を照らした。

　小屋はそれほど広くは無い、八畳じよう間より少し広いくらいで、床は板いた敷じきで壁へき面めんは石積みになっている。

　その石の壁かべの一角に、かまどのようなものが造られているのが見えた。

「あ、あれじゃないか？　焚たき口ぐちの上にケトルが置いてある」

「はい、あれです！」

　翔馬たちは、暖炉の前に駆け寄った。

　灰の中に、黒い燃えさしの薪が見える。

「薪はあるか？」

　ミルチが、暖炉からすこし離れた箱に駆け寄る。

「あるヨ！　この箱の中に積んである！　焚き付けの小枝もあるヨ！」

　ライナが困ったようにつぶやいた。

「でも……火種はどうしましょう？　砂鉄が撒かれている中では、着火魔法が使えますでしょうか？」

「やってみるわ！」

「いや、火を起こすなら確実な方がいい。屋根の上の足音が、さっきより増えているみたいだ。俺がやる、リュックを貸せ！」

「あ、うん……」

　瀬里奈からリュックを受け取った翔馬は、ミニライトで照らしながら、リュックの中を探した。

「確か、サバイバルキットの中に、防風マッチとアルコールのボトルが入っていたはずなんだが……」

　翔馬ははっと目を見開いた。

　──いけね！　サバイバルキットはマウンテンバイクのサイドバッグの中だ！　部室で芹川に見せた後、あっちに入れたままだった！

　手を止めた翔馬を見て、瀬里奈が不安そうに聞いた。

「どうしたの？」

「やばい。マッチとか、全部自転車のバッグに入ってる……」

「どうするのよ！　外になんか取りにいけないわよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　手持ちの物で、なんとかする！」

　翔馬はそう言うと、リュックの中身を床の上にぶちまけた。

　黒い手て提さげ袋ぶくろに入った参考書とルーズリーフノートやペンケースなどと一緒に、五百ミリリットル入りのミネラルウォーターのペットボトルや、パック入りのビスケット型の携けい帯たい食しよく糧りよう、アルミ製のエマージェンシーブランケット、ペンチやドライバーの入った工具セットなどが転がり出たのを見て、瀬里奈は、あきれたようにつぶやいた。

「重いわけだわ……こんなものが入ってるんだものね」

「水と食糧を常時携帯しておくのは当然だ……それよりも、確かこのケースの中に、点火用のスチールウールがあったはずなんだが……あ、あったあった」

　工具ケースの中から、翔馬が取り出した密閉ビニール袋に入ったスチールウールを見た瀬里奈は「？」マークが三つくらい並んでいるような顔になった。

「それって、タワシだよね？　焦こげたお鍋なべとかを、ゴシゴシこするやつ……そんなものでどうやって火を着けるのよ！」

「今、やってみせる。その前に燃やすものを用意しておかないとな」

　翔馬はそう言うと、床ゆかにぶちまけた荷物の中からポケットティッシュと、ルーズリーフノートを取り上げて、瀬里奈に渡わたした。

「これを細かく引き裂さいて丸めておいてくれ。起こした火を燃え移すのに使うんだ」

「わかったわ……」

　瀬里奈は素す直なおにうなずくと、ポケットティッシュを何枚か引き出して、細長く裂きはじめた。

「ライナも手伝って、こっちのノートを破って丸めるのよ」

「はい、瀬里奈様と同じようにやるのですね」

　翔馬はミニライトを持って暖炉の脇に置かれた箱を覗のぞき込んだ。箱の中には人の腕うでほどの太さの薪が五、六本転がっている。

　薪を取り出そうとした翔馬は、その薪が濡ぬれているのに気がついた。見ると、箱の底に水が溜たまっている。誰かが薪の上から水を撒いたに違ちがいない。

「くそ、何が何でも火を起こさせないつもりだな……」

　そうつぶやいて薪を持ち上げた翔馬は、その重さに驚いた。

　それは、単に水を吸っているだけの重さではなかった。木とは思えないくらい、ずっしりと重いのだ。断面を見ると木目が詰つまっていて、光こう沢たくがある。手に持った薪同士をぶつけると、カンカン、という澄すんだ音がした。家具などを作るチーク材と呼ばれるものに近い材質の木材だ。

　──点火するのは大変そうだが、燃えれば火持ちは良さそうだ。

　翔馬がそんなことを考えている間にも、再び屋根の上に、どん！　と走竜が飛び乗る音がして、屋根板からは、ミシッ！　ペキッ！　という嫌いやな音が聞こえ始めた。

　耳を澄ますと、屋根を叩たたく雨の音に混じって、何か重いものが動き回る音がいくつも聞こえる。

「どんどん乗ってきてるんだ！　急がないと！」

　翔馬は、天井を見上げているミルチに声をかけた。

「焚き付けに使えそうな小枝はどこ？」

「あれだヨ、持ってくる！」

　暖炉から少し離はなれたところに積んである小枝の束に素す早ばやく駆かけ寄ったミルチは、悲鳴に似た声を上げた。

「濡れてる！　誰か水を撒まいたんだ！　これじゃ燃えないヨ！」

「水を吸っているなら無理だが、上から掛かかったくらいなら大丈夫だ。できるだけ濡れていない部分を折り取って持って来てくれ！」

「うん、わかった！」

　ミルチはそう答えると、小枝をぱきぱきと折り取りはじめた。

　ミルチが小枝を抱かかえて持ってきたのを見て、暖炉の前に座り込んだ翔馬は、瀬里奈にミニライトを渡して学生服のポケットからスマートフォンを取り出した。

「これ持って、俺の手元を照らしてくれ」

「あ、うん、わかった」

　瀬里奈は素直にミニライトを受け取ると、真剣な目で翔馬の手元を照らし始めた。

「それ、携けい帯たい電でん話わでしょ？　携帯でどうやって火を起こすの？」

「携帯電話を使うんじゃない、使うのは、こいつのバッテリーさ」

　翔馬は、そう答えるとスマートフォンの背面のカバーを外して、中にある薄うす型がたのリチウムバッテリーを取り出した。

　翔馬の横から首を突つっ込んで、手元を覗き込んでいたミルチが聞いた。

「なんだそれ？」

「電池だよ」

「でんち？　でんちって……何だ？　ライナは知ってる？」

　ミルチに聞かれたライナは、あわてて首を振ふった。

「いえ、私も存じ上げません……おそらく瀬里奈様の世界では、ありふれたものなのでしょうが、私たちの世界では見たことがございません」

「宮きゆう廷てい魔ま導どう師しで、王国一番の物知りのライナが知らないんだから、私が知らなくてもあたりまえってことか」

「電池ってのは、電気を溜めておくもの、という意味さ。こいつの中には電気エネルギーが蓄ちく積せきされている。んでもってこの電極に、このスチールウールを接せつ触しよくさせると……」

　翔馬の言葉が終わらないうちに、スチールウールの細い鉄線が真っ赤に熱せられて、溶とけ落ち始めた。

　すかさず、その真っ赤になっているところに、細かく引き裂いて丸めたティッシュを押し付けると、ティッシュは見る見るうちに焦げはじめた。

　さらに翔馬が、ふうふうと息を吹ふきかけると、焦げたティッシュはオレンジ色に光り、ぽっと炎ほのおが上った。

「火が着いた！」

「すごい！　火打石も魔ま法ほうも使わないで火を着けちゃったヨ！」

　瀬里奈とミルチが目を丸くする前で、翔馬は燃え始めたティッシュの上にノートを引き裂いて丸めたものを載のせた。

　ノートの細さい片へんに引火してさらに大きくなった炎の上に、今度はミルチが細かく折った焚き付けの小枝を載せる。割り箸ばしほどの太さの小枝は、パチパチと音を立てて勢い良く燃え始めた。

「これでよし！　後は焚き付けの小枝をもっと燃やして炎を大きくすれば、濡れた薪でも火が着くはずだ！」

　小屋の中に木が燃える匂においが立ち込めるのと同時に、屋根の上の走竜たちが、ギャギャギャ！　と声を上げて騒さわぎ始めた。

「火を燃やしたのがわかったのでしょうね、走竜は煙に敏びん感かんですから……」

　そのライナの言葉を裏付けるように、屋根の上から、どたどたという足音を立てて走竜たちが逃にげ始めた。

　屋根から飛び降りた走竜たちは、しばらく小屋の周囲を歩き回りながら「ギャギャ」「ギャギャ」と鳴き交かわしていたが、暖炉の中で薪が勢い良く燃え始めると、その声も小さくなり、やがて聞こえなくなった。

「逃げたかな？」

「そう……だと思います。でも、まだ小屋から出ない方がいいと思います。明るくなってから、様子を見ましょう……」

　ライナは、にっこり笑って言葉を付け足した。

「火さえあれば私たちは安全ですわ。もう、走竜に襲おそわれる心配は無いと思います」

　瀬里奈とミルチはお互たがいの顔を見合わせた後で、ふう、と大きくため息をついて、その場にへたり込んだ。

「あー怖こわかった……死ぬかと思った」

「瀬里奈がショーマを喚よんでくれなかったら、私ら今いま頃ごろは走竜の晩ばん御ご飯はんだヨ！」

「はい、本当に瀬里奈様のおかげですわね」

「え？　なにそれ、色々頑がん張ばったのは俺なのに」

「たしかにショーマは頑張ったヨ。でもさ、その頑張ったショーマをここに喚んだのは瀬里奈じゃん」

「ええ、すべては瀬里奈様の召しよう喚かん魔法あってのことでございます」

「そりゃあそうかもしれないけど……」

　今一つ納なつ得とくできない、という顔をする翔馬を見て、ライナが言った。

「召喚された者は、召喚した者、つまり召喚主がいなければ、この世界に存在することはなかったのです。つまり、召喚された者にとって召喚主は造物主に等しい存在です。

　召喚主は『主人マスター』召喚者は『従者サーバント』という扱あつかいになるわけでございます」

「なんだよそれ。じゃあ何か？　俺はこいつの下っ端ぱってことなのか？」

「だって、仕方ないじゃん。翔馬は、この世界のこと、何も知らないんだから。私が保護者になって魔法掛かけないと言葉だってわかんないんだよ？」

「そりゃまあ、そうだけどさ……」

　翔馬は、そう答えると、残りの薪まきを乾かわかすために暖だん炉ろの周囲に並べながらライナに聞いた。

「この小屋には、食糧とか水は用意してあるの？」

「森番が、森を見回るときに寝ね泊とまりする小屋ですから、水みず桶おけくらいはあると思いますが、食べ物は置いていないと思います……」

「……ということは、このカロリーバーだけか……」

　床にぶちまけたリュックの中身の中から取り上げた黄色い箱を見て、瀬里奈が目を見開いた。

「うわ、懐なつかしい！　食べようよ！」

「それはどういうモノなのですか？」

「食べ物なのか？」

　瀬里奈は翔馬の手からカロリーバーの入った箱を奪うばい取ってバリバリと箱を開けながら言った。

「ビスケット、というかショートブレッドみたいな食べ物よ。でも、これを食べるときは何か飲み物が欲しいわね……翔馬、何か持ってない？」

「五百ミリリットルペットボトル入りのミネラルウォーターが二本と、あと紅茶のティーバッグがある。暖炉に置いてあるケトルで沸わかせば、紅茶が飲めるぞ」

　瀬里奈は目を丸くした。

「翔馬って、何でも持ってるんだね……やっぱりアレ？　ボーイスカウトの『そなえよつなみに』ってヤツ？」

「それを言うなら『備えよ常に』だ。別に津つ波なみに備えているわけじゃない。なにかあったときに『こういうこともあろうかと』と言えるようにしておくってことさ」

「ふーん、それで、そんなに嬉うれしそうなんだ……」

「嬉しそう？」

「うん、火を起こしたり、私たち乗っけて自転車で走ってるとき、なんだかすごく嬉しそうだった……この時が来るのをまってたぞーっ！　みたいに、ノリノリだったよ？」

「あ、いや……それは……」

　──否定できないな。

　翔馬がその言葉を飲み込んだとき、ライナがケトルとほうきを探し出して持ってきた。

「お湯を沸かして紅茶を作る前に、床ゆかの上の砂鉄を掃そう除じして寝ねる場所を作りましょう。どこかに敷しき物ものがあると思います。ミルチ、その戸と棚だなの中を探して」

「わかったヨ！」

　翔馬たちは、手分けして小屋の中を掃除し、大きな円いラグと、フェルトのような毛織物を見つけ出した。板の間の上にラグを敷き、それに座り込む。

　ペットボトルの水を暖炉の火で沸かし、ティーバッグの紅茶を入れて作った薄うすめの紅茶を飲んで、カロリーバーを食べ終わった瀬里奈は少し不満そうに言った。

「なんか……物足りないわね」

「そりゃそうだ、一人分を四人で食えば足りないのは当然だ」

「こういうこともあろうかと、と言うのなら、ちゃんと四人分持ってくるべきだわ。他ほかに何か無いの？　キャンデーとかガムとか……」

「女の子と違ちがって、甘いものは持ち歩かないからなあ……」

　そう言って、何の気なしに学生服のポケットに手を突っ込んだ翔馬は、はっと気がついた。

「……カレーパンがあった」

「え？　うそ……」

「いや、ホント。ほら……」

　翔馬がそう言って、学生服のポケットから昼間に売店で買ったカレーパンを取り出すと、瀬里奈の目がまん丸になった。

「カレーパン！」

『ハレールヤ！』と同じような抑よく揚ようで叫さけんだ瀬里奈は、カレーパンをひったくった。

「カレーパンだ！　カレーパンだ！　本物のカレーパンだわ！」

「おい、待てよ、お前一人で全部食うつもりか？」

　瀬里奈は、はっとしたように翔馬の顔を見た。

「あ、そうか……そうだよね、四人で分けないと……」

　瀬里奈が、そう言いながらカレーパンを包んでいるビニール袋ぶくろを破ると、ふわっと美味おいしそうな揚あげ物の匂いが漂ただよった。

　その匂いにミルチが反応した。

「あ、美味しそうな匂い！」

「美味しそうじゃないの、これは、美味しいのよミルチ」

　瀬里奈は、カレーパンを真ん中から二つに割った。そして、心底惜おしそうな表情で、その半分をさらに二つに割ると、その二つを差し出した。

「はい、これ、ミルチとライナの分よ」

「いいの？」

「よろしいのですか？」

　驚おどろく二人に、瀬里奈は微笑ほほえんでみせた。

「うん、二人にはぜひ食べてもらいたいの、私の世界のカレーパンがどんなものか、知って欲しいの！」

　その瀬里奈の表情を見て、翔馬は思った。

　──こいつ、大人になったなあ……二年前の瀬里奈なら、全部独り占じめして、絶対に他人に分け与あたえたりしなかったはずだ。

　そして瀬里奈は振り返ると、上うわ目め遣づかいで、残った半分のカレーパンと翔馬を交こう互ごに見て聞いた。

「残りは翔馬と……私の分……だよね？」

「あーくそ、そんな目で見るな。わかったよ、俺の分も食っていいぞ」

「へへへ、やっぱり翔馬だ！」

　瀬里奈はそう言うと、カレーパンにかぶりついた。

　そのまま、もしゃもしゃと咀そ嚼しやくして、一気に飲み下すと、顔をくしゃくしゃにして手を握にぎり締しめて、その場で小さく身み悶もだえした。

「くぅううううっ！　これよこれ、この油で揚げたカリカリの表面と、口の中に入れると、じゅわっと染しみ出す揚げ油の風味。そして、パンの生き地じよりも冷たい舌ざわりのカレーペーストが、口の中で一いつ杯ぱいになって温められて鼻に抜ぬけるカレーの匂い！　これこそがカレーパンよ！」

「美味うまいな、これ！」

「複雑な味ですわね……こんな香かおり高い食べ物を食べるのは生まれて初めてですけど、これが瀬里奈様の言っていた『かれー』というものなのですね！」

「そうよ、これがカレーよ。いくら言葉で説明してもわかってもらえなかったけど、食べれば一発でわかるわよね！」

　そう言って、にこにこ笑う瀬里奈を見て翔馬は考えた。

　──日本も、外国から香こう辛しん料りようが入ってくるまで、ワサビとトウガラシと、和ガラシしか使わない食文化だった。

　この世界がどんな世界なのか良くわからないけど、香辛料を知らない食文化なのかもしれない……。

「そんなにカレーが食いたかったら作ってやるぞ。カレー粉ならここに……じゃなかった。自転車の非常食パックの中に入れてあるから」

「ホント！」

　瀬里奈は目を丸くした。

「ああ、カレー粉はどんな非常食でも美味しくする魔ま法ほうの粉だからな」

「やったあ！　やっぱり翔馬を喚よんで正解！　ずーっとカレー食べたかったんだよ！」

「……俺よりカレーの方が大切みたいだな……」

「そんなことないよ、翔馬も大切だよ」

「翔馬『も』かよ……」

　翔馬がぼやくように答えると、瀬里奈は悪戯いたずらっぽく笑った。

　カロリーバーとカレーパンを食べ、温かい紅茶を飲んだ瀬里奈は、落ち着いたのだろう、口数が少なくなって小さいあくびを繰くり返すようになってきた。

　翔馬は、リュックの中に入れてあった、アルミ製のエマージェンシーブランケットを取り出して広げた。

「寝るときは、こいつに包くるまれ。薄いけど、保温効果は高い」

　シャリシャリと音を立てる薄い銀色のアルミシートを見て、ミルチが目を丸くした。

「すごい！　どうやってこんなに薄く出来るの？　こんな細工見たことないヨ！」

「俺のいる世界では、蒸着って方法で作ってるのさ……さあ、寝た方がいい。火の番は俺がやるから」

　翔馬は、円いラグの上に三人を寝かせ、体の上に、アルミシートを掛かけて、さらにその上から戸棚の中で見つけた古い毛布を掛けた。

「こうすれば体温がアルミで反射するから、毛布一枚よりもずっと暖かいはずだ」

「なんか、シャリシャリ言うから、気になるね」

「でも、暖かいヨ」

「驚きました。こんな夜具があるなんて……瀬里奈様のいた世界って、驚くことがいっぱいありそうですわね」

「うん、ライナが驚くようなものが一杯あるの。翔馬が色々持って来たみたいだから、明日にでも見せてもらいましょ！」

「明日、もっとキレイに掃除して、砂鉄を取り除けば、きっと魔法も使えるヨ！」

「念話魔法が使えれば、お城から助けを呼べるはずですわ」

「そうね、明日になれば、大だい丈じよう夫ぶよね……」

「そういえば、お前らは、こんな夜の山の中で何をやっていたんだ？」

「卵を採りに来たんだヨ！　走竜の卵！」

「卵？　食うのか？」

　ミルチが怒おこったような口調で答えた。

「違うヨ！　卵を温めて、子供の頃ころから育てると、懐いて言うこと聞くようになるんだヨ！　竜りゆう騎き士しの乗ってる走竜は、そうやって育てた竜なんだ」

「野生の走竜の方が強くて病気にも強いの。子供の走竜ってカワイイのよ。一頭欲しいって無理言って連れてきてもらったの……でも、こんなことになるとは思わなかった……」

　瀬里奈の言葉を聞いて、ライナがあわてて首を振ふった。

「いえ、卵を採りに来て、こんな風に走竜に襲おそわれる、なんてことはめったにありません。村の子供だって採れるくらいなんです……卵を落として割らない限り」

「卵が割れた匂においを嗅かぎつけると襲ってくるって聞いてたけど……変だよね。私たち、まだ卵を採りに行く前で、卵に触さわってもいないのに、いきなり猟りよう師し小屋が襲われたんだもの」

「小屋の壁かべ破って、走竜が飛び込んで来たときは、ホント驚いたヨ！」

「命からがら、荷物も何もかも置いて、逃にげ出したのですが、取り囲まれて……もうダメだ、と思ったときに、瀬里奈様が翔馬様を召しよう喚かんしたのですわ」

「うん、本当に瀬里奈のおかげだヨ！」

「私じゃない……翔馬のおかげよ……」

　暖だん炉ろの前に座って、燃えている薪まきを眺ながめながら、翔馬はつぶやいた。

「瀬里奈は狙ねらわれている、ということか……」

　瀬里奈とライナが顔を上げた。

　最初に口を開いたのはライナだった。

「……なぜそう考えるのですか？」

「推理しただけだ。これは俺の想像にすぎないが、瀬里奈たちが野営していた小屋に、誰だれかが走竜の卵の中身を塗ぬりつけたんじゃないかと思う。

　卵が割れたときの匂いで凶きよう暴ぼう化した走竜は、瀬里奈たちのいた小屋を襲い、破は壊かいした。

　瀬里奈たちは必死に逃げたが、そこで囲まれてしまった。

　俺が召喚されて、この、森番の小屋に逃げ込むことが出来たが、そこには、魔法を使って火を起こすことが出来ないように、砂鉄が撒まかれ、ご丁てい寧ねいに薪に水まで掛けてあった。

　つまり、瀬里奈たちが卵を採りに行くことを知って、この場所に罠わなを張ったとしか考えられない。

　俺は詳くわしいことはわからないが、瀬里奈には、きっと狙われる理由があるんだと思う……お前、銀行でも襲ったのか？」

「そんなことするわけ無いじゃん！　それに、銀行なんか無いわよ、この世界には！」

「心当たりは無いのか？」

「ないわ、少なくとも個人的に恨うらみを買った覚えはない！」

　ライナが、おずおずと言った。

「あの……私に心当たりがあります。アンゼリカ王国に瀬里奈様がいると、都合が悪い、と思っている連中です……」

　瀬里奈は顔をしかめた。

「ああ、あれね。ジーラが心配しているヤツ」

「どういうことだ？」

「私は国と国の紛ふん争そうとか難しいこと、よくわからないから、ライナ、説明してあげて」

「はい、かしこまりました」

　ライナは、毛布とアルミシートの下から顔を出したまま説明を始めた。

「私たちの国、アンゼリカ王国は現在、大陸に版図を広げつつある帝てい国こくとの間に国境紛争を抱かかえております……と言っても、強大な帝国に、こちらが一方的に攻せめ込まれて、領土の割かつ譲じようを要求されているのですけど……そして、このままでは全面戦争は避さけられない、という二年前に、瀬里奈様が降臨されました。

　瀬里奈様は、敵の侵しん攻こう部隊が勢ぞろいしている目の前にあった、中立地帯の川の中なか州すで、その、破は壊かい魔法を次々に披ひ露ろうし、敵の戦意を挫くじきました。

　強きよう烈れつな電でん撃げきのイナズマがほとばしり、恐ろしい爆ばく発はつが起こり、今まで見たことも無い大きさの火球が空を飛ぶ……それは、言い伝えの中にある地じ獄ごくが、この世に出現した瞬しゆん間かんでした。

　いまだかつて、誰も見たことのない、恐ろしい破壊魔法の技わざを目にした帝国軍の兵士たちはパニックを起こし、次々に逃とう亡ぼうし、帝国の侵攻は失敗に終わったのです」

「へえ、すごいな、瀬里奈は救国の英えい雄ゆうじゃないか」

「はい、瀬里奈様は、アンゼリカ王国の守り神として、全国民から歓かん迎げいされました。ところが帝国軍は、ここにきて再びアンゼリカ王国に対し、領土割譲を求めてきました。拒きよ否ひすれば戦争も辞さないという文言付きの文書を送りつけてきたのです」

「瀬里奈がいるのに？」

　ライナはうなずいた。

「はい、王国軍の参さん謀ぼう長によると、帝国軍は数で押してくる戦法を採るつもりではないか、とのことです。いくら瀬里奈様の破壊魔法が強力でも、瀬里奈様は一人。破壊魔法の連発も、疲ひ労ろうすれば威い力りよくは落ちる。損害を無視して数で攻め込めば勝てると踏ふんだのではないか、と」

「戦いは数……ってことか。でも、兵士がパニックを起こして逃げてしまえばいくら数をそろえても無む駄だじゃないか？」

「ええ、それについても、術者を同行させて、兵士に平常心を与あたえる魔法を掛けて恐きよう怖ふ心しんを取り除いているのではないか、という話でした。恐怖を感じない兵士は死ぬまで戦うだろう、と……こういった魔法の使い方は禁きん忌きに触ふれるのですが、帝国側は瀬里奈様の魔法自体が禁忌に触れるのだから、問題はないと申しまして……」

「俺に言わせれば、魔法って存在自体がルール違い反はんに見えるんだが……まあいいや。

　とにかく、瀬里奈には狙われる理由があるってことだな？」

　ライナはうなずいた。

「はい、王国の諸しよ侯こうの中には、帝国に媚こびを売り自分の領地と利権を保証してもらおうと考えている者もおります。そういった帝国の走そう狗くとなった者どもにとって、最大の障害となるのが、破壊魔法を使う瀬里奈様の存在なのです」

　翔馬は考え込んだ。

「……と、言うことは、お前らを罠にハメようとした連中は、もう一度ここに来るってことだな……」

「うそ！　来るの？」

　ギクッとしたように目を見開いた瀬里奈を見て、翔馬は首を振った。

「いや、今じゃないよ、走竜がいるところに来るとは思えない。来るとしたら明日の朝早く、様子を見に来るだろう……首しゆ尾びよく走竜の餌え食じきになっていれば上々、生きていたら止とどめをさせばいい、走竜のせいにすればすべて丸く収まるってわけだな」

「どうすればいいの？」

「それなんだけど……さっきお前の魔法が使えなかったのは、砂鉄が撒いてあったからだよな？　近くに鉄が無ければ、魔法は使えるのか？」

　瀬里奈はうなずいた。

「うん、任せて！」

「じゃあ、明日の朝早く起きて、この小屋を出て、どこかに隠かくれて、見張ろう。様子を見に来た連中に、お前が魔法をお見み舞まいしてやれ。殺されかけたんだ、お返ししてやれよ」

「そうか、そうよね。ここは鉄の谷から外れているから、小屋を離はなれれば魔法が使えるんだ！　さすが、翔馬は頭がいいわね！」

　瀬里奈がそう言ったとき、端はしっこで寝ねているミルチがつぶやいた。

「カレーパン！　もっとちょうだい！」

「え？」

　びっくりしてミルチの顔を見たライナが、ぼそっと言った。

「寝てますわね……」

「ああ、びっくりした……寝言なの？」

　翔馬は笑った。

「なんと言うか、物もの怖おじしない子だね、ミルチって子は……」

　瀬里奈は、無防備な寝顔を見せているミルチを、妹を見るような目で見ながら言った。

「ミルチは、鉱物掘ほって色々な道具を作る、クラフトって一族の族長の娘むすめなのよ。いろいろ見聞を広げるために、都に出てきて勉強しているの……向こうの世界の話を聞きたがって、いつもくっついてくるの。

　最初はウザかったけど、裏も表も無い子だってわかったら、なんだかほっとしちゃった。気をつかわれない代わりに、気をつかわないでいい相手って楽なんだもん」

「そうか……この二年間、どんな生活していたんだろうって思ったけど、それなりに楽しくやっていたみたいだな……」

　瀬里奈はにっこり笑ってうなずいた。

「うん、面おも白しろいよ、この世界。翔馬も好きになってくれると嬉うれしいな……」

「まだ、どんなところか、良くわかんないけど……俺のサバイバルスキルが活かせる世界なら、俺に向いているかもしれないな……さあ、明日は夜明けに起こすから、早く寝ろ」

「翔馬は寝ないの？」

「もう少し様子を見てから寝るつもりさ。さあ寝ろ」

「うん、おやすみ」

「おやすみなさいませ」

　瀬里奈とライナはそう言うと、シャリシャリと音を立ててアルミシートの中に潜もぐった。

　──二年前に行方ゆくえ不明になった瀬里奈と、こんなところで出会うとはな……なんだかわけのわからないまま、この子たちを助けるハメになって、ここでこうして火の番をしているわけだが……考えることが多すぎて、頭の中がパンクしそうだ。

　こういうときは、何も考えずに、目の前の仕事に集中して、成り行きに任せるしかない。まず生き延びることに集中する。余よ裕ゆうが出来たらゆっくり考えればいいんだ。

　翔馬は、ふう、とため息をつくと、新しい薪を暖炉に突つっ込んだ。

　雨がやんだのだろう、小屋の屋根を叩たたいていた雨の音は、いつの間にか聞こえなくなっていた。







　第三章　アンゼリカ王国　CHAPTER THREE







　そいつらが姿を見せたのは、空が明るくなって、山の稜りよう線せんの向こうが輝かがやき始めた頃ころだった。朝日が昇のぼる寸前の、薄うす墨ずみを流したような林の暗がりの中から、一人、また一人と、弓矢や、槍やりを持った男たちが、森番の小屋に向かって近づいてくる。

　翔しよう馬またちは、まだ暗いうちに起き出して自転車を、小屋の裏にある薪小屋の中に入れて、上から薪を積んで見えないようにしたあとで正面にある山の中腹に登って、見下ろせる位置で木の後ろに身を隠し、様子を見ていた。

「猟りよう師しかな？」

　翔馬が小声で聞くと、ライナはかすかに首を振ふった。

「いえ、猟師のように見えますが、よく見てください。あの男たちは胸の部分にブレストプレートを着けていますし、手足にも手てつ甲こうやすね当てを装着しています。

　革かわの鎧よろいならまだしも、金属製の鎧を着込んだ猟師はいません。おそらく、金で雇やとわれた傭よう兵へいではないかと思われます……」

「正規軍を投入すると、後々問題になりそうな仕事は傭兵任せ、というわけか。いずこも同じだな……」

　変わったデザインの杖つえを抱え込んだ瀬せ里り奈なが、やる気満々の目つきで聞いた。

「やっつけちゃっていい？」

「ちょっと待て、あいつらがあの罠わなを仕込んだかどうか、確かく認にんしてからだ。通りすがりの連中の可能性もある。小屋の前を素す通どおりしたら、無関係。扉とびらを開けて中に入ったら、間ま違ちがいなく敵だ。出てきたところをやっつけろ……でも、できれば直接攻こう撃げきは避けたほうがいい。人殺しは好きじゃない」

「わかった……私も好きじゃないわ、爆ばく風ふうで気を失わせるようにするわ」

「やっちゃえー！　おー！」

　ミルチが小声でけしかけると、瀬里奈はにやっと笑ってうなずいた。

「任せて！」

　傭兵たちは、小屋の前で立ち止まると、素す早ばやい動きで小屋の入り口を包囲するように配置についた。

「やっぱりあいつらは敵だったみたいだな……後衛の弓兵が三人、前衛の槍が二人、剣けんが一人で、合計六人か……こっちは女の子とド素人しろうとの俺だけだ、接近戦になったら勝ち目は無い。遠えん距きよ離りから魔法で一気に片付けてくれ！」

　翔馬の言葉を聞いた瀬里奈は、杖を握にぎりなおした。

「わかった、派手に行くわよ！」

　翔馬たちが見ている前で、剣を持った傭兵が小屋の戸の前に立って、戸を蹴けり開けて中に飛び込んだ。すかさず残りの槍を持った傭兵も中に飛び込む。

　弓兵は矢をつがえて、小屋の出口をねらっている。

　やがて、小屋の中から、声が聞こえて、剣と槍の傭兵が小屋の中から姿を現した。

　弓兵が弓を下ろす。

　剣を持った傭兵が、山の方を指差して、何か言っているのが見えた。

「きっと、山で走竜に食われちまったんじゃないか？　みたいなことを話しているんだろう……かなり気が緩ゆるんでるな……よし！　瀬里奈、今だ！　派手に行け！」

「うん！」

　瀬里奈は隠れていた木の陰かげから一歩出ると、右手に持った杖をかざし、呪じゆ文もんを唱えた。

『熱と圧力の精せい霊れいよ、我が呼び掛かけに応こたえ、我のまなざしと我の指先の交わるところにその真の姿を現せ！　爆裂火炎タウ・リン！』
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　そして、左手をすっと差し出して、人差し指で小屋の前に集まっている傭兵たちを指差し、視線を向けた。

　次の瞬しゆん間かん。

　傭兵たちのど真ん中に閃せん光こうが走った。

　音と衝しよう撃げき波はは一いつ瞬しゆん遅おくれて翔馬に届いた。

　ドズン！

　重い音と共に爆ばく炎えんが広がり、傭兵たちが三メートルほど吹ふっ飛ぶのが見えた。

「すげえ！　まるで映画だ！」

「動けないように、電でん撃げきも食くらわしておくわ！　こいつを食らえば、身体からだが動かなくなるから！」

　瀬里奈は、そう言うとすかさず呪文を唱え、杖を振った。

「崩天雷撃ア・ミード！」

　杖の先から、青白いスパークが、傭兵たちに飛んだ。

　地面に叩きつけられた傭兵たちの体が、びくん！　と飛び跳はねて、そのまま動かなくなった。

「死んじゃったかな？」

「爆ばく発はつも電撃も、直接身体を狙ねらってないから、意識は失ってるけど、死んではいないと思うけどね」

「よし、とにかくあいつらが意識を取り戻もどす前に縛しばっておこう。ロープもガムテープも持っているしな……」

「翔馬って、いつもそんなもの持ち歩いているの？」

「なんだ、その、何をするかわからない人間を見る目は！　俺は何があるかわからないから持ち歩いてるだけだ！　そんな目で見るな」

　翔馬は苦笑いを浮うかべてそう答えると、山を駆かけ下った。

　気を失った傭兵の手足をロープで縛り、ガムテープでぐるぐる巻きにしてから引きずって、小屋の前に並べるのに手間取り、全員を並べ終わった時には、もうすっかり日が昇っていた。

「さて、こいつらは後で誰だれかに引き渡わたすとして……これからどうすればいいんだ？」

「もう少し山を降りれば、ふもとの村に出ます。村に行けば、信号所があるので、お城に連れん絡らくをつけることができますね」

　ライナの言葉を聞いた翔馬は目を丸くした。

「信号所って……電話か？」

　今度はライナが目を丸くする番だった。

「は？　電話？　電話って……なんですか？」

　瀬里奈が苦笑いしながら答えた。

「信号って言っても、電気でランプがつく、あの信号機じゃないの。長い棒の先に、こう、腕うでみたいなのが二つついていて、カクカク動いて、知らせるヤツよ。村や、山の上とかに信号所があって、伝言ゲームみたいに、動きを伝えていくの」

「へえ、そんなのがあるのか……まあとにかく、早いところ村に行って、人を呼んでこないとな……俺の自転車なら速いから、ライナと俺で村に行こう。走竜に踏まれていたら、どうしようかと思っていたけどどこも壊れていなかったし、問題なく乗れる」

　翔馬の言葉を聞いて、瀬里奈がむっとした顔になった。

「ちょっと待ちなさいよ！　なんで、あんたとライナが行くのよ！　私とあんたでも構わないじゃない！」

「いや、もしこいつらが目を覚まして、ロープを切って暴れ出したときのことを考えたんだ。そうなった時に、こいつらをもう一度ぶっ飛ばせるのは、お前しかいないだろう？　だからお前を残して……と考えたんだ」

　瀬里奈は不満そうに唇くちびるを尖とがらせて、ライナとミルチを見た。

「ライナとミルチなら、なんとかなるんじゃないの？　そのピッケルで頭コツンとやれば……」

　ミルチは目を丸くした。

「え？　無理無理。寝ねているところをぶん殴なぐるなら何とかなるけど、大人の兵士相手に戦えるわけがないヨ！」

　ライナも、心細そうに答えた。

「私も、殿との方がたを相手に立ち回りをしろと言われましても……申し訳ありません」

　瀬里奈はしばらく考えていたが、やがて顔を上げた。

「誰か残していくのが心配なら、全員で村に行けばいいじゃない」

「全員って……四人でか？　どうやって四人自転車に乗るんだよ！」

「夕べだって乗ったじゃない！　できないとは言わせないわよ！」

「あれは、緊きん急きゆう時だから、無理やり乗せたんだ！　自転車ってのは、本来何人も乗せることができるように作られちゃいないんだぞ！」

「だったら改造すればいいじゃない。こういうときに、なんとかするのがサバイバリストじゃないの？」

「……う」

　痛いところを突かれた翔馬は、言葉に詰つまった。

「……仕方ない。小屋にあるものを使って、何とか四人乗れるようにしてみるか……できるかどうかわかんないけど、できなくても文句言うなよ？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、私、昔、家にあるＤＶＤで、自転車一台に十三人乗ってるシーン見たことあるから！」

「それはアニメだ！　それもかなりマイナーなヤツだ！　まあいいや、やってみるよ」




　十五分後。翔馬は、マウンテンバイクのハンドル部分にミルチを乗せ、後ろのキャリアに板を横に置き、そこにライナと瀬里奈を背中合わせに座らせて、山道をゆっくり下っていた。

　ハンドルの前に取り付けた木の板で作ったキャリアにちょこんと座ったミルチが振り返って聞いた。

「もっとスピード出さないのか？　夕べはすごい速度で飛ばしていたヨ？」

「あれは、走竜に追いかけられていたからだ！　命の危険が無いのなら、安全第一さ」

「ふーん、それもそうだ。でもこのジテンシャって、すごいヨ！　こんなからくり仕じ掛かけ、見たこと無い！　すっごい精密にできてるんだよね！」

「精密でなおかつ堅けん牢ろう！　機械ってのはそうあるべきだと思ってる……村まで後どれくらいだ？」

「もうすぐだヨ。あの山すそ回ったら、信号所と、家が見えると思うヨ！」

　ミルチの言葉どおり、山のすそを回り込んだ先に、開けた土地と、そして畑が広がっているのが見えた。

　畑の向こうには、屋根らしいものがいくつも見える。

「見えた！　村だヨ！」

　翔馬たちを乗せたマウンテンバイクは、目を丸くして驚おどろく村人たちとすれ違ちがいながら、村の中に入った。

　村の中央にある広場に差し掛かったところで、ライナが言った。

「ここで止めてください。村役人の家の前です！」

「わかった！」

　翔馬がブレーキを掛けてマウンテンバイクを止めると、ライナは急いで飛び降りて、村役人の家に駆け寄って、ドアを叩たたいた。

「アンゼリカ王国の宮きゆう廷てい魔ま導どう師し、ライナ・ナスタチウムと申します！　緊急の要件これあり！　王城まで連絡を！」

　一呼吸ほどの時間の後、ドアが開いて、五十歳くらいの太った男が顔を出した。

　男は、ドアの前に立っているライナと、マウンテンバイクの横に立つ瀬里奈を見て、目を丸くした。

「せ、瀬里奈様が？　本物ですか？」

「ええ、あの瀬里奈様は本物です！　昨晩、命を狙われました。王城への連絡と同時に、保護を求めます！」

　太った男は、目を丸くして、ガクガク、と機械仕掛けの人形のようにうなずいた。

「は、はい！　私どもの家でよければ、どうぞ！」

　瀬里奈は、翔馬を見てにっこり笑った。

「これで大丈夫。朝ごはんをご馳ち走そうになりましょう」

「わーい！　ミルチ、オートミールがいい！　ちょっと焦こがしたヤツ、カリカリって食べるの好きだヨ！」

「じゃあ、それをお願いしてみようか。さあ、行くわよ翔馬」

　その瀬里奈の余よ裕ゆうある態度と、村役人の対応を見て、翔馬は思った。

　──夕べ、ライナから聞いた話は本当だったんだ。こいつ、この国じゃかなりの重要人物らしいぞ……。




　一時間後。

　翔馬を乗せた乗り物は、ガラガラという車輪の音を立てながら、山と山の間を流れる小川沿いの道を走っていた。

　二頭の四足歩行の爬は虫ちゆう類るいが牽ひくその乗り物は、普ふ通つう乗用車のミニバンほどの大きさがあり、西部劇などに出てくる駅馬車に良く似た構造だった。牽いているのはトリケラトプスに似たずんぐりとした爬虫類で、荷馬車を牽く時に使われるので『牽竜トレーラードラゴン』という種類の竜らしい。

　馬車ならぬ『竜車』の車内には、向かい合わせに座席が設けられており、翔馬の隣となりには、ミルチが座り、正面に瀬里奈が、そしてその隣にライナが座っている。

　車の内張りには細かい刺し繡しゆうが施ほどこされ、座席には柔やわらかなクッションが敷しき詰められている。

　そういった手の込んだ細工は内装だけではない。車体の外装も、全体に銀色の細かな細工品が貼はり付けられている。

　──まるで王おう侯こう貴族のような扱あつかいだな……それにしても、なぜこの車はこんなに揺ゆれないんだ？　あの車輪の音を聞く限り、ゴムタイヤでもなんでもない、普通の木製の車輪だ。見たところ、サスペンションのようなものも備えていない。なのに、まるで、車体だけ宙に浮かんでいるように感じる……。

　窓の外から聞こえるガラガラという車輪の音を聞きながら、翔馬が、そんなことを考えていると、ミルチが聞いてきた。

「難しい顔して何を考え込んでるんだ？　ショーマは」

「え？　あ、いや、車輪のガラガラという音がすごいのに、揺れないのが不思議だな……って」

「そりゃそうだヨ、『浮遊フロート』の魔ま法ほうが使えなきゃ王家の竜車の御ぎよ者しやになんかなれっこないもの」

「浮遊の魔法？　ってことは、この乗り物は浮いているってことなのか？」

「そうだヨ。私たちが乗ってるこの部屋は、竜車の台車の上に浮いてるんだヨ。だから、車輪がガタゴト道の上を走っても、この部屋は揺れないんだヨ」

　瀬里奈がミルチの言葉を継ついだ。

「翔馬には理解できないかもしれないけど、この世界は魔法が私たちの世界で当たり前に使われている道具や機械の代わりをする世界なの。たとえば、私たちの世界では八ケタの計算をするときに電でん卓たくを使うよね。でも、この世界では『計算魔法カリキユレート』ってのを使うの。この魔法を掛かけられた人間は、一時的に暗算の能力が上がるのよ」

　瀬里奈は隣に座っているライナに話し掛けた。

「ライナ、あなた一級経理魔法士の資格持ってたわよね、ちょっと翔馬に『計算魔法』掛けてみて」

「翔馬様にですか？」

「そうよ、口で説明するより、実際に経験させたほうが、納なつ得とくできると思うの。暗算のできない人に計算魔法掛かけると、頭が痛くなって吐はいたりするけど、翔馬なら大丈夫だと思うから」

「瀬里奈様が、そうおっしゃるのでしたら、大丈夫だと思います。では、失礼して、計算魔法を掛けさせていただきます。私の指を見ていてください」

　ライナはそう言うと、翔馬の顔の前に右手の人差し指と中指をそろえて差し出し、すっすっ、と、空中に文字のようなものを描えがいた。

　額の奥が、ずん！　と重くなったような感覚に襲おそわれた翔馬が、思わず目をつぶるのを見て、瀬里奈がにっこり笑った。

「掛かったわ。じゃあ翔馬、私の出す計算問題に答えてみて。四桁けたの掛け算よ。四万七千三百二十三×八万九千八百三十二は？」

　瀬里奈の言葉を聞いていた翔馬の脳内に、ぽん！　と数字が浮うかんだ。

「え？　あれ？　なんだこれ？」

　驚く翔馬を見て、瀬里奈はうなずいた。

「頭の中に数字が浮かんだでしょ？　それを読み上げてみて」

「四二五一一一九七三六……つまり四十二億五千百十一万九千七百三十六ってことだと思う」

「どんぴしゃ、正解よ。どう？　これが計算魔法よ。ライナ、魔法を解いてあげて」

「かしこまりました。翔馬様、私の指を見てください」

　ライナはそう言うと、再び翔馬の顔の前に指を持って来て、空中に文字のようなものを描いた。

　それを見て、頭の中に充じゆう満まんしていた血が、すうっと下がっていくような気がした翔馬が、額を押さえるのを見て、瀬里奈が言った。

「この魔法は、無理やり暗算させているから、頭に血が集まるの。解くと、一気に血が下がるので、めまいを起こしたように感じるのよ」

「なんだかよくわかんないけど、魔法ってのは奥が深いんだな……」

「そうよ、この世界の魔法の力ってスゴイのよ。ワインを造るときも、酵こう母ぼを元気にさせる醸じよう造ぞう魔法ってのを使うし、毛長牛の毛を糸に紡つむぐ時も、紡ぼう績せき魔法ってのを使って、均一に毛糸を創つくり出すし、何から何まで全部魔法が支えているんだから」

　ライナが微笑ほほえんだ。

「さっき翔馬様にお掛けした計算魔法にも、色々な種類がありまして、機はた織おり機に掛ける糸の数とか羊の数とかを正確に数える計数魔法とか、平均値を出す魔法とか百分率を出す魔法とか、表計算魔法などもございます」

　ミルチがうなずいた。

「私たちも魔法を使ってるヨ！　ミスリルを溶とかして加工する時は、魔法の力で炎ほのおの温度を上げるんだ。普通の炎じゃ溶けないし曲がらないミスリルでも、魔法の炎を当てれば、柔らかくなって自由に曲げて加工できるんだヨ！」

「へえ……そうなんだ……魔法使って、金属加工しているところか。見てみたいな……」

　翔馬は感心したように、うなずいてみせながら、今朝、村役人の家についてからいままでにあったことを思い出していた。

　村役人の家の屋根の上にある、腕うで木ぎ式の信号機が、カタカタと音を立てて、信号を隣となり村むらに伝えてから一時間もしないうちに、村の上空に、巨きよ大だいな翼つばさを持った翼よく竜りゆうに乗った兵士が現れ、それに続いて、銀色の鎧よろいを身に着け走竜に乗った三十人ほどの兵士たちが、隊列を組んでやってきた。

　隊長は、瀬里奈の前に進み出ると片かた膝ひざをついて、一礼して言った。

「王立竜りゆう騎き士し団は、アンゼリカ女王様より、瀬里奈様と召しよう喚かんされた異国の勇者を、王宮までお連れするように、と仰おおせつかって参りました。近くの村まで、王宮の竜車を持って参りました。我々が王宮まで護衛いたします」

　──いきなり仰ぎよう々ぎようしい姿の兵士が現れたと思ったら、よくわからないうちに、俺はこの乗り物に乗せられ、首都に向かって旅をすることになっちまった。

　魔法にも驚いたが、迎むかえに来た兵士の態度にも驚いた。

　瀬里奈を、まるで王侯貴族のように丁てい重ちように扱い、言葉づかいもすごく丁てい寧ねいなものだった。瀬里奈が重要人物というのは、間ま違ちがいないようだ。

　翔馬がそんなことを考えていたそのとき。

「スムートのお城が見えて来たヨ！」

　ミルチが、そう言って乗り物の窓の外を指差した。

　指差した方角に目を移すと、開けた農地のあちこちに農家が点在する田園風景のその向こうに、遠く、街並みのようなものと、いくつもの白い尖せん塔とうを持つ城じよう壁へきのようなものが見えた。

「あれが、このアンゼリカ王国の首都、スルサムでございます。市街地の中央に見えるあの白い城が、かつて『見る楽曲』という通り名で呼ばれていた、スムート城でございます」

「見る楽曲……ってのは変わった表現だなあ」

「ええ、天に向かって伸のびる端たん正せいな五本の尖塔を持つあの城を見た旅の吟ぎん遊ゆう詩人が、その美しさを音楽にたとえて歌ったことから、そう呼ばれるようになったと伝えられております。

　白く磨みがき上げられた御み影かげ石いしで作られた塔とうと城壁は、高名な魔ま導どう師しが魅力チヤームの魔ま術じゆつを用いて作った結界に包まれ、百年の時を刻んでもなお、輝かがやきを失わなかったのですわ」

　ライナの説明を聞いた翔馬は、修学旅行で奈な良らの薬師寺に行ったとき、その東塔とうの美しさが『凍こおれる音楽』と呼ばれていたことを思い出した。

　──世界は変わっても、表現の仕方ってのは、共通点があるのかもしれないな。

　そんなことを考えながら、城を見ていた翔馬は、妙みようなことに気がついた。

　──あれ？　さっき、ライナは、五本の塔を持つ……と言っていたのに、塔は四本しか無い。どうしたんだろう？

　翔馬たちを乗せた竜車が、山道を下り、スルサムと呼ばれた首都に近づくに連れて、街並みが見えて来た。

　街中の道路は石いし畳だたみで舗ほ装そうされており、家々は木造とレンガを組み合わせて建てられた二階建ての建物で、屋根にはオレンジ色の瓦かわらが載のっている。

　そして、なぜ、塔が四本しかないのか、その理由がわかった。

　尖塔の一本が、塔の中ほどから、ぼっきりと折れているのだ。

　折れた断面に、石積みが凸でこ凹ぼこ状になっているのが見える。

「塔の一本が折れてるけど、何かあったの？」

　翔馬が、何の気なしに聞いた。その瞬しゆん間かん。

　竜車の中の空気が凍りついた。

　ライナが、その、凍りついた空気をかき混ぜるように、必死に顔の前で手を振ふりながら答えた。

「あ、そ、それはですね。ちょっとした……その……地じ震しんと言うか台風と言うか……天災のような事故が……そう、事故がございまして、壊こわれてしまったのです」

　ミルチは、困ったような顔で、瀬里奈の方にちらちらと視線を投げ。瀬里奈は不ふ機き嫌げんそうに黙だまりこくったままだ。

「あ……えーとですね。翔馬様はこれからあのスムート城の中にある王宮で、アンゼリカ女王様とご面会するわけですが、このアンゼリカ王国について、簡単にご説明致いたします」

　ライナが、話題を変えるように必死に説明を始めた。

「アンゼリカ王国は、アニス・アンゼリカ女王の治める国家であります。王国の領土の三割を王家であるアンゼリカ家が所有し、残りの七割を二十四名の『公』と呼ばれる地方領主が治めており、この二十四名のうち七名は『選せん帝てい公』と呼ばれ、アンゼリカ王家と血けつ縁えんのある領主となっております。

　選帝公は、王家に次ぐ広大な領地を持ち、収税権と三千人規模の騎士団と軍隊を持つことが許されておりまして……」

　ライナが一いつ生しよう懸けん命めい説明する言葉と共に、竜車は城壁の門を通り抜ぬけて、城内に入って行った。




　王宮に着いた翔馬は、そのまま王宮内の一室に通され、そこで、しばらく休息するように告げられた。

「何だよ、ずいぶん待たせるなあ……」

　ソファに座り込んだ翔馬が、小声でぼやくようにつぶやくと、瀬里奈が不機嫌そうに答えた。

「いきなり女王様の前に連れて行くわけないじゃない。まずは、尋じん問もんを受けることになるわね」

「尋問だって？」

「そうよ、だって、翔馬はこの世界の人から見れば、正体不明なのよ？　どこの馬の骨ともわからない不ふ審しん人物なんだから、尋問するのは当然じゃない。

　女王様に面会する前に、近衛このえ騎士団長のジーラが、根ね掘ほり葉は掘ほり聞くと思うわ。ジーラは、女王様の身の回りを守る役目だから、疑問に思ったことをとことん聞かないと気がすまないの。

　ウソついたり、言い訳じみたこと言わない方がいいわよ。堂々と胸を張って、ハッタリかませるくらいの気持ちで答えた方がいいかもね……」

　瀬里奈はそこで言葉を切ると、翔馬を正面から見み据すえて言葉を継ついだ。

「いい？　翔馬は、召喚主である私が、身元引受人になって責任持ちます！　って宣言しないと、街を歩くことだってできないんだからね。それを忘れないこと！」

「わかったよ……」

「わかったよ、じゃないの！　王宮では『わかりました瀬里奈様』と言わなきゃダメ。そういうしきたりなんだから！」

　どこか拗すねたような、駄だ々だっ子のような言い方をする瀬里奈の顔をじっと見た後で、翔馬は、ぽつりと答えた。

「……ごめん、それ無理」

「なによそれ！」

「いや、なんというか、俺がいま置かれている状じよう況きようは理解できたつもりだし、この世界のこの国では、お前が重要人物だってこともわかっているけど、マジな顔して、そんな風にお前を呼ぶのは無理だわ。絶対笑っちまう」

　翔馬が笑いながら言い返すと、瀬里奈は、ほっとしたような表情になった後で、甘えるように言った。

「ん、もう！　いいじゃん！　呼んでよ！　『瀬里奈様』って！」

　瀬里奈と翔馬の会話を聞いていたライナが、翔馬に向かって頭を下げた。

「私からもお願いいたします。ぜひとも翔馬様からも、『瀬里奈様』と、呼んであげて下さいませ」

「私からも頼たのむヨ！　瀬里奈が機き嫌げん悪くすると、お城が大変なことになるんだから！」

「え？　お城が大変なことって……」

　翔馬が聞こうとしたそのとき、控ひかえ室のドアがノックされた。

　ライナがドアを開けると、そこに、紺こん色いろのロングドレスのような服を着た、若い女の人が立っていた。

　女の人は、屈くつ伸しん運動をするようにちょこん、と膝ひざを曲げて会え釈しやくすると、よく通る声で告げた。

「失礼致します。近衛騎士団副長のジーラ・キュマン殿どのが、異世界からの客人であるヤマブキ・ショーマ殿どのをお呼びです」

「あ、はい……山やま吹ぶき翔馬は俺です」

「かしこまりました、では、ご案内致します。どうぞこちらへ」

　女の人は、そう言うと、先導するように歩き始めた。




　翔馬が通されたのは、控え室からさらに奥に入った、三階の一室だった。

「ライナとミルチからおおよその事は聞いた。よくぞ瀬里奈様の召喚に応じ、瀬里奈様を救ってくれた。心より礼を言わせてもらう」

　翔馬の前に立つ、気の強そうな女戦士は、そう言って頭を下げた。

「あ、いえ、困ってる人を見れば、助けるのは、当然ですから……」

「ライナから聞いたが、瀬里奈様たちは野生の走竜に囲まれていたそうではないか。その状況を『困っている人』の一言で片付けるというのか？　一歩間ま違ちがえれば、お主も走竜の餌え食じきになっていたかもしれんのだぞ？　並の人間ならば逃にげこそすれ、助けようとは思わんだろう。それとも、お主は並の人間ではないのかな？」

　女戦士の目が、すっと細くなった。

　その猜さい疑ぎ心しんに満ちた目を見たとき、翔馬は、この部屋で尋問を受ける前に聞いた瀬里奈のアドバイスを思い出した。

　──ウソや言い訳無しで、逆にハッタリをかますくらいで行け……とか言っていたよな。

　目の前に立つジーラの年ねん齢れいは、二十代の半ばだろうか。天然パーマの赤毛を、金属製のヘアバンドでまとめて銀色のブレストプレートと呼ばれる簡単な鎧よろいを身に着けている。

　ジーラは翔馬の挙動に常に油断なく目を配り、腰こしに両手を置いている。

　──いや、違ちがう。左手は腰に置いているように見せて剣けんの鞘さやを押さえている。もし何かあれば剣の鞘を水平にして、右手で剣を抜き、そのまま斬きり払はらえるようにしているんだ。

　この人から見れば、俺なんか、完全なド素人しろうとだ。

　──ここは一つ、瀬里奈の言うとおり、ハッタリをかましてみるか。おそらく俺の世界のことは、ほとんど知らないだろう。

　翔馬は、すうっと息を吸うと、下腹に力を込めてジーラを見返し、胸を張って言い返した。

「いかにも、俺は並の人間ではない。北條高等学校において、戦士となるべく修練を積んでいる人間だ！」

　ジーラの目が、すうっと細くなった。

「ほう……戦士となるための修練を積んでいるとな？　瀬里奈様から聞いた話では、お主たちの世界は平和で、誰だれも武器などを持って歩かぬという話だったが……その世界で戦士になるとはどういうことかな？」

　翔馬は焦あせった。

　──うわ、この人、俺たちの世界のことを瀬里奈から聞いているんだ。くそ、ヘンなハッタリかますんじゃなかった……なんとかして言い逃のがれないと……。

　そんなことを考えながら、翔馬は、自信ありげにうなずいてみせた。

「確かに、俺たちの世界は平和で人と人が武器を振り回し争うことなどめったにない。しかし天変地異はそうではない。俺は、いつ、何時襲おそってくるかわからぬ災さい厄やくと戦う戦士なんだ！　俺が持っていたのは、そのために必要なものだ！」

「天変地異だと？」

　怪け訝げんな顔になったジーラを見て、翔馬は畳たたみ掛かけた。

「そうだ。昨夜、瀬里奈たちを襲ったのは、人ではない、走竜だ。いわば天然災厄と呼んでもいいだろう。そういう危機と戦い、危機から人々を救う戦士になるために、俺は修練を積んでいるのだ。人と戦うだけが戦士ではない！」

　ジーラは興味深そうにうなずいた。

「ふむ、人と戦わぬ戦士……危機から人を救う戦士か……面おも白しろい考えだ。なるほど、瀬里奈様が召しよう喚かんした理由がわかった。いいだろう、女王様の前にご案内しよう。ついて来るがいい」

　そう言うと、ジーラはくるりと背を向けて歩き始めた。

　部屋の奥の扉とびらから出ると、そこからは、毛足の短いカーペットのような敷しき物ものが敷しかれた長い廊ろう下かが続いていた。

　後ろについて歩き始めた翔馬は、前を歩くジーラの背が、それほど高くないことに気がついた。

　──態度が大きいから、身長も大きいと思い込んでいたんだな。

　などと、ジーラが聞いたら気を悪くするようなことを考えていると、ジーラが話しかけて来た。

「何度も繰くり返すようだが、よくぞ瀬里奈様を助けてくれた。もしあそこで瀬里奈様が命を落とされていれば、大変なことになるところだった。

　本来ならば、瀬里奈様たちのような若い女だけで、卵狩がりなどに行かせるはずがないのだ。必ず護衛か、狩かりのガイドをつけていただろう。

　我々の間に、瀬里奈様ほどの破は壊かい魔ま法ほうの使い手ならば、護衛が無くても平気だろう、という気の緩ゆるみがあったのは否いなめない。

　まして、近衛騎士団は国境侵しん犯ぱんに対処するためにエンダール公領へ派は遣けんされており、人手が割さけなかった……そこを狙ねらわれたのだ」

「傭よう兵へいの雇やとい主はわかりましたか？」

「まだだ。だが、口を割らせるのは簡単だし、黙だまっていても無む駄だだということは、この国の人間なら誰でも知っている。時間の問題だろう。やつらを殺さずにいてくれたことを感謝する」

「いえ、俺は何もしていません。あいつらを吹ふき飛ばしたのは瀬里奈の魔法です」

「そうだ、だが、殺さぬように指示したのはお主だ。違うか？」

「ええ、確かにそうですが……」

　ジーラは、にやっと笑った。

「あの、最強の破壊魔法使いに、命令して言うことを聞かせる男がいるとはな。もしかしたら、お主はこの世界で最強の男かもしれんぞ？」

　翔馬は、ぽかん、と口を開けた。

「それって……どういう意味ですか？」

「どういう意味も何も……」

　ジーラは、戸と惑まどったように答えた後で、何かに気が付いたようにうなずいた。

「……そうか、お主の世界では、瀬里奈様は何の力も持たぬ小こ娘むすめであったそうだな。ぴんと来ないのも無理は無い……この世界の瀬里奈様は、誰も使うことの出来ぬ破壊のための魔法を自在に操あやつることの出来る恐おそろしいお方だ」

　ジーラはそこで言葉を切ると、回かい廊ろうの窓から見える、折れた塔とうを指差した。

「あの塔を、魔法で吹き飛ばしたのは、瀬里奈様なのだ……」

　翔馬は、ジーラの指差す先にある塔を見た。

　それは竜車から見た塔だった。直径十五メートルほどもある、石造りの塔で、吹っ飛ばすとしたら、爆ばく撃げきか大たい砲ほうでなければ不可能だろう。

　絶句する翔馬を見て、ジーラが言った。

「詳くわしいことは、謁えつ見けんの間でお待ちになっているアニス女王様から聞くがよい。瀬里奈様が自分の魔ま力りよくをコントロールできるようになったのは、女王様のおかげだ。女王様は、この国で最も魔法に通じている最高賢けん者じや様でもあるのだ。謁見の間はこの廊下の突つき当たりにある」

　ジーラはそう言って、廊下の先にある扉を指差した。

　扉の前には、槍やりを持った二人の衛兵が立っていた。

　ジーラが扉の前に来ると、二人の衛兵は槍を身体からだの正面に立てて一礼した。

「ご苦労」

　ジーラが短く一言答えて会釈すると、右側の衛兵が後ろ手で小さく扉を叩たたいた。

　それが合図だったのだろう、内側から扉が開かれ、さっき、翔馬を迎むかえに来た紺色のロングドレスのような服を着た二人の女性が並んでジーラと翔馬を出で迎むかえた。

「瀬里奈様が召喚した客人をお連れした」

「お待ちしておりました、どうぞ、中へ」

　ジーラの言葉を聞いた二人の女性は、そう答えると、両手を胸に当てて一礼した。

　床には細かい紋もん様ようを刺し繡しゆうしたフェルトのような材質の毛織物が敷き詰つめられており、歩みを進めた翔馬の足を包み込むような柔やわらかさがある。

　部屋の中には、細かな細工を施ほどこした艶つやのある濃こい茶色の木材で作られたテーブルや椅い子すなどの調度品が並んでおり、その中央にある一回り大きな椅子に、三十歳くらいの落ち着いた雰ふん囲い気きを持つ女の人が座っていた。

　どこか北ほく欧おうの民族衣い装しようを思わせる小さなレースの飾かざりの付いた、ゆったりとした薄うす桃もも色いろのドレス風の服を着る、ぽっちゃりとした、その女の人は、部屋の中に入ってきたジーラと翔馬を見て、にっこりと笑った。

「お待ちしておりました、召喚されし者、翔馬殿。私が、このアンゼリカ王国を治める王、アニス・アルリ・アンゼリカです。さあ、どうぞこちらへ」

　──どうすりゃいいんだ？

　ジーラをちらっと見ると、ジーラは、心配するな、言うとおりにしろ、という目で応えた。

　──まあいいや、俺はこの世界の人間じゃないんだ。作法なんか知らないのが当然なんだから、よほど失礼なことをしでかさなけりゃ、無礼打ちで斬り捨てられるようなことは無いだろう。

　翔馬は腹をくくると、つかつか、とアニス女王の前に進んで、深々と一礼した。

「瀬里奈に喚よばれて、この世界に参りました。山吹翔馬と申します」

「あなたは本当に必要な時に、必要なことができる方ですね。瀬里奈の命を救っていただいて、本当にありがとうございました。王国の国民を……いえ、この大陸に生きるすべての人々と生物に成り代わり、心より感謝致いたします……」
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　女王はそう言って、頭を下げた。

「あ、いえ、そんな、それはいくらなんでも大げさです。俺は、そんなすごいことをしたわけじゃありません……」

　翔馬があわてて顔の前で手を振ふると、女王は、再びにっこり笑った。

「いえ、あなたは、この国と大陸を救ったのですよ。詳しくお話ししましょう、こちらへどうぞ……」

　女王はそう言うと椅子から立ち上がり、謁見の間の奥にあるテーブルと椅子が置かれた談話室のような小部屋に翔馬を誘いざなった。

　小部屋には、さっき謁見の間の入り口で翔馬たちを出迎えた紺こん色いろの服を着た二人の女性が立っており、女王と翔馬が部屋に入ってくるのを見ると、素す早ばやく椅子を引いて、一礼した。

「どうぞそちらにお座り下さい。香こう茶ちやでよろしいですか？」

「え？　あ、いや、すみません、良くわかりませんので、お任せします……」

「かしこまりました。では、瀬里奈が好んで飲んでいる銘めい柄がらにしましょう。エンデリュリルをお願い」

　どうやら侍じ女じよらしい紺色の服の二人の女性は、無言で一礼すると、手て際ぎわよくお茶の用意を始めた。

　テーブルの向こうに座った女王は、顔の前で両手の白い細い指を開いて合わせると、目をつぶった。

「そうね……最初は何をお話しすればいいのかしら……あなたが今、一番知りたいことは何かしらね……」

　二呼吸ほどの沈ちん黙もくの後で、女王は目を開き、その深緑色の瞳ひとみで、頭を上げた翔馬の顔をじっと見つめた。

　心の奥底を見み透すかすような目だった。

　──俺はオカルトをあまり信じない方だけど、この女王様は、人の心が読める、とか言われたら信じてしまうかもしれない……。

　翔馬がそんなことを考えたとき、女王はふっと笑って答えた。

「心は読みませんわ、意識の表面に浮うかんだ思考を判別するだけです……」

「え？」

　驚おどろく翔馬の顔を見て、女王は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「……と、言ったら信じますか？」

「え？　あ、えーと……信じます。と言うか信じるしかないと思います。魔法とか竜りゆうとか、なんと言うか、俺の世界では想像の産物でしかないものをこれだけ見せられれば、否定する方が無理です」

「そうですね、あなたの世界……瀬里奈が十四歳まで生きていた世界には、魔法が存在しませんでした……それが、あの子……瀬里奈にとって最大の不幸だったのだと思います。

　もし、瀬里奈がこの世界に生まれていれば、早くから魔法の才能が認められ、正しい使い方を教わり、歴史に名が残る大魔ま導どう師しになったでしょう。しかし、魔法の存在しないあなたの世界では、その魔力は開花することなく、ただひたすらに抑よく圧あつされ、歪ゆがみ、一種の精神的自傷行こう為いとなって、瀬里奈を傷つけることになりました。

　私はみんなとは違ちがう、私には何かが出来るはずだ。でも、それが何なのかわからない。出来るはずのことができない。やれると思っているのに、信じているのに、それがやれない……そういった挫ざ折せつと鬱うつ屈くつが、自己否定、自己嫌けん悪おとなって、彼女自身を傷つけたのです……」

　翔馬は、女王の言葉を聞きながら、行方ゆくえ不明になる直前の瀬里奈のことを思い出していた。

　──そうか、瀬里奈が魔ま術じゆつとかオカルトに惹ひかれて行ったのには、理由があったんだ。

　瀬里奈は魔法を求めようとした……でも、俺たちの世界では、魔法は存在しない。魔法には、うさんくさいもの、古ふる臭くさいもの、変なもの、というイメージがついて回る。

　そして、そのイメージは瀬里奈と重なり、瀬里奈は友人たちから敬遠された。

　敬遠され、孤こ立りつした瀬里奈は、さらに魔法を求めた……そこにしか自分の拠より所どころが無かった……ということか。

　女王は翔馬の目を見て、小さくうなずいた。

「瀬里奈は苦しみました。自分が生きている世界から受け入れてもらえない、という苦しみです。そしてその苦しみは、自分が生きている世界に対する嫌悪と攻こう撃げきへと変わって行ったのです。

　瀬里奈は力を欲ほつしました。最初は、自分を受け入れてくれない仲間や両親を見返してやろう、という程度の力でしたが、疎そ外がい感と、孤立が深まるに連れて、力を欲する欲よつ求きゆうは膨ふくれ上がって行ったのです。そしてついに、瀬里奈は自分を受け入れてくれない世界を滅ほろぼす力を欲するようになりました。

　発動させることのできない魔法の能力は、瀬里奈の中でどんどん強くなって行きました。

　これが、もし、瀬里奈が何の能力も無い、普ふ通つうの女の子だったならば、問題は無かったでしょう。変な子と言われて終わったでしょう。でも、瀬里奈には能力がありました。強い、それもとてつもなく強い魔法の力です。

　そしてついに、瀬里奈の能力は世界の境界を越こえるに至りました……自分の能力が使える世界、自分を認めてくれる世界への欲求の爆ばく発はつが、あの子をこの世界へと飛ばしたのです……」

「そうだったんですか……」

　アニス女王は、目を閉じて、悲しそうに言葉を続けた。

「この世界に来た時の瀬里奈の姿を、私は今でもときどき夢に見ます。

　……それは、まるで捨てられ、雨に打たれた子こ猫ねこのような姿でした。見知らぬものへの恐きよう怖ふと、それから来る刺とげ々とげしい攻撃的な目を持つ、一人の少女……。

　中庭に出現した瀬里奈を保護しようと近づいた衛兵に向かって、投げつけられた火球は、狙ねらいを逸それて城の塔に当たり、それを破壊しました。

　私たちは恐怖しました。あんな恐ろしい魔ま法ほうを操る人間がこの世界に存在することが信じられませんでした。

　でも、私は、そのとき見たのです。

　自分の手から放たれた火球を見た瀬里奈の恐怖と戸惑いを……それを見たとき、私はこの少女は、自分がどれほどの力を持っているのか、それを知らない……それを今、初めて知ったのだということに気がついたのです」

「あの塔を折ったのが瀬里奈だと聞いて、驚きました。俺の知っている瀬里奈は、十四歳の子供の瀬里奈でしたから……それにしても、魔法の才能はあったにしろ、どうして塔とうをぶっ壊こわすほどの強力な魔法が使えたのでしょうか？」

　女王は、眉まゆをひそめた。

「あなたの世界……つまり、瀬里奈が育った世界では、魔法は存在しません。魔法が存在しているのは、主に物語の中です。そしてその物語の中では、魔法は破は壊かいや攻撃のための道具として登場します。

　日常生活や産業のために魔法が使われている世界を知らず、魔法で戦う物語しか見てこなかった瀬里奈は、極きわめて偏かたよった方向に向かって、その能力を発達させたのです」

「この世界では、魔法を使って戦うことは無いのですか？」

「いえ、あります。敵に火球をぶつけたり、冷気で進しん撃げきの足を止めたりすることはあります。しかし、そういった攻撃のために使われる魔法の力はごく弱いもので、城じよう壁へきを破壊するような、とんでもない魔法は存在しません。

　瀬里奈の能力はケタ外れです。もし、彼女が、そのもてる能力のすべてを発揮したら、おそらくこの大陸の地形が変わるでしょう……彼女は、それほどの力を秘ひめています」

「人間兵器みたいですね」

　翔馬は、冗じよう談だんのつもりで、そう答えて笑った。しかし、アニス女王は笑わなかった。

「そうです……彼女は間ま違ちがいなく、世界最強の魔法使いでしょう。彼女ほど強力な、そして多た彩さいな攻撃魔法を使いこなせる魔法使いは存在しません。

　彼女につけられた『破壊天使』という称しよう号ごうとその名前は、常に畏い怖ふと敬意を持って呼ばれております」

　──泣き虫の子供に向かって、母親が『泣いてばかりいると瀬里奈が来るよ』みたいな言われ方をしているのかもしれないな。

　女王の言葉を聞いた翔馬は、思わず、そんなことを考えた。

「その後、瀬里奈は自分の力を制せい御ぎよすることを覚えました。もともと才能があった子ですから、さほど苦労はしませんでした。問題は、瀬里奈は、感情と魔ま力りよくを同調させて発動させる方法しか知らなかった、ということです。

　私たちは魔法を使い始める子供の頃ころから導師によって、感情によって魔力を発動させることを封ふう印いんされ、それを禁きん忌きとして厳しく戒いましめられ、抑よく制せいされて育ちますが、瀬里奈には導師がいなかったのです。

　怒いかりや憎ぞう悪おや嫌悪によって発動する魔力は、強力ですが制御できないのです」

「それは、つまり、瀬里奈を怒おこらせたり泣かせたりすると、とんでもないことになる、という意味ですか？」

　女王はうなずいた。

「はい、彼女の魔力は、感情と直結している部分があります。感情を揺ゆさぶるような行為をすると、彼女の意思とは関係なく、破壊魔法が発動する可能性があります」

　翔馬は、村で出会った村役人や、護衛の兵士たちが、瀬里奈の機き嫌げんを損そこねないように振ふる舞まっていたのを思い出した。

「瀬里奈は、重要人物であるのと同時に、危険人物でもある……ってことか……」

　翔馬のつぶやきを聞いた女王は、微笑んだ。

「その解かい釈しやくは、半分事実であり、半分間違っています。

　確かに瀬里奈は恐おそれられています。とてつもない力を持っているわけですから……でも、それと同時に、彼女は愛されてもいるのです。城を破壊したのは、自分の力をコントロールできなかっただけのことで、悪意があったわけではありません。あれは事故だったのです。この国の民たみは、それを理解し彼女を受け入れています。

　召しよう喚かん魔法というのは、最も必要な時、必要な場所に、必要な人間を喚よぶ魔法です。

　瀬里奈が、自分を必要としているこの世界に自分を飛ばしたように、あの子は自分に最も必要な人間を喚び寄せたのです」

「ええ、まあ、俺は便利屋みたいなものですから……」

　翔馬がそう言って笑ってみせると、アニス女王は、真しん剣けんな目で翔馬の顔を見つめた。

「あなたは本当にそう思っているのですか？　自分が、単に便利に使える人間だから、喚び出されたのだと……」

　その、真っ直すぐ見つめる女王の深緑色の瞳に見み据すえられた翔馬は、何も言えなくなってしまった。

　女王は、しばらく黙だまったままじっと翔馬の目に視線を合わせていたが、やがて、ふっと微笑んだ。

「……わかりました……安心しました。あなたの中には、ちゃんと瀬里奈の居場所がありますね。あなたは過去の出来事が原因で自分を縛しばっています。だから、それが自分で見えていないだけなのです……」

　──瀬里奈の居場所？　どういう意味だろう……それよりも、今、この人は、過去の出来事が原因で……って言ったよな。なぜそれがわかるんだ？　もしかして、本当に、心を読むのか？

　アニス女王は、微笑んだままうなずいた。

「ええ、ですから、申し上げましたでしょう？　心を読むのではありません。意識の表面に浮かんでくる思考がわかるだけです……と」

「……それができるだけでも……すごいことだと思います」

「ええ、読心魔法が使えるのは、私たちアンゼリカ家一族だけです。アンゼリカ家の人間が王家としてこの国を治めることになったのは、この能力のためなのです。

　私の前で、噓うそをつき通すのは至難の業わざです。私の耳には、良いことも悪いことも包み隠かくさぬ、正直で誠実な言葉だけが常に入ってきます。国家を運営する時に、最も重要なのは正確な情報ですから」

　──なるほど、確かに言われてみればそのとおりだ。

　国家の指導者が、側近から聞こえの良い甘言ばかりを聞かされて、舵かじ取とりを誤り、滅めつ亡ぼうして行った国は数知れない。

　少なくとも、この国ではそういうことは起こらないってことだな。

　翔馬の考えていることが伝わったのだろう、アニス女王は、小さくため息をついてうなずいた。

「嫌いやなこと、聞きたくないことでも聞こえてしまうというのは、これはこれで辛つらいこともあるのですけど、それが王の務めだと思うことにしています……さて、私からのお話はこれくらいです。次はあなたの疑問にお答えしましょう。何かご質問はありますか？」

「質問ですか？　ええ、聞きたいことは山ほどありますけど、一番聞きたいことは……」

　翔馬がそこまで口に出したとき、アニス女王はにっこり笑ってうなずいた。

「元の世界に、いつ戻もどれるか……ということですね？」

「え？　あ、はい……」

　──思ったことを先回りしてズバリと言われると、どうにも落ち着かないな……。

　アニス女王は、くすくすと笑った。

「若い人……特に男の人は、自分を大きく強く有能に見せようと思う人が多くて、色々理由をつけて私の前に立つのを嫌がる方が多いのですが、翔馬殿どのは、素す直なおで正直な方ですね……」

「素直で正直と言うより、怖こわがったり嫌がったりするだけの余よ裕ゆうが無いだけなんだと思います。自分の心を読まれてしまう相手と、どう応対していいかわかりませんし、どうすることも出来ないなら、自然体でいるしかない、という感じでしょうか……」

「そこで、自然に振る舞える、というところが、あなたの強さなのです。普ふ段だんから、何があっても、うろたえない、慌あわてない、という心構えが出来ているのでしょうね」

　アニス女王はそう言って小さくうなずいた後で、少し真剣な表情になって、言葉を続けた。

「さて、どうすれば元の世界へ戻れるか……ですが、あなたが、この世界に召しよう喚かんされた理由が無くなれば、あなたは元の世界に戻ります。

　つまり、あなたを召喚した瀬里奈が、あなたを必要としなくなったとき。もしくは、何らかの理由で、瀬里奈が魔力を維い持じできなくなったとき……たとえば意識不明の状態や死亡した場合などには、あなたをこの世界に引き留めておく力が消しよう滅めつし、あなたは元の世界へと戻されることになります」

「瀬里奈が俺を必要としなくなったとき、というのは、どんなときなんでしょう？」

　アニス女王は、ふっと微笑ほほえんだ。

「さあ、それはわかりません。瀬里奈に聞いてみればいかがですか？」

　翔馬の脳内に浮うかんだ瀬里奈は、あっかんべーをして、こう言った。

『あんたなんか最初から必要としてないわよ！　自意識過か剰じようじゃないの？　キモイわね！』

　──うん、間違いない。あいつならこう言う。

　その翔馬の顔を優やさしい目で見つめてアニス女王が聞いた。

「その、翔馬殿が思い浮かべている瀬里奈の言葉は本音だと思いますか？」

「さあ……よくわかりません。でも、本当に嫌っているんじゃなくて、なんというか、それは俺に対する一種の甘えみたいなものなんじゃないかと思います……本当に嫌きらってたら、もっと言葉とか態度とかが冷たくなるんじゃないかと……」

　アニス女王は、ほっとしたように微笑んだ。

「あなたの答えを聞いて安心しました。人の心は言葉だけではわかりません。言葉だけがその人の本音だと思っているような、単純で薄うすい考え方しかできない人間では、瀬里奈のような色々な思いと、数すう奇きな運命を背負い込んだ女の子を扱あつかいきれないでしょう……瀬里奈をよろしくお願いします。

　念のために申し添そえておきますが、私は、瀬里奈の望みを何でも聞いてやれ、と言っているわけではありません。

　あの子が望んでいるのは、普ふ通つうの扱いなのです。普通ではない境きよう遇ぐうと普通ではない力を手に入れてしまった女の子にとって、普通の女の子として扱われることの方が、嬉うれしいことなのです」

「はい……俺に何ができるかわかりませんけど。できる限りのことはするつもりです……それと、もう一つお聞きしたいことがあります。瀬里奈は、元の……俺の世界に戻れるのでしょうか？　戻るために必要な条件があるのでしょうか？」

　アニス女王は少し真剣な表情になった。

「それは……明確な答えがありません。そもそも召喚者無しで、自力で世界の障しよう壁へきを越こえてこの世界に転移して来た人間は初めてです。

　世界の障壁を飛び越えさせる力は、召喚魔法の素質を持つ、ほんの一ひと握にぎりの魔法使いと異なる世界の間を行き来する『時空の旅人』と呼ばれる人々だけが持つもので、極きわめて特とく殊しゆなものなのです。

『時空の旅人』に会うことが出来れば、元の世界に戻れる条件が判明するかもしれませんが、今の私の知識では、正直言ってお答え出来ません」

「その『時空の旅人』って、どこに行けば会えるんですか？」

　アニス女王は悲しそうに首を振ふった。

「時空の旅人は、その名のとおり、いくつもの異なる世界を渡わたり歩いている人々です。いつこの世界に来るのか、それはわかりません。しかし、彼らがこの世界に来たときは、魔力に干かん渉しようが出ますので、すぐにわかります。もし、やってきたら、直ちにご連れん絡らくいたします」

「わかりました……」

　──つまり、俺はいざとなれば元の……平成の日本に帰ることが出来る。その方法はわかっている。しかし、瀬里奈は帰れるかどうかわからないってことか。

　でも、どうなんだろう？　瀬里奈は元の世界に帰りたがっているんだろうか？　俺の世界では、瀬里奈はただの、オカルトマニアの痛い子に過ぎない。

　だけど、この世界なら、大魔ま法ほう使つかいとして、畏い怖ふされ、敬意を抱いだかれ、ＶＩＰ待たい遇ぐうで何不自由ない生活を送ることが出来る……そう考えると、案外、帰りたがっていないかもしれない……。

　その、翔馬の思考を読み取ったのだろう。アニス女王は、目を閉じて、小さく首を振って答えた。

「瀬里奈の心は揺れています。元の世界に戻りたいと、泣く日もありましたし、ここの生活を心から楽しんで笑う日もありました……」

　女王はそこで言葉を切ると、目を開き、翔馬の顔を見て、悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

「でも、瀬里奈が帰りたがっていた一番の理由が、こうやってこの世界にやってきてしまいましたから、もしかすると、この世界に留とどまりたがるかもしれませんね」

「え？　それって……」

　──どういう意味ですか？　と聞く前に、女王は、にっこり笑って、きっぱりと答えた。

「それは秘密です。私はこれ以上言うべきではありませんね。その答えは、あなたが自分で見つけるべきです。

　山吹翔馬殿どのを、アンゼリカ王国の国こく賓ひんとして歓かん迎げいいたします。

　瀬里奈と同様に、この国で、自由にお暮らし下さい。あなたの生活のすべてを我が王家が負担します。あなたの身分は王家と等しく、兵へい役えき、納税、使役などの一いつ切さいの義務はございません。公こう序じよ良りよう俗ぞくに反しない限り、我が王国のどこに行くのも自由ですし、何をするのも自由です」

「なんだか夢のような待遇ですね……」

「はい、その代わりと言ってはなんですが、瀬里奈のことを、よろしくお願いいたします。彼女は、この国の希望なのですから」

「はい、わかりました」

　翔馬はそう言って頭を下げた。

　女王が、部屋の片かた隅すみで控ひかえている、二人の侍じ女じよに向かって小さく手を上げて合図すると、そのうちの一人が進み出た。

「では、お部屋にご案内しますので、こちらにどうぞ」

「はい、よろしくお願いします」

　翔馬はそう言うと、立ち上がり、アニス女王に向かって一礼した。

「では、失礼します。女王様から戴いただいたアドバイスを参考にして、瀬里奈と話をしてみたいと思います」

「よろしくお願いいたします。瀬里奈は以前に比べるとずいぶん落ち着いてきましたが、それでもやはり、いやなことを言われると我を忘れて怒いかり狂くるうことがありますので、くれぐれもご注意下さい」

「わかりました……もし、よろしければ、瀬里奈が我を忘れて怒り狂いそうな言葉……禁句がわかっているなら、ご教示願えませんでしょうか？　間ま違ちがって地じ雷らいを踏ふみたくないので……」

　アニス女王は、うんうん、とうなずいた。

「確かに、禁句を知っておいた方がいいでしょう。瀬里奈に言ってはいけない単語は『貧乳』『つるぺたずん胴どう』『幼児体型』『実物大キューピー人形』……このあたりですね。私にはよく意味がわからない言葉ですが」

　アニス女王の言葉を聞いて、翔馬はあせった。

　──やべえ、下手へたしたら、そのまま使っちまいそうな言葉ばかりだ……というか、昔、言った覚えがある。

　もしかしたら、そのときのことを、根に持ってる可能性があるな……。




　翔馬が用意された部屋に向かっていた頃ころ、女王の間では、アニス女王が、ジーラと二人でカップに注がれた香こう茶ちやを飲みながら、複雑な表情を浮かべていた。

「女王様、いかがなされましたか？　お顔の色が優すぐれぬようですが……もしや、あのヤマブキ・ショーマという男について、懸け念ねんすることでも？」

　アニス女王は、小さく首を振った。

「いえ、彼については懸念はありません。あの少年は、理り詰づめで物事を考え、言葉の外にあるものを推察する能力に長たけています。

　推察する能力が高ければ、瀬里奈を理詰めで追い詰つめたらどうなるか、ということも推察できるはずです。それほど愚おろかとは思えません。私が懸念しているのは、ユーロディエル帝てい国こくの動きです」

　ジーラは眉まゆをひそめた。

「国境線となっているモーントーン川で警けい戒かいにあたっておりましたが、向こう岸の帝国領となった森は、ことごとく伐ばつ採さいされ、裸はだかの大地が広がっておりました。

　あれだけ広大な森林を、帝国はすべて『機関』の製造とそれを維持する燃料のために使い切ってしまったのだと思われます」

　アニス女王は、眉をひそめた。

「魔ま法ほうの能力が無い者にも、自在に使える力を生み出す『機関』は確かに素す晴ばらしいものかもしれません。『機関』を手に入れた帝国が急激に拡大したのも事実です……しかし、その『機関』を動かすには、膨ぼう大だいな燃料が必要になります。

　拡大した帝国は、燃料不足に悩なやんでいます。我がアンゼリカ王国の南東部に広がる大いなる森が欲しくてたまらないのでしょう……」

「燃料として木を切り倒たおして薪しん炭たんにするとしても、そのために消えた森が元に戻もどるには、二百年の歳月が必要です。帝国の新皇こう帝ていは、二百年先のことを考えているのでしょうか？」

　ジーラの言葉を聞いたアニス女王は小さくため息をついたあとで、ぽつりとつぶやいた。

「もしかすると『機関』を発明し、帝国に革命を起こした新皇帝は、外の世界からの召しよう喚かん者だという噂うわさは、本当のことなのかもしれませんね……」




　女王との面会を終えて、長い回かい廊ろうを歩きながら、翔馬は考えていた。

　──城に近づくに連れて、瀬里奈の表情が曇くもっていた理由が、女王との話でなんとなくわかってきた。

　瀬里奈は、重要人物として丁てい重ちように扱われている。だけどそれは、いわば危険人物として扱われているってことだ。

　きっと瀬里奈を、普通の女の子として扱ってくれているのは、ミルチとライナだけなんだ。

　あの二人だけが、瀬里奈を恐おそれていない。

　普通に接しろと、女王が言っていた意味が、よくわかる。

「こちらが翔馬様のお部屋になります」

　前を歩いていた侍じ女じよが指差したのは王宮の三階にある東南の角に近い部屋のドアだった。

　装そう飾しよくの施ほどこされた白いドアを開けると、そこは二畳じようほどの小さな控え室になっていた。その部屋から、奥にある内側のドアを開けると、そこは広いリビングルームになっており、部屋の中央には大きなテーブルと八脚きやくほどの椅い子す。壁へき面めんにはライティングデスクと柔やわらかそうなクッションが置かれたソファが並んでいる。

「この奥に寝しん室しつが二つ、浴室とトイレは、反対側にございます」

「台所は無いの？」

「お食事は、大広間の方でご用意させて戴きますので、部屋にはございません」

「……なんだかホテルみたいだな」

　翔馬のつぶやきを聞いたのだろう、侍女はにっこり笑った。

「ショーマ殿は、この国の国賓である瀬里奈様の召喚された方ですので、当然、この国のお客様でございます。何か必要なことがございましたら、その紐ひもを引いて、いつでも私たちをお呼びください」

　侍女はそう言って、リビングの壁かべ際ぎわに下がっている三本の色いろ違ちがいの紐を指差した。

「紐の色が違いますけど……これはどういう意味なんですか？」

「赤い紐は、厨ちゆう房ぼうと私どもの控え室に繫つながっております。お茶をお飲みになりたいときや、口くち寂さびしい時などにお引き下さい。白い紐は入浴時にお引き下さい、直ちにお着き替がえと湯を持って参上いたします。黄色い紐は、それ以外の御ご用ようをお言いつけになりたいときに、お引き下さい。直ちに参上いたします」

「そうか、俺の世界のように蛇じや口ぐちからお湯が出てくるわけじゃないから、お茶と入浴はお湯の準備が必要なので別になっている、というわけか……」

　侍女はにっこりと笑った。

「はい、お部屋にお伺うかがいして、お言いつけを受けてから準備すると、お待たせすることになりますので、その二つを分けてございます……他ほかに、何かお聞きになりたいことはありますか？」

　翔馬は部屋の中を見回してから、小さく首を振ふった。

「とりあえず、ありません。あと……俺の荷物は、どこにあるか御ご存ぞんじですか？」

「ショーマ殿のお荷物は、衛兵の詰め所で見分されております。危険物ではないことが判明し次し第だい、こちらのお部屋に届けられることになっております」

「……色々入っているから、すぐは無理かな……」

　翔馬はそうつぶやくと肩かたをすくめた。

「なるべく早くお届けするように、衛兵の責任者に申し伝えておきます。では、私はこれで失礼致します」

　侍女はそう言って一礼すると部屋を出て行った。

「さて……と」

　部屋に一人になった翔馬は、そう独り言をつぶやくと、与あたえられた部屋をもう一度見て回り始めた。

　床ゆかの絨じゆう毯たんは、目の詰んだフェルトのような材質で作られており、柔らかく、それでいて芯しんの方でしっかりと足を支えている。

　リビングの本ほん棚だならしい家具には、革かわで作られた背表紙の百科事典のような厚い本が数冊置かれているだけで、他には何も無い。

　本棚の隣となりは、引き出しが並んだチェストと、一枚板を手前に倒すと机になるタイプのライティングデスク。その脇わきはサイドボードになっていて、金とも銀とも違う、輝かがやきをもつ皿や鉢はちなどの食器が置かれている。

　家具は、すべて深いチョコレート色のチーク材で作られており、机の脚や引き出しには細かい装飾の彫ちよう刻こくが施されている。

　──この王宮に来る前に見た街並みは、石積みの建物よりも、木造の建物の方が多かったし、そう言えばさっき見た浴室に置かれていた浴よく槽そうは、丸まる木き舟ぶねのように半分に切った大木をくりぬいて作られていた。

　瀬里奈を助けた山も深い森林地帯だったし、この国は木工が盛んなのかもしれないな。

　そんなことを考えながら、寝室にやって来た翔馬は、大きなベッドと壁面を眺ながめた。

　手前に開く両開きの大きな扉とびらを開くと、そこは広いクローゼットになっていた。

　服が一着も無いので、中はがらんとしたただの空間だ。

「確か……こういう大きなタンスみたいなのは、ウォークイン・クローゼットって言うんだよな……」

　そんな独り言をつぶやいて、クローゼットの中を見回した翔馬は、クローゼットの内側に、どう見てもドアにしか見えない切れ込みがあることに気がついた。

　──あれ？　これって……ドアだよな？

　そのドアは、普ふ通つうのドアよりも一回り小さく、クローゼットの内張りの材木と同じ色調の木で作られている。

　ただし、そのドアにはドアノブも何も無かった。あるのは、腰こしの高さに、一列に並んでいるバラの花のような形の彫刻だけだ。

「これがドアとしても……どうやって開けるんだ？」

　ドアの正面に立った翔馬は、そうつぶやくと、ドアを押してみた。

　ドアはびくともしない。

「ドアじゃないのかな？」

　翔馬が、花の彫刻に手を掛かけると、彫刻全体が二センチほど右に動き、ドアの中で、カタン！　という小さな音がした。

「あれ？　これって仕し掛かけかな？」

　翔馬はもう一度ドアを押してみた。すると、ドアは音もなく開いた。

　ドアの向こうにはクローゼットと同じくらいの広さの空間が広がっている。よく見ると、その突つき当たりの壁かべに、ドアの大きさと同じ、人間が一人通れるくらいの切れ目が見えた。

　──こいつは……もしかして抜ぬけ穴あなってやつかもしれない。

　翔馬は、世界的な大泥どろ棒ぼうが、偽にせ札さつを作っている城に閉じ込められたお姫ひめ様さまを救い出すアニメ映画を思い出しながら、その通路に足を踏ふみ入れた。

　──落とし穴がある……なんてことはないよな？

　クローゼットの奥にあった空間に入って切れ目の入った壁を手て探さぐりすると、横に渡わたした小さな木の角材が手に触ふれた。

　──これかな？

　その角材をつかんで左右に動かすと、目の前の壁の中で、カタン！　という音が聞こえた。

　翔馬はそっと目の前の壁の切れ目を押してみた。

　ガタン！　という何かが外れる音と共に、ふわっと、香こう水すいのような甘い匂においが押し寄せてきた。

　押した部分は引き戸になっていて、右にスライドしていく。

　引き戸が開くのと同時に、その隙すき間まから布の塊かたまりのようなものがはみ出てくる。甘い匂いはそこから漂ただよってくるようだ。

　──なんだこりゃ？

　翔馬が手を伸のばして、その布の塊を押し返したとき、ばたばたという足音と足音の主らしい女の子の声が近づいてきた。

「ねえ瀬里奈、着替えはこのクローゼットだっけ？」

　それはミルチの声だった。

「そう、そこに入っているわ。女王様との話が終わったら翔馬が来るだろうから、翔馬が喜びそうなのを選んで」

　少し離はなれたところから瀬里奈の声もする。

「そういわれても、ショーマって、あんまり、女の子に興味なさそうだヨ？　服を褒ほめたりしないもの」

「あいつは、昔っからそうなのよ、っていうか、女の子の服を褒めたり、可愛かわいいね、みたいなことをしょっちゅう言うような男は、私も好きになれないから別にいいんだけどね」

「瀬里奈はチャラ男は嫌きらいだもんね」

　ミルチはそう言うと、クローゼットの扉を開けた。

「うわ！」

　内側から服の塊を押し返していた翔馬は、支えるものがなくなって、そのまま服の束と共に瀬里奈の部屋の中に転がり出た。

「うわあ！」

「きゃあ！」

　瀬里奈のドレスの束を抱だきかかえるようにして転んだミルチの横で顔を上げた翔馬が見たのは……。

　ドレッサーの前に座り、ライナに髪かみを梳とかしてもらっている下着姿の瀬里奈の姿だった。

　目が合った次の瞬しゆん間かん。

「馬ば鹿かぁあああああ！」

　瀬里奈の悲鳴と共に、翔馬の目の前に電でん撃げきのようなものが光り、翔馬はそのまま意識を失った。
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　最初に耳に入ってきたのは、侍女の声だった。

「……ええ、ですから瀬里奈様がお暮らしになっている部屋とショーマ殿どのの部屋とは、直結する隠かくし通路がございます。被召喚者サーバントは、いついかなる時でも召喚主マスターを護まもらねばなりません。

　召喚主の危機に即そく座ざに参上できるように、部屋が繫がっているのは当然です。ショーマ殿には、後日、折を見てご説明するつもりでした。まさかご自分で探し出すとは……」

「ホント、無む駄だにアクティブなんだから……それにしても、女の子の部屋と、男の部屋を繫ぐってのは問題よ！　っていうか、なんでそれを私に教えてくれなかったのよ！」

　それは瀬里奈の声だった。

「申し訳ありません。召喚主マイ・マスターに乱暴狼ろう藉ぜきをはたらくような身の程ほど知らずや、瀬里奈様に不ふ埒らちなことをするような命知らずがこの世に存在するわけが無いと思っておりましたので……まさか、そんな身の程知らずで、命知らずの大おお馬ば鹿か野や郎ろうがいるとは……」

「その大馬鹿野郎がいたのよ！　すぐにあの穴をふさいで！　危険だわ！」

「しかし、あの通路は、もし、瀬里奈様の身に何かあったときの逃にげ道にもなっておりますので、塞ふさぐわけには参りません。こちらから向こうの部屋に行くことはできても、向こうからこちらの部屋に入れないような仕掛けではいかがでしょうか？」

「それでいいわ、とにかく勝手に部屋に入って来られたくないの！　この大馬鹿野郎に！」

　翔馬は目を開いた。

　どうやら瀬里奈の部屋のリビングのソファに寝ねかされていたらしい。

「大馬鹿野郎で悪かったな……」

　上半身を起こして、そう言った翔馬を見て、瀬里奈は一いつ瞬しゆん、ほっとしたような表情を浮うかべた後で、つん、とそっぽを向いた。

「女の子の部屋に、それもお風ふ呂ろ上がりに忍しのび込んで来るような人は、大馬鹿野郎で十分よ！」

「俺はあの通路がこの部屋に通じてたなんて知らなかったんだ！　ましてやお前が風呂上がりだなんて知るわけないじゃないか！　それに、誰だれがお前みたいな……」

　そこまで言った時、翔馬の脳のう裏りに、アニス女王の忠告が甦よみがえった。

──『瀬里奈に言ってはいけない単語は「貧乳」「つるぺたずん胴どう」「幼児体型」「実物大キューピー人形」……このあたりですね』

　翔馬は、口の先から出かかった、その言葉を飲み込んだ。

「……いや、なんでもない」

「何よ！　言いたいことがあれば言えばいいじゃない！　どうせ、貧乳とか、つるぺたずん胴とか言いたいんでしょ！」

「あ、いや、それはその、なんだ……昔の話だ。今は……そうでもないんじゃないか？」

「え？　うそ！　ホント？」

　瀬里奈は嬉うれしそうに目を輝かせた後で、はっとなった。

「それってつまり、見てたってことじゃない！　やっぱりそれが目的だったのね！」

「いや、だから偶ぐう然ぜんだって言ってるだろうが！」

　翔馬と瀬里奈がにらみあったそのとき、ひょい、とミルチが口を挟はさんだ。

「ショーマ、大だい丈じよう夫ぶか？　身体からだは動くか？」

「え？」

「瀬里奈の電でん撃げき魔ま法ほうをモロに喰らってたから、身体動かなくなってるかもしれないヨ！」

　翔馬は、ソファに座ったまま顔の前で両手の指を、わきわき、と動かした。

「まだどっか痺しびれているみたいな気がするけど……大丈夫みたいだな」

　ミルチはそう言って、にっこりうなずいた。

「すごかったヨ、こう、右手から、バリバリバリーッ！　ってカミナリを出すの。すごいカッコイイんだから！　二年前に帝国軍を追い返したエルトールの試ためしのときの、瀬里奈ってすごかったんだよ。もう家は吹ふき飛ばすわ岩山は砕くだくわ、まさにこの世の終わりみたいな光景で、破は壊かい天使の名前は、となりの国まで響ひびき渡ったんだから！」

「そんなに大げさに言わないでよ！」

「大げさでも何でもないヨ。瀬里奈の魔ま力りよくがケタ外れなのは本当のことじゃない。ショーマなんか普通ならイチコロで死んでるヨ」

「そんなことするわけないじゃない！　ちゃんと手加減したんだから！」

　翔馬は首をコキコキと動かしてぼやいた。

「手加減であれかよ。こりゃあ、俺は下手へたすると瀬里奈に殺されるな」

　それは、軽口を叩たたいたつもりの言葉だった。だが、瀬里奈の反応は違ちがっていた。

「そんなこと……」

　瀬里奈は、そう言うと思いつめたように翔馬を見た。その目には、怯おびえるような色があった。

　──あれ？　こいつ、何を思いつめちまったんだ？　俺、何かひどいこと言ったっけ？

　翔馬は素す早ばやく思いをめぐらし、そして、気がついた。

　──こいつ、俺に嫌われると思ったんだ！　城の人間や村人たちのように、自分のことを怖こわがって、距きよ離りを置かれるかもしれないと思ったに違いない！

　翔馬は、明るく笑って、冗じよう談だんを言ってみせた。

「いやあ、すげえな瀬里奈。お前の力があれば、世界征せい服ふくも夢じゃないぞ！」

　翔馬の言葉を聞いた瀬里奈は、ぽかん、と口をあけた後で、顔をくしゃくしゃにして笑い出した。

「なによそれ！　世界征服って、馬鹿じゃないの？」

　その笑え顔がおを見て、翔馬は胸の中でうなずいた。

　──これでいい。こいつの泣き顔は見たくない。

「いや、やろうと思えばやれるぞ。お前のパワーは近きん隣りん諸国にまで知れ渡っているわけだからな。我が王国のものとなれ、さもなくばお前の国に絶望と呪のろいの魔ま法ほうを掛かけて、向こう百年草木も生えぬ不毛の荒こう野やにしてやるぞ、と脅おどしをかければ……」

「そんな魔法なんか持ってないわよ！」

「瀬里奈が使えるのは、カミナリをバリバリ落とすヤツと、火球のでっかいやつぶつけて大爆ばく発はつさせるヤツと、吹雪ふぶき巻き起こして凍こおらせるヤツだよね！」

「だって仕方ないじゃない！　私が知ってる魔法って、そういうのしか無かったんだもん！　暗算の能力を上げる経理魔法とか、ワインを美味おいしく造る醸じよう造ぞう魔法とか、そんなものがあるなんて考えたことも無かったわ！」

　翔馬はうなずいた。

「確かに、そんな魔法は聞いたことが無いな。俺が知ってる魔法と言えば、ゲームで使う魔法……回復魔法とか攻こう撃げき魔法ってヤツだけだ」

「だよねー！」

　瀬里奈は嬉しそうに笑った。

「このお城に来た時『特技は？』って聞かれて『イオナズンです』って言ったんだけど誰も知らなくて、『やってみせてくれ』って言われたから、イオナズン！　って叫さけんだら、もう、大おお騒さわぎになっちゃって……」

　瀬里奈の言葉を聞いたライナは、引きつったような微び笑しようを浮かべてうなずいた。

「ええ、あのときは、大騒ぎになりましたからね。屋根が吹っ飛んで、お城の重役の方々はみんな腰こしを抜ぬかすし……」

「あの塔とうをぶっ壊こわしたのはそのとき？」

　瀬里奈は首を振ふった。

「ううん、違うわ。あれはその前の晩に、ここに来たとき。

　何がなんだかわからなくて、怖くて怖くて、声を掛けて近づいて来た衛兵さんに、両りよう手て突つき出して『来ないでーっ！』って言ったら、両手からすごい大きな火の玉が飛び出して、塔に当たったの……そのとき、わかったのよ、ああ、ここは魔法が使える世界なんだ……って」

　翔馬は、微笑んでみせた。

「そうか、良かったな」

　翔馬の言葉を聞いた瀬里奈は、少し驚おどろいたような顔になった後で、嬉しそうに笑った。

「うん！　良かった！　私……本物だったんだ！　本物の魔法使いだったんだよ！」




　その日の夜、寝しん室しつのベッドにもぐりこんだ翔馬は、頭の後ろで両手を組んで、天てん井じようを見上げながら、今日一日起こった出来事を思い返していた。

　──いろんなことが一度に起こって、とてもじゃないが全部思い出せない。ここは、魔法の世界で、空を飛ぶ竜ドラゴンがいて、行方ゆくえ不明になっていた幼おさな馴な染じみの妹が、究極の破壊魔法の使い手になっていて……そしてそれが全部リアルで……。

　まてよ？　これってリアルなのか？　もしかしたら、これは夢の中の出来事なのかもしれない……いや、夢じゃない。夢にしては出来すぎている。いま、俺の目に見えるものの細かさは、間ま違ちがいなくリアルだ。

　夢ってのはこう、もっとあいまいで、ありえないことが普ふ通つうに起きたりするものだ。

　翔馬が、そんなことを考えた、そのとき。

　どこかから、小さく、翔馬を呼ぶ声が聞こえた。

「……翔馬……ねえ、翔馬……起きてる？」

「うひゃ！」

　飛び起きた翔馬は、あわてて辺りを見回した。

　──なんだ？　今の声……女の子の声だったけど……。

　翔馬は、そっと聞いた。

「もしかして……瀬里奈か？」

「うん、そうだよ。良かった。起きてたんだね」

「どこにいるんだ？」

「ここよ、クローゼットの中よ。抜け穴あなの扉越ごしに話してるの……」

　翔馬はベッドから起き上がると、クローゼットの扉とびらを開け、中に入った。

「……来てくれたんだ」

　瀬里奈の声は、隠し扉の下の方から聞こえた。どうやら座っているらしい。

「なんだよ、こんな夜中に……」

「ライナやミルチや、アニス女王様のいないところで、聞きたいことがあったの……」

「なんだよ、聞きたいことって……」

「……怒おこってる？」

「は？　何が？」

「だから……いきなり、こんな世界に喚よび出されたこととか……二年前にいきなり姿を消しちゃったこととか……」

「そりゃあ怒ってるさ、当たり前だ」

　翔馬はそう答えると、覚かく悟ごを決めたように小さくうなずいて、クローゼットの床ゆかに座り込んだ。

「お前がいなくなった後、お前の兄貴の御み綱づなも、お前のお父さんもお母さんも、必死になって捜さがして、すげえ悲しんでいた。

　お前は、自分なんかいなくなっても構わないって思ってたかもしれないけど、それは間違いだ。御綱も、俺も、本気で心配して、本気で捜したんだぞ？」

　瀬里奈は、しばらく無言だった。

　やがて、小さな声が隠かくし扉の向こうから聞こえた。

「……うん。こっちに来て、一人になって考えて、そしてわかった……みんなが、どれだけ私のことを気にかけてくれていたか……。

　でも、仕方なかったんだ。向こうの世界に、私の居場所はなかったんだもの！」

「そんなことはないさ……」

「じゃあ、聞くけどさ……二年前、私が翔馬に『私、魔法が使えるかもしれない……』って相談したら、翔馬はそれを信じてくれた？」

　翔馬は言葉に詰つまった。

「あ……いや……信じなかっただろうな……」

「そうだよ！　翔馬も、兄貴と同じリアリストだもの……嫌いやになるくらいの！

　私がどんなに悩なやんで、どんなに苦しんで相談したって、きっと、兄貴みたいに、私の言うことを鼻で笑って馬ば鹿かにしたはずだ！

　馬鹿かお前は。夢見てないで現実を見ろ。高校受験の科目に魔法は無い。魔法のことを勉強するくらいなら、英単語のひとつでも覚えておけ……みたいなこと言われたに決まってる！」

　翔馬は、瀬里奈のやった御綱の口くち真似まねを聞いて、思わず笑った。

　声には出していないつもりだったが、瀬里奈にはわかったのだろう、隠し扉が、ドン！　と叩かれた。

「ちょっと！　何笑ってるのよ！」

「あ、いや、お前の言葉を笑ったんじゃない、今、お前が真似した、御綱の口調がそっくりだったから、思わず……」

「そんなに似てた？」

「ああ、いかにも御綱なら言いそうだなあ、と思ってね」

　扉の向こうで、瀬里奈のため息が聞こえた。

「はあ……完かん璧ぺき超ちよう人じん過ぎる兄貴を持つと、妹は何も言えなくなっちゃうからなあ……」

　その、独り言にも似た呟つぶやきを聞いて、翔馬は理解した。

「そうか……やっとわかった」

「わかったって？　何が？」

「なんでお前が俺を召しよう喚かんしたか、その理由さ。お前が助けを求めるのなら、俺よりも御綱のはずだ、なんで肉親でもなんでもない俺を召喚したんだろう？　とずっと疑問だったんだ……」

「兄貴なんか喚ぶわけ無いじゃん……喚んだら、助けてくれるかもしれないけど……そのあと、ずっとお説教食くらうに決まってるんだもの」

「その点、俺なら安心。気軽に呼んで、アゴで使える便利な男……ってわけだな」

「違う！」

　瀬里奈の口調は、真しん剣けんだった。

「そんなんじゃない！　便利に使おうとか、そんなこと思ってない！　あのとき、本当に恐こわくて、恐くて、死んじゃうかもしれないって思って……助けて欲しかったんだ！

　だから、だから、本当に助けてくれそうな人、今、ここにいて欲しい人を喚びたかっただけなんだ！　来て欲しいって、本気で思ったんだ！　そうしたら……本当に来てくれた！　嬉うれしかった……私、本当に嬉しかったんだよ？」

「お前は嬉しかったかもしれないけど、こっちはびっくりだ。何の説明も無く、いきなりこんな世界に連れて来られて……拉ら致ちされたようなものだぞ？」

「……怒ってるの？」

　翔馬は首を振った。

「半分怒ってる。でも、それは仕方ないことだ、とも思ってる。

　この世界に来てしまったことは今さらどうしようもない。過ぎたことについて、なんだかんだ言うのは意味が無い。考えるなら、目の前のことと、この先に起こることについてのほうがいいと思ってる……」

　瀬里奈は、ふう、と、ため息をついた。

「……翔馬って、ホント、リアリストだよね」

「まあな。サバイバルってのは、リアルの塊かたまりみたいなものだからな」

　瀬里奈は、小さく、くすくす、と笑って言った。

「約束……守ってくれたね……」

「約束？」

　翔馬が怪け訝げんな声を返すと、瀬里奈は黙だまった。

　二呼吸ほどの時間のあと、少し落らく胆たんしたような声で、瀬里奈が答えた。

「そっか……忘れてるんだ……そうだよね、子供の頃ころのことだもの、覚えているわけないよね……」

「なんだよ、気になるな……お前と、どんな約束したって言うんだ？」

「いいの、昔の話だもの。気にしないで。翔馬と話が出来て嬉しかった……おやすみ」

　瀬里奈はそう言うと、ごそごそ、と音を立てて立ち上がろうとした。

「ああ、おやすみ……」

　翔馬が、そう答えたとき。

　がたん！　という音を立てて、隠し扉が突とつ然ぜん外れた。

　その隙すき間まから、右手を伸のばした姿勢のままの瀬里奈が、座っていた翔馬の上に倒たおれ込んできた。顔に、柔やわらかくて温かい、むにゅっとしたものが押し付けられたまま、瀬里奈を抱だきとめる形で、翔馬は仰あお向むけに倒れた。

　押し倒された形になった、翔馬の目の前に、瀬里奈の顔があった。

　ふわっと、瀬里奈の髪かみの匂においがした。

「……」

「……」

　しばらく無言のまま見つめあった瀬里奈と翔馬は、同時に我に返った。

　瀬里奈の顔が、暗いクローゼットの中でもわかるくらいに赤くなる。

「ああっ！　いえ、あの、立ち上がろうとして手をついたら、がたん！　って外れて……」

　必死に言い訳する瀬里奈は、可愛かわいかった。

　このまま抱き寄せたい！　と思った自分の衝しよう動どうを抑おさえ込んで、翔馬はおどけた口調で言った。

「あーれー、誰だれか来てぇ、押し倒されたぁ！　と叫さけんでいいか？」

　その言葉と、翔馬の微笑ほほえみを見た瀬里奈は、一いつ瞬しゆん、ほっとしたような表情を浮うかべた後で、翔馬をにらみつけた。

「何言ってるのよ！　これは事故よ、事故！　間違っても、私があんたを押し倒した、なんて、ライナやミルチに言うんじゃないわよ！」

「言わないから安心しろ」

「ホント？　ホントに言わないよね？」

「ああ、約束する……約束するから早く俺の上からどいてくれ……重い」

「重くて悪かったわね！」

　瀬里奈はそう言うと、上気した顔のまま、ごそごそと起き上がった。

　外れた扉から自分の部屋のクローゼットに戻もどった瀬里奈は、倒れている扉を指差して聞いた。

「ねえ、この扉……直せる？」

「はめ込めば、元通りになると思うけど……」

　翔馬はそう言うと、倒れた扉を持ち上げて、元のとおりに溝みぞに合わせて押し込んだ。

「よし、これで、こっちからそっちには行けなくなった……これで安心だろ？」

「うん……」

「なんだよ、その、心細そうな声は」

「え？　あ、そんなことないよ！　寝ね込こみをオオカミに襲おそわれなくなって、安心しただけ！」

「何言ってやがる、そのオオカミを押し倒したくせに」

「押し倒したんじゃないわよ！　変なこと言ってると、また電でん撃げき食らわせるわよ？」

「うひゃ、おっかねえ。じゃあな、おやすみ……寝込みを襲ってくれるなら、大だい歓かん迎げいだぞ」

「しつこいわね、しないわよそんなこと！」

「ははは、じゃあな」

　翔馬がそう言ってクローゼットから出ようとしたとき、扉とびらの向こうから小さな声が聞こえた。

「……また、話……聞いてくれる？」

「ああ、いいよ。人前じゃできない話もあるだろうし、話し相手くらいいつでもしてやるよ」

「ありがと……うふふ、やっぱり兄貴と違ちがうな……翔馬は……」

　瀬里奈は小さく笑うと、クローゼットの中から出て行った。

　ベッドに戻った翔馬は、布ふ団とんにもぐり込むと、目を閉じた。

　顔に、むにゅっとした柔らかいものを押し付けられたときの感かん触しよくが、まだ残っていた。

　──あいつ、思ったより成長してたな……考えてみれば、貧乳とか幼児体型とか言って、からかっていたときから、二年経たってるんだものな。当たり前と言えば、当たり前か。

「二年……か」

　翔馬は思わず独り言をつぶやいた。

　──この二年間、瀬里奈は、この世界で暮らしていた。

　あいつは、この世界が『居場所』だと言っていた。

『居場所』ってのは、どんな意味だろう？

　自分がいる場所、自分が否定されない場所……いや、それだけじゃない。

　自分を認めてくれて、必要とされて、頼たよりにされる場所。

　そこは、きっと最高に楽しい場所に違いない……誰もが、そんな場所を望んでいる……そう……俺だって……。

　翔馬の頭の中に、自分の大活かつ躍やくで、大勢の人々を助け出すイメージが浮かんだ。

　誰もが口々に「ありがとう」「君のおかげだ」と翔馬に感謝し、手を握にぎってくれる。

『いえいえ、当然のことをしただけです。俺がサバイバルを学んだのは、こういうときのためなんですから、はっはっはっ……』

　イメージは、そのまま夢の世界に切り替かわり、翔馬はそのまま夢のなかに引き込まれて行った。







　第四章　カルチャーショック　CHAPTER FOUR







「これがお前の荷物だ。全部そろっているか？」

　次の日。翔しよう馬まの部屋に木の箱を持った衛兵を連れてやってきたジーラは、リビングのテーブルの上に、箱の中身を広げて聞いた。

「ええ、向こうの世界から持ってきた物は全部ありますね……」

　テーブルの上を見回した翔馬が答えると、ジーラは、半分呆あきれたような顔で言った。

「それにしても、瀬せ里り奈な様がこちらの世界に来られたときは、何も持っていなかったというのに、お前は奇き妙みようなものを山のように持っているな」

「瀬里奈は自分の部屋から直接この世界に来たから、何も持っていなかったんでしょうね。俺は学校からの帰りだったから、色々持っていたんです」

「それにしても多すぎるだろう。これほどの荷物を持ち歩いているのは、我々の世界では行商人ぐらいのものだぞ？」

「確かに、ちょっと多いかもしれないけど、もしものとき、自分だけじゃなくて、周りの人も助けようと考えると物が増えてしまうんです」

　ジーラは考え込んだ。

「ふむ、そう言えば、お前はそんなことを言っていたな。俺は危機と戦う戦士だ！　とかなんとか……これでどんな戦い方をするのか教えてくれんか？」

「そうですね、どれで説明しようかな……」

　翔馬はテーブルの上を見回すと、真ん中辺りにあった、布のガムテープを手に取った。

「これはガムテープといって、薄うすい布の帯に、粘ねん着ちやく剤ざい……ようするに『とりもち』みたいな、ねばねばしたものがついているんですけど……」

「うむ、調べたときにそれは見た。何に使うのか皆かい目もく見当がつかん」

　翔馬はガムテープを二十センチほど引き出して、ビッ！　と切った。

「これは、どこにでも貼はり付くから、たとえば何かを固定したいときとか……」

　そう言いながら、翔馬はサイドボードの中に並んでた金属製の皿をテーブルの上に置き、左手の甲こうを載のせて、手のひら側からガムテープで留めた。

「一枚じゃ弱いときは、こうやってぐるぐると何枚も重ねて巻きつける……」

　ガムテープで金属の皿を手の甲に貼り付けた翔馬は、ひょい、とその手を胸の前にあげて皿の底をジーラに向けた。

「ほら、簡易バックラーのできあがり。本物に比べれば耐たい久きゆう力は無いけど、何もないよりはマシ……代用品ですね」

　ジーラは、皿を構えた翔馬を見て目を丸くした。

「なるほど、盾たてに使えるというわけか……この、がむてーぷ、とやらがあれば、とっさにそれが出来るというわけだな」

「そういうことです」

　翔馬はべりべりとガムテープを剝はがしながら、言葉を続けた。

「このテープは、清潔な布を間に挟はさんで巻けば包帯代わりになります。きつく巻けば止血の圧あつ迫ぱく包帯にもなるし、布をつなぎ合わせて天幕を作ることも出来るし、棒の先にぐるぐる巻きつけてダンゴにして火をつければ、たいまつにもなる。使い道は無限大なんです。

　今作った盾みたいに急場しのぎだけど、何も持っていないのに比べたら充じゆう分ぶん役に立つと思うんです。必要なものを持っていない、手元にない、そういうときに、色々組み合わせて代用品を作る。応用する。そして危機を切り抜ぬける。それが俺の戦いなんです」

「ふむ、お前の言うことにも一理あるな……お前は誰だれかの世話になるというのを好まぬ性格なのだな？」

　翔馬は小さく首をかしげた。

「うーん、どうでしょう？　誰かの世話になるのが嫌いやだ、というわけじゃなくて、どっちかというと、自分は何もしないで他人に『なんとかしろ』というよりも、自分で『なんとかしよう』と考えて動く方が好きなだけなんです。……って言うか、やっぱり主人公でいたいんだな、どんなときでも。きっと、その方が楽しいと思うんです」

「なるほど……お前の性格が、だんだんわかってきたようだ……」

　ジーラが笑いながらうなずいたとき、翔馬の部屋のドアをノックする音と、瀬里奈の声が聞こえた。

「私よ！　入るわよ！」

「ああ、どうぞ！」

　ドアを開けて入ってきた瀬里奈は、後ろにいるライナを指差して言った。

「ジーラが預かっていた荷物を持って来たって聞いたから……ライナにカレーの作り方教えようと思って。カレー粉、持ってるって言ったよね？」

「ああ、あるぞ」

　翔馬は振ふり向いて、テーブルの上を見た。いろいろなサバイバルグッズに交じって、赤い小さな缶かんがあった。

　翔馬の視線を追った瀬里奈も、ほぼ同時にその缶を見つけたのだろう、歓かん声せいを上げて、テーブルに駆かけ寄った。

「あった！　カレー粉だ！」

　だが、手に取った瀬里奈は不満そうに言った。

「なーんだ、こんな小さい缶なんだ。もっと大きな缶を持っていればいいのに……業務用のとか……」

「カレー屋じゃないんだ。そんな大きな缶持ち歩くわけ無いだろうが！」

　カレー粉の缶を持っている瀬里奈を見て、ジーラが聞いた。

「それも調べたのだが……その刺し激げき性の強い粉末は、何に使うのだ？　目め潰つぶしか？」

　瀬里奈は首を振った。

「ううん、違ちがうわ。これは食べ物よ」

「た、食べ物だと？」

　ジーラは、信じられん、という風に目を見開いた。

「そんな刺激物を……食べるのか？　身体からだがおかしくなるぞ？」

「これだけを食べるわけじゃないわ。これは香こう辛しん料りよう、風味付けに使うのよ。そうだ、ライナと一いつ緒しよにこれからカレー作るつもりなんだけど、できたらジーラにも食べさせてあげるわ！」

「そ、それは……」

　ジーラは引きつった顔で、助けを求めるような目で翔馬を見た。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ジーラさん。カレー粉を使った料理は、俺の世界ではごく普ふ通つうに食べられているんです。揚あげ物の衣ころもに入れたり、チャーハンに入れたり、ウドンに入れたりしてね」

「本当か……？」

　ジーラが疑い深そうに聞いたとき、部屋のドアを開けて、ミルチが飛び込んできた。

「ショーマ！　自転車見せて！　里から工こう房ぼうの師し匠しようが来てるんだヨ！」

「里？」

「うんそうだヨ！　ミルチの生まれたトコ、いろんなもの作っている職人の里だヨ！　師匠にショーマの自転車の話をしたら、ぜひ見たいって、みんなを連れて来ちゃった」

「そういえば、俺の自転車は？」

「ジテンシャ？　ああ、あの金属製の奇妙な乗り物は中庭に置いてある。安心しろ、ちゃんと見張りをつけてある」

「折りたためば、部屋に持ってくることも出来るんですけどね」

「あのような奇妙なからくりを見るのは初めてだが……お前の世界ではああいったものが移動手段なのか？　あれでは、さほど荷物を運べないだろう？　走竜とか牽竜とかを使わないのか？」

「似たようなのは使ってましたよ、百年くらい前はね。今は代わりにガソリンエンジンを使った自動車というのを使ってます。あの自転車をもっと頑がん丈じようにして、人間が動かす代わりに、石油を燃やして回転運動をする機械で車輪を回すんです」

　ジーラは怪け訝げんな顔になった。

「その『石油』とかいう油のことは瀬里奈も言っていたが。地下から湧わき出る油だそうだな。油とは、植物の種を搾しぼるか、動物の皮の下にあるもので、地下からそんなものが出るとは信じられんな……」

「この世界に石油は無いんですか？」

　ジーラは首を振った。

「知らん、話にも聞いた事は無い」

「石炭は？」

「石炭、というとあれか？　黒くて、手に持つとぼろぼろと崩くずれる石で、燃やすとひどい臭においの煙けむりを出す……それならある。この王国内でもいくつか産出する場所がある。かなり珍めずらしいものなので『燃える黒石』という土産みやげ物として珍ちん重ちようされているな」

「手で持つと崩れるんですか？　黒くて艶つやがあって硬かたいのではなく？」

「うむ、私が知っている……と言うか、見たことのある石炭は、崖がけの岩の隙すき間まから産出するもので、手で持つと簡単に崩れる柔やわらかなものだった。お前が知っている石炭とは少し違うようだな」

「いえ、おそらく同じものです。石炭も質の違いがいろいろあるそうですから……」

　翔馬がそう答えたとき、ミルチが痺しびれを切らしたように言った。

「そんな話はいいから、早く中庭に来てヨ。師匠が待ってるんだから！」

「ミルチの師匠と言うと……長老か？」

　ジーラが聞くと、ミルチはにっこり笑ってうなずいた。

「うん、サフェダの爺じいちゃん！」

　ジーラは苦笑いを浮うかべて翔馬に言った。

「早いところ中庭に行った方がいい。サフェダ老は頑がん固こ者で、人の言うことを聞かんくせに、好こう奇き心しん旺おう盛せいだ。自転車を壊こわされてしまうかもしれんぞ？」

　ミルチは唇くちびるを尖とがらせて言い返した。

「サフェダの爺ちゃんは、機械を壊したりしないヨ！……分解はするかもしれないけど……」

　翔馬はあわてた。

「す、すみません！　自転車が気になるのでちょっと行ってきます！　おい、ミルチ！　一緒に来てくれ！」

「いいヨ！」

　ミルチはそう言うと、てててっ！　と翔馬に走り寄って、左腕に抱だきついた。

「一緒に行こ！　爺ちゃんに翔馬のこと紹しよう介かいするからね！」

「あ、おおっ、よろしく頼たのむ」

　その光景を見ていた瀬里奈が叫さけんだ。

「ちょっと！　ミルチ！　あんた何やってんのよ！　翔馬から離はなれなさい！」

「えー？」

「えー、じゃないわよ！　翔馬も翔馬よ、何をデレデレしてんのよ！」

「デレデレも何も、ミルチは子供だろ？」

「子供じゃないわよ！　ミルチは十八歳よ！」

「え？　ウソつけ！」

　ミルチは、翔馬の左ひだり腕うでを抱き込んだまま笑った。
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「ウソじゃないヨ。ミルチは十八歳だヨ。ショーマと同い年！　結けつ婚こんだって出来るんだヨ！」

　翔馬は、目の前のミルチをまじまじと見つめた。

　どう見ても小学六年生くらいにしか見えない。

　だが、あどけない顔つきとは裏腹に、むちむちとした腕うでの感かん触しよくが伝わってくる。

「ミルチたちの一族は成長が遅おそいのよ！　見た目にごまかされちゃダメ！

　それよりもミルチ、さっさと離れなさい！　電でん撃げき食くらわすわよ！」

「なんだヨ！　いいじゃないか、これくらい。瀬里奈のケチ！」

「うるさいわね！　翔馬は私のものなんだから！」

「え？」

　思わず顔を上げた翔馬と視線を合わせた瀬里奈は、あわてて弁解した。

「あ、違ちがっ、私のものってのは、私が召しよう喚かん主だってことで、私が主人だってこと！　誤解しないで！」

　顔を赤くしてわたわたする瀬里奈を見て、ミルチはにやっと笑った。

「そーか、そーか、ショーマは瀬里奈のものなのかー。じゃあ仕方ないね！」

　ミルチは抱きついていた翔馬の左腕から手を放すと、笑いながら翔馬に言った。

「残念だけど、瀬里奈が恐こわいから今日はこれくらいにしておくヨ！　さあ、中庭に行こう！」

「ちょっと待ちなさい！」

「なんだヨ、まだ何かあるの？」

「私も行きます。目を離すと危ないわ」

　ミルチは、あわてて首を振った。

「冗じよう談だんだヨ、本気にしないでヨ」

「危ないのは、あなたじゃないわ、翔馬よ。私の目が届かないところで何か変なことをしでかすかもしれないもの。これは召喚主の責任よ！」

「へいへい、わかりました。召喚マイ・主さまマスター」

　翔馬はそう言うと肩かたをすくめた。




　中庭には、二十人ほどの老人たちが輪を作って、翔馬の自転車を取り巻いていた。

「おお……なんという精せい緻ちな細工だ」

「これは鉄か？　鉄よりも軽いようだが？」

「鉄の部品も多いが、鉄以外の金属も使っているようだな」

「この車輪に巻いてあるものはなんだ？　信じられん弾だん力りよくを持っておるぞ」

「それよりも、このクランクになっておる歯車の回転を、後輪に伝えるこのベルトのような金属部品を見ろ。歯車の歯とぴったりかみ合って、確実に回すようになっている」

「こうして目に見せられるから理解できるのだな。口で説明されても、これはわからん。いやはや、たいした発明じゃ」

「それは、チェーンと呼ばれる部品です。俺の世界では、ごく普通の部品ですね」

　翔馬が話しかけると、老人たちは一いつ斉せいに振ふり向いた。

「お主は？」

　翔馬が答える前に、翔馬にくっついていたミルチが答えた。

「ヤマブキ・ショーマだヨ！　瀬里奈が召喚した、向こうの世界の人だヨ！」

　老人たちは目を丸くした。

「ショーマだと？　なんと禍まが々まがしい名前じゃ！」

「子供にそんな名前をつけるとは、親の顔が見てみたい」

「ロクな子供に育たんぞ？」

「……ずいぶんな言われようだな……」

　苦笑いを浮かべる翔馬をちらっと見て、瀬里奈が進み出た。

「私の世界では『ショーマ』という言葉には、天を行く馬、という意味があるのよ！

　誰だれよりも速く地を駆かけ、天に昇のぼる馬のようになって欲しい、という親の願いが込められた言葉なんだから！

　大体、異世界の人間が、暴龍ショーマのことなんか知っているわけないじゃない！　自分の常識だけで悪口言うのは、自分は頑固で狭せまい世界で生きています、って言い触ふらしているようなものよ！　そういう人を私たちの世界では『馬ば鹿か』って言うの。あら、不思議。こっちの世界でも馬鹿は『馬鹿』って言うのね」

「何を言うか！」

「いかに魔ま法ほうが使えようとも、人を公然と馬鹿呼ばわりするとは！」

「待て！　これは我らに非がある！」

　大声で、気色ばんだ老人たちを一いつ喝かつしたのは、一番先頭でマウンテンバイクを観察していた、長いあごひげを蓄たくわえた老人だった。

　その老人は、周りの人間をかき分けて前に出てくると、翔馬と瀬里奈に深々と頭を下げた。

「いや申し訳ない。瀬里奈様の言うとおりじゃ。この世界と理ことわりの違ちがう世界のことを、この世界の常識で測り、嘲あざけり笑うは、まさに馬鹿者じゃ。

　わしらは年寄りであるがゆえに、頑固で、自分たちの知らぬものは無いと思い込みがちじゃ。だがそれは、うぬぼれ以外のなにものでもない」

　長老らしいその老人は、仲間を振り返って言った。

「この若者が、異なる世界異なる文化を持った場所から来たことは、このからくりを見ただけで明白じゃ。異なる常識によって親がつけた名前を、わしらが嘲り、悪あし様に言うことは愚おろかじゃ。違うか？」

「そ、それは……」

「まあ、確かに、それは礼れい儀ぎ知しらずじゃな……」

　老人たちは、お互たがいの顔を見合わせて、ばつが悪そうに黙だまり込んだ。

「というわけじゃ、勘かん弁べんしてくれんかな？　ショーマ殿どの」

「大だい丈じよう夫ぶだヨ、サフェダ爺ちゃん！　ショーマはそんなことで怒おこらないヨ！　ね？　ショーマ？」

「なんであんたが答えるのよ！」

「いや、まあミルチの言うとおりだから別にいいよ。俺の名前がこっちの世界ではあまりいい意味を持ってないというのは、偶ぐう然ぜんだしね。仕方ないさ」

　サフェダと呼ばれた長老は、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「おお、よかった、そう言っていただけるか。ショーマ殿はご寛かん大だいな方ですな。いや、お若いのに素す晴ばらしい！」

「いや、それほどでも……」

　照れたように頭を搔かいた翔馬を見て、サフェダ老が、悪戯いたずら小こ僧ぞうのような表情で、上うわ目め遣づかいに、おずおずと右手を差し出しながら言った。

「いや、その……このからくりをいじっていたら、これが外れてしまってな……戻もどそうと思ったら、どこにどれを入れていいかわからんようになってしまって……許して欲しい」

　サフェダ老の差し出した右手のひらには、二本のボルトが載のっていた。

「あーっ、爺ちゃん！　また勝手に分解したな！」

「いや、すまん。どうやって固定しているのかと思って、この金具だろうと見当をつけていじっているうちに、回り出してな。どこまで回るのだろうと思って回し続けたら外れてしまった。

　おお。そうか、この金具は、こうやってこれを留めているのか、ではこっちも同じかな？　と思って試ためしてみたら、やはり回るではないか。気がついたら二つ外れてしまったのだ。

　これはいかん、と思って戻そうと思ったら、驚おどろくことに、この二つが全く同じなのだ。この螺ら旋せんの切り込み、溝みぞの間かん隔かく、深さ、すべてが寸すん分ぶん違たがわぬ。このような精密な細工は、どうやったら可能なのだ？　お主の世界には、神の腕の持ち主でもいるのか？」

　翔馬は、サフェダ老の手のひらに載っていたボルトをつまみ上げた。

　何の変へん哲てつも無い普ふ通つうのボルトだった。

「いや、神の腕も何も、こういったボルトは、ＪＩＳ規格……アメリカだとＡＮＳＩアンシーだったかな？　とにかく共通の基準に合わせて機械で作っているから、どれも同じに作れるんだけど……」

　サフェダ老は怪け訝げんな顔になった。

「機械じゃと？　機械というと、機はた織おりとか、粉こな挽ひきとか、そういうもののことだが、お主の世界では、それ以外の機械があって、こういうものを作っていると言うのか？　それはどういう原理で作るのだ！　教えてくれ！」

「え？　あ、いや、えーと……」

　翔馬は言葉に詰つまった。

　原理では知っている。旋せん盤ばんとかも見たことはあるし、いじったこともある。だが、その原理や使い方を言葉で説明するのは無理だった。

　そのとき、ミルチが言った。

「ねえ、ショーマ、里に行こうヨ！　このジテンシャ持って、サフェダ爺じいちゃんたちと！　里のみんなに、このジテンシャ見せたらびっくりするヨ？　百の言葉より、一個の品物。ジテンシャ見せて、部品とか、どうやって作るのかみんなに教えてあげてヨ！　ショーマも、ミスリルの精錬のこといろいろ知りたいって言っていたじゃん！」

「ああ、そう言えば、馬車の中でそんなこと言った覚えがあるな……」

　翔馬の心は動いた。

　──確かに、この世界のことを、俺はまだほとんど知らない。知っているのはあの村と、この城の中だけだ。

　この世界の常識や、馬車の中で聞いた、色々な日常の中で使われている魔法ってのを見てみたいな。

　翔馬はうなずいた。

「よし、わかった。ミルチの里ってところに一いつ緒しよに行こう」

「ホント？　わあい！　やったね！」

　ミルチは歓かん声せいを上げて翔馬の腕に抱だきつくと、くるりと振り返って瀬里奈に言った。

「瀬里奈も来るよね？」

　ミルチに文句を言おうとした瀬里奈は、機先を制されて、思わずうなずいた。

「え？　あ、うん」

「やったね！　ショーマと瀬里奈は、今からクラフトの里のお客様だヨ！　ね？　そうでしょ？　サフェダの爺ちゃん！」

　サフェダ老は、にっこり笑ってうなずいた。

「おう、クラフトの里は、ショーマ殿と瀬里奈様を歓かん迎げいいたしますとも！」




「というわけで、ショーマと瀬里奈とライナは、しばらくお城を留守にするヨ！」

「……決まってしまったものは仕方ないが、こういうことはできれば事前に教えておいて欲しいものだな」

　ミルチと翔馬から報告を受けたジーラは、苦笑いを浮うかべた。

「まあ、走竜の卵狩がりとちがって、クラフトの里では、瀬里奈様のお命を狙ねらうようなやからはおらんだろうが……くれぐれも用心してくれ」

「山で、瀬里奈たちを罠わなにかけようとした連中の黒幕はわかりましたか？」

　ジーラはうなずいた。

「ああ、女王様の前に引き出す、と言ったらやつら、あっさり口を割った。よほど心の中を覗のぞかれるのが怖こわいらしい。心の中と言っても、意識の表面に浮かんだことしかわからんのだが、その辺のことはあまり知られていないからな」

　──それって、お前の持っているパソコンの、ハードディスクドライブの中に入っているデータを全部人目に晒さらすぞ、と言われたようなものなのかもしれない。

　だとしたら、口を割るだろう。俺だって割る。

　ジーラの言葉は続いていた。

「まあ、大丈夫だと思うが、クラフトの里までの道のりは、王立竜りゆう騎き士し団が警護につく。

　ここ最近の情勢を見ると、城の守りを薄うすくするわけにはいかない。近衛このえ兵は城を離はなれられないのでな……」

　ジーラの口調に、何か言い足りないような雰ふん囲い気きを感じ取った翔馬は、聞いてみた。

「どうかしましたか？　警護に当たる王立竜騎士団とやらに、何か問題でも？」

　図星だったのだろう、ジーラはあわてた。

「いや、心配事というか、何と言うか……」

「あ、そうか、王立竜騎士団の隊長のカルダモンが心配なんだ！」

「なっ！　あ、いや、うむ、心配だ。あの男は、ガサツでクソが付くくらい鈍どん感かんだからな。瀬里奈様に粗そ相そうをしでかさないか、それが心配なのだ」

　顔を赤くするジーラを見て、ミルチが追い討うちをかける。

「それってつまり、粗相をしでかして、瀬里奈様の怒いかりを買って、電でん撃げきバリバリ、爆ばく発はつどっかん、食くらわないかどうかが心配なんだヨね？　やっぱりカルダモンのことが心配なんじゃないか」

「いや、違う、違うぞ、私が心配なのは、あくまでも瀬里奈様のことだ、あの馬鹿のことなど心配していない。馬鹿にするな！」

　ブンブンと首を振ふるジーラを見て、翔馬は思わず笑ってしまった。

「何がおかしい！」

「いえ、ジーラさんって、意外と可愛かわいいなあ、と思いまして」

「なっ！」

　耳の先まで赤くなったジーラは、くるりと背を向けた。

「大人をからかうな！　瀬里奈様の被召喚者サーバントでなければ、決けつ闘とうを申し込むところだぞ！　クラフトの里への行程については、女王様から、気をつけて行って来なさい、とお言葉も戴いただいている！　気をつけて行って来い！」

「なあんだ、女王様も認めてくれているんじゃない。ジーラも人が悪いなあ」

「ダメとは、一言も言っていない！　心配だ、と言っただけだ」

「はいはい、人間素す直なおになった方が色々楽しいと思うヨ。じゃあ行ってきます！　行こう！　ショーマ」

「ああ……」

　翔馬は返事をした後で、ジーラに向き直った。

「あの……申し訳ありません。帝てい国こくとの戦争が近づいているこんなときに、瀬里奈を引っ張りまわしてしまって……もし、瀬里奈の力が必要になったら、すぐに呼んでください」

　ジーラは、翔馬の顔を見て、ふっと笑った。

「……お前は、気が回る男だな。軍人になれば出世するタイプだ。だが、帝国との戦争は私の仕事だ。お前が気にすることではない。それよりも瀬里奈様を頼たのむ。最悪の事態になれば、わが国は瀬里奈様の魔ま力りよくにすがらねばならなくなるだろう……帝国は本気のようだ。だが、その時が来るまで、瀬里奈様に無む駄だな心配をかけたくはない」

「わかりました。では、行ってきます」

「うむ、無事でな」

　ジーラはそう言うと、一礼した。




　ミルチたちの故郷であるクラフトの里は、城から竜車に乗って丸一日ほど離れた場所にあった。

　里に通じる道は未み舗ほ装そうで、ひどい凸でこ凹ぼこがあちこちにあるが『浮遊フロート』の魔ま法ほうによって車輪の振しん動どうが伝わる台だい枠わくから客室キヤビンが浮いているために、車内はまったく揺ゆれが無く快適だった。

　竜車は川沿いに走る道を、すいすいと川の上流に向かって走っていく。

　山の裾すそに広がる扇せん状じよう地にはブドウ畑が広がっているのが見える。

「あのブドウはワイン用かな？」

　翔馬の疑問に答えたのはライナだった。

「はい、ほとんどがワインに加工されます。ワインは、このランドルネ地方の特産物で、名のある醸じよう造ぞう魔法使いの魔法工こう房ぼうがたくさんあるんですよ」

「ワイナリーというのは聞いたことがあるけど、魔法工房ってのは面おも白しろいな……醸造魔法だっけ？　どうやってワインを造るのか、見てみたいな」

　瀬里奈が笑った。

「どうやって造るも何も、簡単よ。ブドウを搾しぼってジュースにするでしょ？　それに魔法を掛かけるでしょ？　はい出来上がり。それだけよ？」

　翔馬は目を丸くした。

「え？　発はつ酵こうさせないの？　酵こう母ぼとかが糖分を分解してアルコールに変えていく、それをコントロールするんじゃないの？」

　瀬里奈は首を振った。

「違ちがうわよ。ジュースの中の糖分を、魔法でアルコールに変えちゃうの。変え方に色々コツがあって、そのノウハウは門外不出なんだって」

「……なんだか風ふ情ぜいがないなあ」

　ライナが笑いながら答えた。

「この世界でも大昔は、自然発酵に任せてワインを造っていたそうです。でも、ワインの出来がバラバラで、美味おいしいワインができる年もあれば、腐くさってしまってワインにならない年もあったのです。そこでこの地方の領主が、何とかならないだろうかと、錬れん金きん術じゆつの物質変へん換かんの魔法や治ち療りよう魔法の中にある毒どく蛇へびに嚙かまれた時の毒を分解する解げ毒どく魔法とかを研究して、ついにブドウのジュースの中の糖分を、お酒に変換する魔法を作り出したのです。

　最初はただ酔よっ払ぱらうだけの、キツイお酒しか造れませんでしたが、研究に研究を重ねた結果、今では美味しいワインを安定して造り出せるようになりました。

　その方法は一子相伝で、決して他に伝えてはならない、と言われていましたが、今ではかなり広まっていまして、外国でも同じような方法でお酒を造っているところがあります。お酒が好きな人の執しゆう念ねんって、怖いですね」

　ライナはそう言って笑った。

　翔馬たちを乗せた竜車は、川に沿ってさらに上流へと進んでいった。

　クラフトの里についたのは、その日の午後三時ごろだった。

　そこは、大きな山のすそ近く。川沿いに岩いわ肌はだがむき出しになっていて、その岩がん壁ぺきの真下がクラフトの里だった。

　作業場らしい大きな屋根を持った建物や、金属を精せい錬れんするための炉ろの煙えん突とつがいくつも立ち並び、白い煙けむりを吐はいている。

　里の後ろにある岩肌には、いくつも穴が開き、そこをつないで、人が歩けるように足場が組まれている。

「あの岩壁の穴が、ミルチの言っていた、ミスリルの鉱山か……」

「そうだヨ、あそこからずーッと中に掘ほり進んでいるんだヨ。ミスリルは硬かたいしキレイだし、鉄みたいに魔法の邪じや魔ましない、最高の金属だヨ。鎧よろいや剣けんや食器、あと、車の飾かざりとか、釘くぎにも使ってるんだよ？」

　瀬里奈は、竜車の窓まど枠わくに使われているペイズリー柄がらの装そう飾しよくに触さわってうなずいた。

「そうよね、ミスリルってホント、いろんなとこに使ってるよね。銀みたいだけど、銀じゃないし、変わった金属よね……向こうの世界じゃ見たことが無いわね」

　瀬里奈が触っている窓枠の装飾を見て、翔馬は首を振った。

「いや、このミスリルって、俺たちの世界にもある……と思う」

「え？　噓うそだあ、私、見たこと無いよ？」

「そりゃそうだ、俺たちの世界じゃ貴金属だ……こっちの世界でミスリルって呼ばれているこの金属の正体は、おそらくプラチナだ」

「ぷらちなぁ？」

　瀬里奈はすっとんきょうな声を上げた。

「プラチナって、あの白金とも言われて、結けつ婚こん指輪とかに使われるアレのこと？　すごい高いんじゃなかったっけ？」

「そうだぞ、指輪一個で何万ってするんだ。この窓枠の飾りだけでも、俺達の世界に持っていけば、何百万って値がつくだろうな」

「うはあ、プラチナの鎧に、プラチナのお皿、椅い子すや机のクギまでプラチナ……すごい贅ぜい沢たくな世界なんだねこの世界」

「まあな。でも、こっちの世界では俺達の世界の鉄並みの、ありふれた金属でしかないわけだ……価値観ってのは面白いよな……」

　そう言って笑った後で、翔馬は考えた。

　──でも、確かプラチナって、銀よりもずっと高い温度にしないと溶とけないんじゃなかったか？　プラチナの装身具を南米で奪うばったスペイン人が、ヨーロッパに持って帰ったけど、溶けないし加工できないというので、銀の偽にせ物ものだと言われて捨てられていたって、なにかで読んだ覚えがある……この世界の金属冶や金きんの技術って結構進んでいるのかもしれない。

　やがて、翔馬たちを乗せた竜車は里の中に入った。

　メインストリートの両側には、鎧や兜かぶとなどを磨みがいている武器工こう房ぼうや、軒のき先さきに鎌かまやハンマーの半製品を並べた農機具工房などが並び、ミルチとあまり身長のかわらない、ずんぐりむっくりとした体型の男たちが、忙いそがしそうに働いている。

　そんな中に、軒先で身長三メートルはあろうかという人形が、両手でクランクを回している工房があった。

「大きな人形が動いているけど、あれの動力源は何だ？　電気か？　それとも水力とか……」

「え？　人形？　どれのこと？」

　ミルチは、きょろきょろと、あたりを見回した。

「ほら、あれだよ」

　翔馬が指差す先を見たミルチは笑った。

「なあんだ、ゴーレムのことか。人形って言うから、もっとカワイイものを想像しちゃったヨ」

「ゴーレム？　じゃあ、あれは魔法で動いてるのか！　すげえな……ってことは、人間そっくりのゴーレムとかもいるってこと？」

「あははは、無理無理。ゴーレムは単純な動きを真似まねることしかできないヨ。あんな風に、砥と石いしを回す仕事とか、炉に風を送るふいごを前後ろに動かす仕事とか。

　人間みたいに歩かせようと思ったら、ものすごく複雑な動きが必要だヨ。とてもそんなことはできないヨ」

「そうなんだ……ゴーレムって重い荷物持って人の後をついてきてくれるような、そんなイメージがあったから……」

　ミルチと翔馬の会話を聞いていたライナが、笑いながら言った。

「ゴーレムは、魔法の力で人と同じような動きをする人形ですが、その動きは、単純なものの繰くり返しです。人間にとって長時間、単純作業を続けることは苦痛です。そのため単純作業を反復する仕事にうってつけのゴーレムが作られるようになったのです」

「ゴーレムは文句言わないもんね」

　ライナはうなずいた。

「ゴーレムが発明されるまでは、こういう単純作業も人間がやっていました。効率を上げるために、労働を強制する魔法すらあったのですよ。今は禁止されていますけどね」

「へえ、そうなんだ……え？　でも、この前ライナさんに、暗算能力が上がる計算魔法を掛けられましたけど、あれって強制みたいなものじゃないんですか？」

　ライナは小首をかしげた。

「うーん、そう言えばそうですね。確かに数を数える計数魔法とかは、一種の強制ですね。でも、そういった魔法にはすべて制限時間が厳密に決められています。十五分以上の魔法を継けい続ぞくできないようになっていますので、強制と言えば強制ですけど、魔法を掛ける側と掛けられる側が納なつ得とくしているならば、単なる労働の一形態として認められてます」

「納得してない相手に、計算魔法掛かけて計算させるのは拷ごう問もんだと思うヨ。あれはすっごく頭が疲つかれるもの」

「確かにそうだ、頭の中に血がぎゅっと集まったような気がしたものな」

　翔馬は、そう答えた後で考えた。

　──この世界のゴーレムって、いわば、俺の世界の産業用のロボットみたいなものなのかもしれないな……。




　やがて、里の真ん中にある広場のようなところで竜りゆう車が停まった。

「ついたヨ！」

「乗り心地ごこちは良かったけど、狭せまい部屋の中でじっと座っているのは、やっぱり辛つらいな」

　そんなことを言いながら翔馬が扉とびらを開けて竜車から降りようとしたとき、護衛の竜りゆう騎き士しを率いていた隊長が翔馬を止めた。

「おっと、降りるのは、もう少しお待ち下さい。先行した私の部下が、安全を確かめていますので……」

　護衛部隊の責任者であるカルダモンは、にこにこ笑いながら竜車の扉の前に立って、ちらりと視線を里の後ろにある岩壁の方に投げた。

　その視線を追った翔馬は、岩壁の上の方に見える鉱山の入り口で、手を振ふっている兵士に気がついた。

　よく見ると、その兵士は王立竜騎士団の制服である青いズボンをはいていた。

「あそこからなら、里全体が見張れますね……」

　何の気なしにつぶやいた翔馬の言葉を聞いて、カルダモンは、にやっと笑った。

「そう、そしてこの車を降りる瀬里奈様を狙ねらって弓を射ることも可能だ。そんなことの無いように、敵が潜ひそみそうな危険な場所にはあらかじめ部下を送り込んでおいた」

「竜車の周りに張り付いているだけが護衛じゃない、というわけですね」

　カルダモンは笑いながら首を振った。

「いや、護衛がついているんだぞ、と見せるのも大切なことなんだ、それはメッセージだからね……さて、安全が確かく認にんできました。どうぞ、お降り下さい」

　竜車の客室キヤビンから降り立った翔馬たちを、城を一足先に発たったサフェダ老たちが出で迎むかえた。

「おお、お待ちしておりました。里を挙げて歓かん迎げいさせていただきます、どうぞこちらへ！」

　そう言われて案内されたのは、里の中央にある広場に面した、大きな建物だった。

「ここは、クラフトの里の集会場だヨ。普ふ段だんは、毎月二十日に開かれる市場に使われてるけど、三年に一回、ここに里の人間全員が集まって、長老を決める会議をするんだヨ」

　ミルチはそう言うと、翔馬たちの先頭に立って、集会場の扉を開けた。

　集会場の中には、様々な工具や機はた織おりの機械、金属加工の半製品などがずらりと並んでいた。

　サフェダ老が進み出ると、自じ慢まんげに、並んでいる品物を指差した。

「さあどうぞ、ご覧下さい！　この里で、どんなことをしているのか、どんなものを作っているのか、一目でわかるように里の工房の品物や、作業場の一部をそっくりここに持ってきましたぞ。

　この中を巡めぐるだけで、クラフトの里のことがすべてわかるのじゃ」

　翔馬は、隣となりにいた瀬里奈の耳に小声で言った。

「……田舎いなかによくある、歴史民族博物館を思い出さないか？」

　瀬里奈は笑いながらうなずいた。

「うん、あるよね、こういうのって。昔の小学校の建物や役場とかを集会場にして、博物館にしているところ……」

　サフェダ老が最初に翔馬たちを案内したのは、鉱山の展示だった。

　大きな岩が、でん、と置かれ、その前につるはしを持った、ずんぐりむっくりの体型の男が立っている。

「ロウェル、始めてくれ」

　サフェダ老が声を掛かけると、ロウェルと呼ばれた男は、胸に下げていたゴーグルを掛け、つるはしで岩を砕くだき始めた。

「きゃ！」

　いきなり動き出したロウェルを見て、瀬里奈が翔馬に抱だきついた。

「びっくりした！　人形だと思った……」

「ああ、そうか。俺達の世界にある、こういう展示物は、みんな人形だものな……」

　サフェダ老が、砕かれた岩の一つを持ち上げて、翔馬と瀬里奈に見せた。

「これがミスリルの鉱石ですじゃ。これを運び出し、さらに砕いて炉に入れると、ミスリルの地金が出来上がるわけじゃな」

「炉は、どうやって温度を上げるんですか？　普ふ通つうに火を燃やしたり木炭にふいごで風を送っても、ミスリルが溶けるほどの温度にはならないと思うんですけど……」

「うむ、そのとおりじゃ、お主は結構物知りじゃな。そのために魔ま法ほう炉ろを使うんじゃ。隣に魔法炉があるから説明するとしよう……ロウェル、もういいぞ、ご苦労じゃった」

　サフェダ老の言葉を聞いて、つるはしで岩を砕いていた男は、手を止め、ゴーグルを外した。

「ご苦労様、驚おどろいちゃってごめんなさい」

　瀬里奈が頭を下げると、ロウェルは笑いながら一礼した。

　サフェダ老が案内した隣の展示は、仕切りの向こうにあった。

「炉が熱いからのう、この仕切りに冷気魔法で冷たい空気を閉じ込めて、炉の熱を遮しや断だんしておるのじゃよ」

　サフェダ老の言葉のとおり、翔馬たちの前には、ゆらゆらと揺ゆれる空気の壁かべがあった。その、陽炎かげろうのような空気の壁の向こうでは、金属精せい錬れん用の炉の炎ほのおが白く輝かがやいていた。

　──炎の温度は、千度以上あるかもしれない。でも、この距きよ離りに立っているのに全く熱さを感じない。これが冷気魔法ってヤツなのか。

「魔法炉の仕組みは、いろいろ複雑なんじゃが、要するに魔法の力で木炭にふいごで空気を送り込むのと同時に、魔法の力を送り込むんじゃな。すると、木炭が燃えるときに凄すさまじい熱を出す。この熱でミスリルを精錬して、地金にするというわけじゃ。

　地金になったミスリルを叩たたいて延ばしたり、型に入れたりするときも、魔法の炉を使うんじゃが、柔やわらかくするだけで良いので、さほど強力な炉は必要ないんじゃな」

　サフェダ老の説明を聞いた翔馬は、ずっと疑問に思っていた事を聞いてみた。

「鉄は使わないんですか？　鉄なら溶よう融ゆう温度が低いから、魔法炉を使わなくても、もっと簡単に精錬も鍛たん造ぞうもできるんじゃないんですか？」

「うむ、確かに、鉄はもっと簡単に加工できる。しかし、鉄は魔法を中和してしまうのじゃな。魔法の技術で生活している我々から見れば、かえって不便な金属なのじゃよ」

「確かに、そう考えてみれば、この世界の人々とは相あい性しようが悪いんでしょうね……」

「相性が悪いだけでなく、鉄はさほど採れるものではない。この国くらいのものじゃろうな、鉄の鉱脈が露ろ出しゆつして、川で砂鉄が採れるのは。

　他ほかの国では、ほとんど鉄は産出せん。わが国の他に鉄が採れるのは、ユーロディエル帝てい国こくの北の方ぐらいのものじゃな」

「ユーロディエル帝国って、この王国と戦争状態になっている国ですよね？」

　翔馬の言葉を聞いて、サフェダ老の顔色が曇くもった。

「左様、この王国の北にある、大国じゃ。

　大国と言っても、国土のほとんどが手つかずの荒あれ地ちで、さほど豊かではない国じゃったが、その貧しさゆえに、国内でいざこざが絶えん国じゃった。

　耕せる土地を争って、領主どもがいつも小こ競ぜり合いをしており、帝国の皇こう帝ていもしょっちゅう代だい替がわりしておった。帝国が様変わりしたのは前の皇帝……女じよ帝ていじゃが、これが帝国皇帝の座についてからじゃ。

　この女帝はうちの女王様と遠とお縁えんに当たる方でな、血筋のせいか、かなり魔ま力りよくの強いお方じゃ。

　この女帝が、ある日一人の男を連れてきた。そして、この男が帝国を変えたのだ。

　森を切り開き、水路をつくり、川の水を風車で汲くみ上げて流し、荒地だった土地を次々に沃よく地ちに変えて行ったのじゃ」

「風車を？　ゴーレムじゃないんですか？」

　サフェダ老はうなずいた。

「うむ、良く働くゴーレムを作るには、魔力の強い魔法使いが必要じゃ。吹ふき込んだ魔力はすぐに尽つきてしまうからな。風車には魔力は必要ない。しかし、風が無ければ動かん。いつでも動く魔力の方が便利だと誰だれもが思っておったが、考えてみれば、完全な無風の日などほとんど無い。風車は動き続け、帝国の人々はこの男の叡えい智ちに驚いた……」

　サフェダ老はそこで言葉を切ると、翔馬の顔を見た。

「お主の持ち込んだ、ジテンシャというモノの考え方に良く似ておると思わんか？　あれは魔法の助けが無くとも、人を速く遠くに運ぶことができる。魔法を必要としない道具だ。違ちがうかね？」

　翔馬はうなずいた。

「はい、そう思います……俺の世界には魔法が存在しません。魔法を必要としない世界です。ですから、竜車のような乗り物には『浮遊フロート』の魔法の代わりに、バネを使ったサスペンションと呼ばれる部品がついていて、それで、地面の凸でこ凹ぼこのショックが座席に伝わらない工く夫ふうがされています」

「うむ、ジテンシャにもついておったな……最初、あれが何なのかわしにはわからなかった。

　そしてその仕組みを知ったとき、わしは驚いた。これがあれば、魔法の能力を持った者を雇やとえぬ、ごく普通の家の者でも『浮遊』の魔法と同じ恩おん恵けいを得ることができる。

『浮遊』の魔法に比べれば、はるかに落ちる乗り心地だが、無いものに比べれば、雲うん泥でいの差だ。ミスリルで同じようなものが作れぬかどうか試ためしてみるつもりだ」

「あ、でしたらマウンテンバイクのサスペンションよりも、板バネの方が簡単かもしれません」

「板バネ？　それはどういうものかね？」

「えーとですね、口で言っても説明しにくいし、何か紙と書くものがあれば……」

　翔馬がそう言って、あたりを見回した……そのとき。

　建物の外から、誰かが鐘かねを叩く、カン！　カン！　カン！　カン！　カン！　という音が聞こえて来た。

　その音を聞いたとたん、サフェダ老たちの表情が変わった。

「警報じゃ！　王都で何かあったに違いない！　村役場に行くぞ！」

　そう言って集会場から飛び出したサフェダ老の後を追って、外に出た翔馬が見たものは、カタカタ、キリキリという音を立ててめまぐるしく動く、腕うで木ぎ信号機だった。

　その動きをじっと見つめていたライナが、静かに言った。

「戦争です……始まりました。城に宣戦布告文が届いたそうです。それと同時に帝国の軍がモーントーン川を渡わたり、中立地帯の中なか州すを占せん領りようしたそうです……」

「戦争か……」

　翔馬はそうつぶやいたが、正直、戦争と聞いてもぴんと来なかった。

　戦争とは、物語や映画、アニメの中にしかないもの……それが翔馬の正直な感想だった。

　──戦争になったら、瀬里奈は戦いに行くことになるのだろうか……いや、間ま違ちがいなく行くだろう。瀬里奈の攻こう撃げき魔法は、とんでもない破は壊かい力がある。

　そして、この王国の人々は、瀬里奈の攻撃魔法に頼たよっている……だからこそ国こく賓ひんとして扱あつかってくれているんだ。

　そんなことを考えていた翔馬は、ライナの言葉で我に返った。

「瀬里奈様と翔馬様を王都に戻もどすために、飛ひ竜りゆうを差し向ける、とのことです……」

「飛竜？　あのテラノドンみたいなヤツ？　あれに乗って帰れって……マジかよ！」
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　結論から言うと……マジだった。

　飛行機には乗ったことがあるし、ヘリコプターも遊覧飛行で乗ったことがある。

　だが、翼よく竜りゆうの背中に乗って空を飛ぶという経験は、そのどれとも違っていた。

　怖こわい。もう、文句なしに怖い。

　周囲にはドアも窓も無い。身体からだをむき出しで風に当たるのだ。

　おまけにシートベルトも無ければ座席すらない。あるのは、革かわで作られた小さな鞍くらだけ。

　それは、オートバイのリヤシートに座って空を飛ぶと考えれば一番近いだろう。

　それでも、飛行機やヘリコプター、ハンググライダーのような直線的な飛び方なら、まだマシだ。

　だが、飛竜は羽ばたくのだ。その飛び方は、小刻みに上じよう昇しようと下降を繰くり返すのだ。つまり、羽ばたくと上昇し、そして羽ばたきを止めて、滑かつ空くうしながら降りてゆく。高度が下がれば再び羽ばたいて高度を上げる。

　ジェットコースターの上下の果てしなき繰り返し……それが飛竜に乗る、ということだった。

　城の屋上にある飛竜の発着場について、飛竜の背中から下りた翔しよう馬まは、そのままそこにへたり込んだ。

「あー、地面の上は落ち着く……」

　翔馬に続いて着陸した飛竜から、ぴょん、と飛び降りた瀬せ里り奈なは楽しそうに笑った。

「あー面おも白しろかった……なにへたり込んでるのよ」

「お前、何とも無かったのか？」

「全然？　ひっさびさに絶ぜつ叫きようマシン乗ったって感じ！　また乗りたいわね！」

　瀬里奈はしれっとした顔でそう答えると、出で迎むかえたジーラのところに駆かけ寄った。

「聞いたわ、戦争が始まったんだって？　私はいつ行けばいいの？　これからすぐ？」

　ジーラはあわてて首を振ふった。

「いえ、今すぐ戦いが始まるわけではありません。帝国が国境線を越こえて、中立地帯に入り、我々に宣戦布告を行った、というだけです。王国としてどう対応するのか、それはこれから始まる御前会議で決まります」

「大だい丈じよう夫ぶ、安心して。戦争になっても、私の魔ま法ほうで追い払はらっちゃうから！　ほら、二年前のときみたいに！」

「いえ、今度はあのときのように上手うまくいくかどうか……とにかくこちらへ。アニス女王様をはじめとする王国の重じゆう鎮ちんの方々が、お待ちです」

　そして、ジーラは翔馬に視線を移して言葉を続けた。

「ショーマ殿どのも、一いつ緒しよに来てくれ。お前は、我々の知らぬ異世界の技わざを知っている。何か、助けになるかもしれん」

「わかりました、お供します」

　翔馬はうなずいた。




　会議は、アニス女王の居室の中で開かれていた。

　部屋の中央には大きな楕だ円えん形のテーブルが置かれ、そこを囲むように、ぐるりと、なにやら偉えらそうな勲くん章しようや装そう飾しよくをぶら下げた中年の男たちが座っている。

　瀬里奈と翔馬の席は、女王のすぐ隣となりだった。

　部屋に入ったときから、翔馬は出席者たちの注目を浴びていた。

「あの男が、瀬里奈様が召しよう喚かんした守護騎き士しか……」

「見たところ、さほど武勇の腕うでも無さそうな男だが……」

「何でも異世界から、得体の知れない魔ま道具を山のように持ち込んできたそうだ。錬れん金きん術じゆつ師かもしれん」

　ひそひそと交かわす声が聞こえてくる中を、瀬里奈と一緒に歩いて並んで席に座った翔馬の後ろには、一緒に飛竜に乗ってきたライナが控ひかえていた。

　ライナは、王室付きの宮きゆう廷てい魔ま導どう師しであり、経理魔法の専門家でもあったため、会議に召しよう集しゆうされたらしい。

「私は、細かい数字が必要な場合のために、こちらで補ほ佐さすることになっております。私が瀬里奈様と翔馬様の補佐を行います。会議などでわからないことや、知りたいことがございましたら、いつでもお尋たずね下さい。

　他の方の発言中であっても、私との会話は非礼にはなりません、御ご安心下さい」

「……会議中に、スマホで検けん索さくするようなものかな」

「すまほ？」

　怪け訝げんな顔をするライナを見て、翔馬はあわてて首を振った。

「あ、いや、なんでもない」

　会議は、部屋の壁かべに掛かけられた、地図が描えがかれた大きなタペストリーを見ることから始まった。

　タペストリーの前に立った白髪しらがの老人は、会議の出席者を見回して一礼した。

「アンゼリカ王国軍参さん謀ぼう総長のミルス・カルダモンです。本日、ユーロディエル帝てい国こくから届けられた宣戦布告文の内容について、これから簡単にご説明いたします。

　宣戦布告文の内容は、前回送付されたものと内容はほとんど変わりありません。ユーロディエル帝国への併へい合ごう、もしくは鉄の鉱脈のあるエデンシア地方と、ベラル川南方の広大な森林地帯の割かつ譲じようを求める内容です。

　回答期限は明後日あさつての十時。要求の受じゆ諾だく無き場合、及および返答無き場合は、敵対行こう為いと見なし、帝国は反はん撃げきする権利を行使する。とのことです。

　……相変わらず、何を言っているのかよくわかりませんが、一言で言うなら『帝国は鉄と森林資源が欲しいからよこせ、言うこと聞かないと戦争吹ふっかけるぞ』ということだと思いますな」

　会議に参加している人々の間に、失しつ笑しようが漏もれた。

　ミルス参謀総長は、笑いながら言葉を続けた。

「帝国が国力の要かなめとしている『機関』を造るには鉄が、そしてそれを動かすには燃料が必要です。帝国は、常にこの二つを欲ほつしている。そして運が悪い事に、わが国にはその二つがあるわけです……」

　参謀総長が、タペストリーの地図の上の方にある川と、その中州を指示棒で指すと、その部分が拡大した。

「すげえ、ズームアップした。あれ、どうやってるんだ？」

　後ろに控えたライナがすかさず答えた。

「拡大の魔法です。タペストリーの表面の空気をゆがめて、凸とつレンズを載のせたのと同じ理り屈くつで、大きく見せているんです」

「へえ、そんなことできるんだ……」

　ライナは自分が掛けているメガネを指差して笑った。

「このメガネも同じ理屈なんですよ？　御ご存ぞんじなかったんですか？」

「色々知らないことが多すぎて、混乱しそうだな」

　参謀総長の言葉は続いていた。

「……帝国軍は前回結んだ休戦条約を完全に無視し、弓と槍やりで武装した歩兵部隊五千人と、竜りゆう騎き兵へい三千人を先発隊として国境のモーントーン川を渡り、中立地帯である中州に進軍させ、そこに砦とりでを作っております。

　さらに川の北岸には、本隊と思われる兵力二万人近い大部隊が待機しており、国土割譲の受諾があれば、即そく座ざに川を渡わたり国土を占せん領りようし、受諾が無ければ、同じく、即座に川を渡り侵しん攻こうを始めるものと思われます」

　参謀総長の言葉を聞いて、翔馬の右みぎ隣どなりに座っていたジーラが、ぼそり、とつぶやいた。

「戦争になっても、ならなくても、国境を越えるのは同じ。ということか……準備する方は楽でいいな」

「やめる気はない。ってことですよね」

「そういうことだ」

　ジーラがうなずいた。

　参謀総長は、指示棒を、川の南側に当てた。

「一方我が王国軍は、兵士二千人を、この南側の河原を見下ろす台地に作ったモーントーン砦に配置し、帝国軍の動静を監かん視ししています。

　砦は堅けん固ごな石造りであり、そう易やす々やすとは落ちない……はずですが。さすがに五倍の数で攻せめられれば、持ちこたえることはできません。帝国の先発隊を相手するだけで精せい一いつ杯ぱいでしょう。

　現在、国内の各村々に動員令を出しており、予よ備び役えきと民間防衛隊員を合わせた約五千人が王都に向かっています。

　彼らはすでに訓練済みの兵士であり、装備を調ととのえれば、そのまま最前線に向かわせることができます。

　これと、王立騎士団と近衛このえを合わせた、千人の竜騎兵を含ふくめた合計六千人が、今現在我々が投入可能な最大兵力であります」

　出席者の一人がぼそりとつぶやいた。

「帝国の総兵力が二万八千人、わが国は配備済みの二千人を含めて八千人。敵の数は三倍以上か……」

「こうなると、やはり瀬里奈様の破は壊かい魔法に頼たよるしかありませんな……」

　出席者の視線が瀬里奈に集中した。

　瀬里奈は、自信ありげに胸を張った。

「任せて！　また、爆ばく破は魔法と電でん撃げきを食くらわせて追い返すから！」

　瀬里奈の返事を聞いた参謀総長は、困ったような顔で、軍人らしい若い男を見た。

「その件について、情報部のフィラメント少しよう佐さから気がかりな情報が入っているので、説明してもらおう」

　若い軍人が、立ち上がった。

「王国軍情報部のフィラメント少佐です。主に、帝国国内の情報を収集し分ぶん析せきしております。御存じのとおり、帝国軍は二年前にも我がアンゼリカ王国に侵攻を企くわだてました。

　あの時も同じようにモーントーン川の浅あさ瀬せを渡り、中立地帯の中なか州すを占領し、王国領に侵しん入にゆうを企てたところで、目の前で瀬里奈様の破壊魔法を見せ付けられ、その恐おそろしさに、パニックを起こして壊かい走そうしました。

　普ふ通つうに歩いて渡れる浅瀬で、千五百人以上が溺でき死し寸前の状態となり、我が王国軍の兵士に救出されるという、帝国軍の面めん目ぼくが丸つぶれになる醜しゆう態たいを晒さらしました。

　帝国軍は、あの戦いの敗因を兵士たちの恐きよう怖ふ心しんに原因があると判断し、瀬里奈様の破壊魔法を見てもパニックに陥おちいらないように『沈ちん静せい魔法』を使う術師を兵士たちの背後に用意する、という方策を採りました。

　これによって、帝国軍は燃え盛る炎ほのおの中でも、矢の雨が降り注ぐ下でも、顔色一つ変えずに進む無敵の兵士を作り上げることに成功したのです」

　会議に出席している、高位の魔ま導どう師しらしい老人が言った。

「……そういった、人道に反した魔法の使い方は禁きん忌きに触ふれるぞ！　けしからん！」

　フィラメント少佐は、うなずいた。

「ええ、明らかに禁忌に触れます。しかし帝国側は、瀬里奈様の魔法自体が禁忌に触れるのだから、文句を言われる筋合いはない。と言い張っております。

　いまだ交戦しておりませんので、明確なことは言えませんが、二年前のように、戦わずして敵が自じ滅めつしてくれるような状じよう況きようにはならないものと思われます」

「敵が自滅しなくとも、瀬里奈様の魔法そのものに対たい抗こうできるわけではない。鉄の鎧よろいなどを身に着ければ、魔法から逃のがれることができるが、それは逆に、治ち癒ゆ魔法や止血魔法という回復系の魔法の恩おん恵けいを失うことでもある。

　弓矢を射掛け合い、槍を振ふるって戦う戦場で、治癒魔法や止血魔法が使えないのでは、恐ろしくて戦えない。つまり、兵士を恐怖に陥おとしいれることはできなくとも、兵士の群れを、爆ばく発はつの魔法で吹き飛ばすことは可能、ということだ」

「うむ、あの爆発の威い力りよくは、一いち撃げきで、兵士五～六人を吹き飛ばせる！」

「ここは一つ瀬里奈様に頑がん張ばっていただくしかあるまい……」

　会議に出席していた諸しよ侯こうの無責任な言葉を聞いて、翔馬はむかついた。

　──なにが、瀬里奈様に頑張っていただく……だ！　何もかもすべて瀬里奈に任せて、自分たちは何もしないつもりか！

　敵の数は二万を超こえているんだぞ？　それを瀬里奈一人で何とかできるわけがないじゃないか！

　そう思った、そのとき。

　アニス女王がにっこり笑って、翔馬を見た。

「翔馬殿どの、何か申したいことがあれば、どうぞおっしゃって下さい……」

「え？」

　驚おどろいて顔を上げた翔馬は、アニス女王の目を見て、気がついた。

　──ヤバい。今の俺が思ってたこと、全部女王様にバレてる……いや、でも、女王様がそれを言えと言ってくれたってことは……。

　翔馬は、覚かく悟ごを決めて発言した。

「瀬里奈一人の魔ま力りよくで、どれくらいの数の敵を倒たおせるのか考えてから、発言していただきたい。瀬里奈の爆破魔法を私も目の前で見ました。確かに一撃で六人ほどが吹っ飛ぶ威力があります。しかし、敵の数は二万八千人ですよ？　一回の魔ま法ほう攻こう撃げきで六人しか倒せないとしたら、一体、何回魔法を唱えればすべてを倒せるとお考えですか！　計算してみればいい！　えーと……」

　後ろに控えていたライナが小声で言った。

「四千六百六十七回で、やっと全部倒せます……」

「そうか、ありがとう……今聞いたところでは四千六百六十七回唱えなければ、すべての敵を倒せないそうだ！　いかに瀬里奈の魔力が強大だとはいえ、それほどの回数を唱えられるわけがない！　瀬里奈の魔法に頼り切って、それでなんとかなると思わないでもらいたい！　そもそも、この世界は魔法の世界じゃないのか？

　なのに、なんで弓矢や槍で戦わなくちゃならないんだ？　魔法の世界なら魔法で戦えばいいじゃないか！　ここにいる人たちもみんな魔法使いなんだろう？　だったら戦えばいいじゃないか！　火球をぶつけたり、冷気をぶつけたりすれば、それだけで、敵にダメージが与あたえられるじゃないか！」

　出席者たちはお互たがいの顔を見合わせて、失笑した。

「いやはや、この若者は間ま違ちがいなく異世界の住民ですな」

「魔法攻撃などというモノが、何の効果も無いことを御存じ無いようだ」

　怪け訝げんな顔をする翔馬を見て、フィラメント少佐が口を開いた。

「確かに我々の間にも攻撃魔法はあります。先ほど、ショーマ様がおっしゃった、火球をぶつける、というのはれっきとした攻撃魔法です。しかし、それに対してはちゃんと抵抗レジストする魔法が確立しているのです。冷気魔法がそれです。

　火球を生じさせてそれを投げつけても、相手が冷気魔法を唱えて抵抗レジストしてしまえば効果はありません。火球などの魔法が有効なのは、不意打ちで、なおかつ相手が護ご符ふなどを持たぬという、相手に抵抗できる暇ひまが無いときです。

　この世界では、誰だれもが魔法を使えるがゆえに、戦いに魔法は使えないのです」

「わかりました……」

　翔馬はそう答えた後で、考えた。

　──でも、この世界は魔法が使える世界なんだ。生活魔法って言えばいいのかな？　計算とか、醸じよう造ぞうとか、そういう魔法はいくらでもある。

　──待てよ？　この生活魔法を応用すれば、魔法で戦う方法を編み出せるんじゃないかな？

　そう考えたとき、翔馬の脳内に何かがひらめいた。

　──敵の兵士を殺す必要は無いし、傷つける必要も無い。ようは、戦えなくしてしまえばいいんだ。

　手足の自由を奪うばってもいいし、眠ねむらせてもいい。何か、そういった魔法は無いだろうか？

　……そういえば、俺はライナさんに、計算魔法を掛かけられて、嫌いやでも暗算をするハメになった。

　あれは、人間に強制的に計算させる魔法だったな。

　あれを敵の兵士に掛けたらどうなる？　計算魔法を掛けて、大声で計算式を怒ど鳴なるんだ。そうすれば、魔法に掛かった敵の兵士は嫌でもその計算式を暗算しなくちゃならなくなる。計算が苦手な兵士なら、頭が痛くなって、もう戦争どころじゃないはずだ……。

　翔馬が、そこまで考えたとき、アニス女王が大きくうなずいた。

「それは実に面おも白しろい方法ですね。翔馬殿、今のお考えを皆みなさんにお伝え下さい」

　翔馬は、もう驚かなかった。

「はい、わかりました」

　翔馬はそう答えると、居並ぶ出席者を見回しながら言った。

「俺は今、フィラメント少佐から、この世界では攻撃魔法はレジストされるので、効果が無いと教わりました。確かに、攻撃魔法は知られ尽つくしており、対抗策があるので、意味が無いのでしょう。

　でも、抵抗の方法が無い魔法なら、効果があるのではないかと思うんです」

「抵抗の方法が無い魔法だと？」

「そんなものは無いぞ？　飛ひ翔しよう魔法で剣けんを投げても、同じ飛翔魔法で中和されてしまう」

「そういった、攻撃の魔法ではありません。ごく普通の実務魔法で戦うのです」

「実務魔法で戦うだと？」

「はい、たとえば、計算魔法。こいつを敵の兵士の群れ全体に掛けて、大声で計算式を叫さけべばどうなりますか？　敵の兵士は、嫌でも暗算をしなければなりません。意思とは関係なく、計算させる魔法ですから、戦うことなんかできませんよね？

　魔法に掛からないためには、鉄の防具をつければいいのですけど、それを使えば『沈静魔法』も『治癒魔法』も効かなくなりますから、敵の兵士は、こちらの掛ける実務魔法を防ぐすべがありません。

　それに、これが一番重要なところなんですけど……『計算魔法』とか『計数魔法』とかを『抵抗レジスト』する魔法ってありますか？」

　翔馬の言葉に、会議室がざわめいた。

　出席者の後ろに控ひかえている、宮きゆう廷てい魔ま導どう師したちが、お互いの顔を見合わせて首を振るのが見えた。

　出席者の中にいた、高位の魔導師らしい老人が、言った。

「いや……実務魔法をレジストする魔法は無い、少なくとも聞いたことは無い。そもそもそんな魔法を誰も必要としていないのだ。実務魔法の効果を上げる補助魔法こそあれ、無効化する魔法は無い」

　翔馬はにやっと笑った。

「では、実務魔法を使えは、効果は抜ばつ群ぐんだ。ということですね？」

　会議の出席者は、一いつ斉せいに周りの者と議論を始めた。

「上手うまく行くとは思えん！　聞いた事も無い方法だぞ？」

「いや、聞いた事も無いからこそ効果的なのではないかな？」

「そもそも、どうやって魔法を掛けるのだ！　近づけば矢が飛んでくるぞ？」

「いや、到とう達たつ範はん囲いを延ばす方法もあるはずだ。もしくは物もの陰かげに隠かくれるとか、どうにでも応用が利きくだろう」

　やがて、一人の中年男が声を上げた。

「いや、その方法は使えない。なぜなら計算魔法にしろ、計数魔法にしろ、効果が持続するのは最大でも十五分だからだ！

　最初の十五分はいいだろう、だが、時間切れになれば、兵士は我に返る。そうすれば元もとの木もく阿あ弥みだ！　計算魔法も計数魔法も、十五分目め一いつ杯ぱい掛けた後は十五分休ませねばならない、連続して魔法を掛けるのは労働基準禁忌に触れる。不可能だ！」

　それに答えたのは、ライナだった。

「お言葉ですが、その問題は、クリアできると思われます。皆さんは御ご存ぞんじないかもしれませんが、私たち宮廷魔導師の、特に経理魔法を専門にやっている魔導師の間には、密ひそかに伝わり、主に決算期にのみ使われる、門外不出の持続効果を延長する魔法があるのです。この魔法を掛ければ、掛けられた人間が意識を失うまで、延々と計算をさせることが可能です。

　労働基準禁きん忌きに触ふれる、こういった黒ブラツク魔法は、知られていないだけで、いろいろな種類があると思われますので、調べる価値はあると思います！」

　──こっちの世界でも、そういう類たぐいの魔法を使う会社は、やっぱりブラック企き業ぎようって呼ばれるのかな？　ライナの言葉を聞いた翔馬が、そんなことを考えていると、別の男が否定的なことを言い始めた。

「持続時間の問題はクリアできるかもしれん。だが、問題は魔法を掛ける対象が多すぎるということだ！　経理魔法は元々室内で少ない人間に掛けるものだ。

　戦場のような広い場所で、それも何千人という兵士に向けて同時に掛けることなどできるわけがない！」

　それに答えたのは、何と、瀬里奈だった。

「私はその方法を知っています！　エリア拡大の魔法です！　これを補助魔法として使えば、計算魔法を何千人という対象に掛けることができます！」

　魔導師らしい老人が、瀬里奈の言葉を聞いて目を丸くした。

「範はん囲い拡大の魔法は、魔法書に記述はあるものの、誰も使ったことのない、忘れ去られた遺失魔法に含ふくまれておる……なにゆえに瀬里奈様がその魔法を？」
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「王宮の図書室で読んだ魔法書にあったの。大昔は、麦を刈かるときに、何百人という農民にこの魔法を掛けて、一斉に麦むぎ刈かりをやらせたって記録があって。今は禁止されているって書いてあったけど、禁止されている魔法って、なんだかスゴイ魔法かもしれないって思って、色々調べて使えるようになったんだけど、思ったより地味なんで、誰にも言わなかったの……」

「今でも使えるのか？」

「うん、できるよ、覚えてるもの」

「よし！」

　翔馬は、そう言ってうなずくと、アニス女王に向き直った。

「女王様。ここで議論していても始まりません。戦争はもうそこに迫せまっています。今は議論ではなく、できるかできないかそれを確かめ、できるのなら、より効果的に使う方法を考えるべきだと思います！」

　アニス女王はうなずいた。

「翔馬殿の言うとおりです、今はもう議論している場合ではありません。実際に効果のほどを確かめ、使えそうならば直ちに魔導師を召しよう集しゆうし、部隊を編制して現地に向かわせましょう！　大国が力と数で攻せめ寄せるなら、私たち小国は、知ち恵えと勇気と工く夫ふうでそれを退けるのです！

　たった今から、できるできないの議論は禁止します。発言は、どうやってやるのか、ということだけで進めましょう」

　会議の出席者は、それぞれにうなずくと、発言を始めた。

「まずは、ブラック魔ま法ほうの使い手を集めるところからだ！　経理魔法の経験者を探し出そう！」

「計算魔法と同じように、計数魔法にも労働基準禁きん忌き違い反はんのブラック魔法があるらしい。織機工こう房ぼうでは今でも布の糸を数えるために使われているそうだ。すぐに人を走らせて確認しろ！」

「瀬里奈様の拡大魔法の範囲を確認したい。中庭に近衛このえ兵を並べて実験したらどうだ？」

　様々な方策が飛び交かう中で、翔馬はライナが持ってきた実務魔法のリストの中に、使えそうなものがないか確認していた。

　──そう言えば、醸じよう造ぞう魔法って、何かに使えないかな？

　あれは、どうやら俺達の世界では酵こう母ぼがやっている、糖をアルコールに変えるという工程を、魔法でやってしまう、というものらしい。

　確か、それって化学の授業の時に教わった、ブドウ糖の水酸基を酸化させてエチルアルコールを作る反応だよな。それを微び生せい物ぶつがやるのではなく、人間が一いつ瞬しゆんにして魔法でやってのけてしまう、というのはすごいよな。

　化学プラントも何も無しで、糖を一発でアルコールに変えることができるんだものな。

　そこまで考えたとき、翔馬の脳内に一つのアイディアが浮うかんだ。

　──これって、上手くすればすごい効果だぞ？　でも、本当にできるのかな？　試ためしてみたいな……。

　翔馬は、手を挙げて聞いた。

「一つ面白い方法を考えました。醸造魔法の専門家の方を呼んでいただけませんか？」




　こうして、翔馬が提唱した「実務魔法攻こう撃げき作戦」は正式に承認され、王国中の魔法職人がぞくぞくと城に呼び集められることとなった。







　第六章　前代未聞の戦い　CHAPTER SIX







　夜明け前。

　西の空は、まだ夜の色だが、東の山々の向こうに広がる空は濃こい群ぐん青じよう色から青空へと変わり始めている。

　山の稜りよう線せんが輝かがやき出すのも、もうすぐだろう。

　モーントーン砦とりでの城じよう壁へきに立つ翔しよう馬まの目の前には、広い河原が広がっている。

　アンゼリカ王国と、ユーロディエル帝てい国こくとを隔へだてる国境のモーントーン川の河か川せん敷しきだ。

　雪解けのシーズンや大雨の季節には、きっと川かわ幅はば一いつ杯ぱいに川が流れることがあるのだろうが、初夏である今の季節は川の水量が下がり、河川敷は石を敷しき詰つめた広い河原になっている。

「もうすぐ夏だけど……さすがに明け方は寒いね……」

　ごそごそと翔馬の隣となりにやって来た毛布の塊かたまりが、瀬せ里り奈なの声で言った。

「まだ寝ねていればいいのに。戦争が始まるのは午前十時だって、ジーラさんが言っていたよ？」

「うん……目が覚めたら、なんだか寝ね付つけなくって……」

　瀬里奈は、頭からかぶっていた毛布をぬいで肩かたに掛かけると、翔馬の顔をのぞき込んだ。

「いきなり戦争に巻き込まれちゃったけど……怒おこってる？」

　翔馬は首を振ふった。

「いや、戸と惑まどいはあるけど、怒っちゃいない。確かに、この戦争は俺の世界とは全く関係ない世界の、関係ない国の戦争だ。

『知らねーよ』と言って逃にげたって、何の問題もないかもしれない。

　でも、全く関係ないわけじゃない。この王国は、瀬里奈を受け入れてくれた。あのアニス女王様とか、ミルチとかライナさんとか、クラフトの里のサフェダ老とか、みんないい人たちだ。あの人たちのために何かできるのなら、そのために頑がん張ばることは間ま違ちがっちゃいないと思うんだ。

　正直言って、心のどこかでワクワクしている。それは、俺が戦争ってものを、マンガやアニメの中でしか知らないからで、本当の戦争は、血なまぐさくって、悲ひ惨さんで、直視できないものなのかもしれない。

　だから、誰だれもが戦争を回かい避ひしようとする。戦争にならないように努力する。

　でも、相手が『土地を寄こせ、資源を寄こせ、さもなくば戦争だ。俺は本気だ』って言い出して攻撃して来たら、逃げるわけには行かない。

　自分の権利って、誰かに守ってもらうものじゃないんだ。

『なんとかしてくれ』って誰かに頼たのむ前に、まず自分で『なんとかする』って意思が必要なんだと思うんだ……」

「かわんないね、翔馬って……」

「そうか？」

「うん、そうだよ。昔っから人任せにしないで、なんでも『俺がやる！』って言って、やりたがって、前に出ていたじゃない」

「そうやって、出て行って失敗して、責任負わされて叩たたかれて……でも、俺って懲こりないよなあ。なぜだろう？

　俺は思うんだけどさ、出て行って、失敗して、もういやだ、二度と出て行かない！　ってなっちゃう人って、完かん璧ぺきじゃないとダメだと思ってる人だよな。

　最初から自分に対する評価が高くて、完璧超ちよう人じんじゃないとダメだと思い込んでる。

　俺みたいに、ダメでもともと、と割り切れば、色々楽しいと思うんだけどなあ」

「そういうのって、性格だね。きっと、翔馬は向いてるんだよ、戦争とか、そういうのに」

「なぜだろう……あんまり嬉うれしくない」

　翔馬は苦笑いしながら答えた。




　午前十時。

　戦争は、双そう方ほうの演説の応おう酬しゆうから始まった。

　川の中なか州すから、まるで拡声器で話しているような、大声が聞こえて来た。

『アンゼリカ王国に告げる！　アンゼリカ王国に告げる！　貴国は、我がユーロディエル帝国の再三にわたる親愛の情を元にした寛かん大だいなる併へい合ごうと割かつ譲じようの申し入れに対し、これを無視するという暴挙に出た！

　汝なんじらのような小国が、我が強大なるユーロディエル帝国に臣下の礼を取るは、これ必定である！　にもかかわらず、我が帝国は、対等の立場として扱あつかい、三日の猶ゆう予よすら与あたえて親書を送った。

　そして今、返書の期限は過ぎた！

　かくのごとき寛大な、我が帝国に対し、なんら返答は無く、あまつさえ国境の砦に兵を置くという無礼極きわまりない行動に出たアンゼリカ王国は、もはや国に非あらず！　無法者の群れ、山さん賊ぞくに等しい！

　賊を討つは正義の理ことわりなり！　帝国はこれより数万の精せい鋭えいを以もつて、目前の賊を討うち滅ほろぼす！

　潔いさぎよく我が軍門に降くだれば、生命だけは保証する！

　されど、無む思し慮りよな抵てい抗こうに出れば、汝らは死を以て、その意味を知るであろう！』

「あのおっさんすげえな……あの距きよ離りからここまで聞こえる大声を出せるのって、ちょっとした特技じゃないのか？」

　翔馬のつぶやきを聞いた瀬里奈は笑いながら首を振った。

「拡声魔法ってのを使っているのよ、地声じゃないわ。機械も魔法も使わないであの声が出せたら化け物よ」

「なんだそうか……と言うか、そんな魔法まであるんだ……知らなかった。それにしても、なんだか悠ゆう長ちような戦争だな。日本史の授業で教わった、やあやあ我こそは……という名乗りを上げる源平合戦の頃ころの戦争みたいだな」

「二年前もこんな風だったわね……あ、ほら、見てて、ミルスのお爺じいちゃんが、言い返すから」

　瀬里奈の指差す先に、煌きらびやかな軍服を着て、アンゼリカ王国の旗の下に立つ、ミルス参さん謀ぼう総長の姿があった。

　斜ななめ後ろに座った、魔法兵が、指先を文字を描えがくように動かしてから、ミルス参謀総長の口元を指差すと、参謀総長の口の前に、何か透とう明めいのメガホンのようなものが、ゆらりと浮き上がった。

『えー、ゴホン！　あ、失礼』

　参謀総長の咳せき払ばらいがあたり一帯に響ひびき渡わたった。

「うわ、うるせえ」

　翔馬と瀬里奈は思わず耳を塞ふさいだ。

「もっと下がったほうがよろしいですよ、拡声魔法は横と前だけに効く魔法ですから」

　ライナの言葉を聞いた翔馬と瀬里奈が、あわてて後ろに下がると、参謀総長の声は、すっと小さくなった。

『アンゼリカ王国軍参謀総長、ミルス・カルダモン中ちゆう将じようから、謹つつしんでお返事申す！

　そもそもユーロディエル帝国は、北方の野や蛮ばん国にして、国土は広けれど、その富は少なく、ネコの額ほどの耕作地を巡めぐって、貧びん乏ぼう領主が反乱内乱をくりかえす、どうしようもない国であったのは紛まぎれもない事実！

　されど、近年、使い道の無かった鉄と、北の膨ぼう大だいな森林を利用した『機関』なるからくりを作り出し、その力で繁はん栄えいを始めた。

　その才覚には、我々も賞賛をおくるべきであろう。だがしかし、この『機関』は、恐おそろしいほどの燃料を必要とする！

　気がつけば、帝国北部の森林は丸まる裸はだか。治水効果を失った森林は、雪解けの季節と秋の大雨には川が大洪こう水ずいを起こすようになってしまった。

　いかに『機関』の恩おん恵けいがあろうとも、国土を荒こう廃はいさせ、耕作地を失っては元も子もあるまいに、帝国皇こう帝ていの大おお馬ば鹿かは、そんなことにはお構いなしで、無くなればよその国から取ってくればいいとばかりに、近きん隣りん諸国を脅おどしつけ、併合と言えば聞こえはいいが、なんのことはない、軍隊並べて押し込み強ごう盗とうを繰くり返す、天下無敵のならず者国家に成り下がった。

　それが国家のやることか？　お前ら帝国に敬意を持つ国は、この世界を探してもどこにもない！

　知っておるか？　今、この世界で、一番ひどい罵ば倒とうの言葉は『帝国民』なのだぞ？

　国民が国の名前を名乗れぬほどに忌いみ嫌きらわれる国家と化したご感想はいかがかな？

　その、口に出すのも恥はずかしい『帝国民』が、またしても、わが国の森林と鉄を欲しさに、押し込み強盗を働きにやってきた。

　好きで争うわけではないが、掛かる火の粉は払はらわねばならぬ！

　我が王国の守護天使、瀬里奈様の攻こう撃げき魔ま法ほう、その身で味わってもらおうか！

　その川を渡り、我が国土を一歩踏ふんだそのときに、究極の破は壊かい魔法が汝らの身体からだを粉々に吹ふき飛ばし！　神の電でん撃げきが汝らを襲おそうであろう！

　破壊天使の二つ名が噓うそでも大おお仰ぎようでもないことを、その目と身体で知るが良い！

　大おお馬ば鹿か盗人ぬすつと帝てい国こくへの、これが返事だ、大馬鹿者め！』

『ぐぬぬ……』

　帝国の方から聞こえた、うなり声を聞いて、翔馬がつぶやいた。

「言いくるめられると、本当に、ぐぬぬ、って言うんだな……」

　やがて、帝国軍が陣じん取どった川の中州から、ラッパの音が聞こえて来た。

「帝国軍が進軍を開始した！　経理魔ま導どう師し部隊！　迎げい撃げき準備に入れ！　それ以外の兵士は、屋根の下に退たい避ひ！　瀬里奈様の周囲に魔法障しよう壁へきを！」

　ジーラの指示が矢や継つぎ早ばやに飛んだ。

「さてと、じゃあ、到とう達たつ範はん囲いの拡大魔法を掛けに行って来るわ」

「敵の前に姿を見せなきゃならないからな……気をつけろよ」

「うん、魔法連隊の人たちが、ちゃんと障壁魔法を張る用意してくれているから、もし、ここまで届く矢があっても、ブロックできるわ、大だい丈じよう夫ぶ！」

　瀬里奈はそう言ってうなずいた後で、にこっと笑った。

「……心配してくれて、ありがと」

「え？　ああ、お前は俺の召喚主マスターだからな、心配しなくちゃいけないんだろ？」

　瀬里奈は翔馬をにらんだ。

「召喚主じゃなかったら、心配しないってこと？」

「そういうわけじゃないけど、お前、なんだかノリノリで嬉しそうだから。あんまり心配して、テンション下げちゃまずいかな、と思って……」

「確かに魔法はメンタルなものだけど……やっぱりさあ、こう、女の子としては、お前が心配だな、とか言って欲しいわけよ、わかんないかなあ、そういう女心……わかんないよねえ、翔馬はそういうところ、めったくそ鈍どん感かんだから……」

「言えばいいのか？　じゃあ言ってやるぞ、お前のことが心配だ……気をつけろよ」

「……なんだかあまり嬉しくないわ、もっと、こう、気持ちを込めて、言えない？」

　翔馬は、半分ヤケクソで言った。

「ああ、お前が心配だ。ホントは派手なことや、人前で何かするのが苦手なのに、誰かのためなら頑がん張ばってしまうお前が心配だ。無理してるみたいで心配だ。嫌いやなら嫌と言え、言えないお前が心配だ！　これでどうだ！」

　瀬里奈は、目を丸くして翔馬の言葉を聞いていたが、聞き終わると、ふわっと笑った。

「うん、合格……にしておいてあげるわ。なんかヤケクソっぽかったけど、その分本音っぽかったから！」

　瀬里奈はそう言うと、赤いひらひらのドレスの裾すそを翻ひるがえして、砦とりでの城じよう壁へきの上に作られた、ステージのような台の上に駆かけ上った。

　──魔法を掛かけるためには、自分の目で見なくちゃならない。いわば有視界でないと魔法は使えない。

　見晴らしがいい場所に立つのはそういう理由だけど……こいつは多分に心理効果も狙ねらってるな。

　あの真っ赤な魔導師のドレスは、目立つからなあ。

　翔馬が考えたとおり、指揮台の上に瀬里奈が立つのと同時に、川を渡り始めた帝てい国こく軍の兵士の間にどよめきが起こった。

「うわあ、破壊天使だ！　瀬里奈が来たぞ！」

「気をしっかり持て！　恐れるな！」

「沈ちん静せい魔法を掛けろ！　兵士から恐きよう怖ふ心しんを取り除くんだ！」

　川を渡っている兵士の間に、いくつもの白い輪のようなものが浮うかんで、消えていく。

「……あれは？」

　翔馬の隣となりに立って、その光景を見ていたライナが小声で答えた。

「沈静魔法ですね。持続時間を知るために、視覚化されているようです」

　魔法の効果なのだろう、瀬里奈の姿を見て、大きく乱れた兵士の列が、ゆっくりと元に戻もどっていくのが見える。

「恐怖は抑おさえられているようですね、足運びも確実です……」

「最初に掛けるのは計算魔法ですよね？」

「はい、最初の梯団が川を渡りきって河原に入ったところで、掛けます」

　ライナはそう言うと、不安そうに付け足した。

「効果があればいいのですが……」

「大丈夫、城で近衛このえ騎き士し団相手に試ためしてみたら、大成功だったじゃないか。自信持って行こう」

「はい……」

　ライナは、真っ黒な帯のような帝国兵の群れを見つめた。

　帝国兵は、長い横隊を作っている。

　一列あたり約五百人はいるだろう、それが六列の横隊を作って、川を渡ってくる。

　川の水は少なく、深さも膝しつ下かくらいしかない。

　足を動かすたびに白く水みず飛沫しぶきが飛ぶのが見える。

　進んでくる速度はゆっくりだ。川の流れの中では速度を上げるわけには行かないのだろう。

　やがて、先頭の第一列が川を渡り終え、河原に立つのと同時に、走り始めた。

「あ、くそ！　走ってきやがった！」

　翔馬はあせった。

　徒歩の歩兵は、隊列を組んで、足並みをそろえ、やってくるものだとばかり思っていたからだ。

　第一列が走り出すのに続いて川を渡り終わった第二列がその後を追って走り出す。

　列の間隔は二メートルほどある。

「くそ、一いち網もう打だ尽じんってわけにはいかなかったか！　接近されすぎてもダメだ！　イエローラインに到とう達たつしたら、攻撃開始だ！」

　翔馬の言葉を聞いて、ジーラが叫さけんだ。

「経理魔導師部隊！　攻撃用意！　呪じゆ文もん詠えい唱しようはじめ！」

「瀬里奈！　拡大魔法だ！　タイミングを合わせろ！」

「わかったわ！」

　城壁の後ろに隠かくれている、百人の魔導師……そのほとんどが、会社や商店で経理を担当している経理魔導師の女の人たちだった。

　若い人から、オバサンまでさまざまな年ねん齢れい層の魔導師の女の人たちが一いつ斉せいに魔法の呪文を唱え始めた。

『数理の理ことわりをつかさどる素数の精せい霊れいよ、汝なんじは汝のみにして他ほかの数字に侵おかされることなく数としてこの世に君臨す。汝の力を以もつて、この者に数理の叡えい智ちを授さずけ、確たる数値をその意識に植え付けよ……カリ・キュレート！』

　それと同時に、瀬里奈も呪文を唱えていた。

『種たね蒔まきの精霊よ、汝は一ひと粒つぶの麦を広く地に撒まきて、その実りをもたらすものなり。汝の力を以て、我が朋ほう友ゆうの力を、余すことなく、衰おとろえることなく、劣おとることなく、より遠くに届かせよ……一メガ粒・エ万イー倍リア！！』

　二つの呪文が同時に終わった、そのとき。

　城壁の後ろで魔法を掛けた経理魔導師たちの手から、明るいレモンイエローの霧きりのようなものがふわっと飛んで、河原を走って来ている帝国軍の兵士を包んだ。

　次の瞬しゆん間かん、瀬里奈が叫んだ。

「十桁けたの割り算はじめっ！　十二億七千八百六十四万三千九百二十五÷十億九千八百二十一万五千九百二十三は？　続いて、八桁の掛け算、七千八百九十二万四千六百五十一×二千八百十一万六千五百七十二は？　続いて……」

　瀬里奈が、とんでもない桁数の加減乗除の問題を、引きも切らず読み上げていくと、河原を走っていた兵士たちが次々に頭を押さえ始めた。

　ついには立っていられなくなってしゃがみこむもの、その場に倒たおれ伏ふすものが続出し始めた。

　瀬里奈の唱える計算問題が続くと、ついには、河原には立っているものが一人も居なくなった。

　頭を押さえて嘔おう吐とするものや、頭を抱かかえ込んで、地面をのたうつもので埋うめ尽つくされている河原を、瀬里奈の唱える計算式だけが淡たん々たんと流れるという、世にもシュールな光景が目の前に広がっている。

　十五分間にわたる、瀬里奈の計算式の詠えい唱しようが終わったとき、帝国軍の第一陣じん三千人は完全に戦意を失って、河原に倒れていた。

　中なか州すの方からうろたえた声が聞こえて来た。

『こ、これはなんだ、どうしたことだ！　何があったのだ！』

『報告します！　敵はどうやら、何らかの方法で、我が軍の兵士全員に計算魔法を掛けた模様！　経理魔法の強制力には、抵抗レジスト及および中和カウンター魔法がありません！』

　その声を聞いたジーラが、にやっと笑った。

「よほどあわてているようだな。拡声魔法を掛けたままだ」

『どうすればいいのだ！　あのままでは戦えんぞ』

『経理魔法は、もともと少人数を対象にしたもの。何らかの方法で拡大したものと思われますが、それとて限界がありましょう、かくなる上は数の優位を以て……』

　敵の指揮官と参さん謀ぼうの会話はそこで途と切ぎれた。

　翔馬は舌打ちをした。

「ちっ！　くそ、こっちに情報が筒つつ抜ぬけだと気がついたな。そこまで馬ば鹿かじゃないということか。でも、これで向こうの手が読めた。今度は数で来る！」

　河原を見ていたジーラが、右手を上げた。

「まあ待て、あそこで倒れている連中をなんとかするのが先だ。帝国軍が竜りゆう騎き兵へいを突とつ撃げきさせてきたら、竜に踏ふまれて死人が出る。休戦を申し込んで、回収しよう」

「敵に回収させるんですか？」

　ジーラは首を振ふった。

「敵に兵隊を返してやることはない。それにあいつらが倒れているのは、王国の領土だ。こっちで回収して捕ほ虜りよにするのが筋というものだ」

　やがて、拡声魔ま法ほうで、ミルス参謀総長の声が響ひびき渡わたった。

『帝国の将軍に告げる。お前のところの兵隊が、王国領内に侵しん入にゆうしている。見たところ戦闘不能のようだが、このまま放置するわけにはいかん。捕虜として回収するまで休戦を申し込む！　この申し出を断るのなら、兵士の生命は保証しない！

　兵隊なんぞ、死んでも構わん。どうせ消しよう耗もう品だ。勝手に死ね。というのなら、休戦の申し入れを断るが良い。

　兵士といえども、無む為いに死するは国のために非あらず、どうぞ大切にあつかってくれたまえ。というのなら、休戦を受け入れるがいい。返答はいかに？』

　参謀総長の口上を聞いた、翔馬は苦笑いを浮かべた。

「ああいう言い方されれば、誰だれだって、休戦を受け入れるだろうなあ。指揮官が部下に向かって『お前ら消耗品だ死んでも構わん』なんてこと言ったら、兵士はドン引きするものなあ」

　やがて、川向こうから返事が来た。

『休戦を受け入れる……そちらで回収する必要はない、こちらでやる』

『いやいや、川からこっちはわが国の領土。わが国の中で倒れた病人は、わが国が面めん倒どうを見るのが当然。国境線を越こえて新たな部隊を送り込むとあれば、それは休戦とは認められん。手出しは無用。川を渡り始めれば、休戦廃はい棄きと見なす！』

　中州の方は、しばらく無言だったが、やがて、実に悔くやしそうな声が返ってきた。

『……了りよう解かいした。兵士の回収をお願いする』

『こちらも了解した。回収が終わった時点でラッパを以て休戦解除の合図となす』

　参謀総長がそう返事をすると、兵士たちが一斉に、砦を出て、荷物を運ぶ竜車に、倒れた帝国兵たちを乗せ始めた。

　槍やりや剣けんなどを回収する竜車の荷台に、山のように武器や盾たてが積み上げられていく光景を見て、ジーラが嬉うれしそうに笑った。

「……三千人分の武器を労せず手に入れたな。これで予よ備び役えきに武器を持たせることができそうだ……我が王国は貧びん乏ぼうだから、ありがたい」

「次の部隊を撃げき退たいしたら、もっと数がそろいますよ……きっと、今度は今の倍以上……ひょっとしたら一万人くらいで攻せめ込んでくるかもしれません。

　おそらく中州の向こう岸に待機していた本隊を呼び寄せているはずです」

「うむ、おそらく今度は数でくるだろうが……大だい丈じよう夫ぶか？」

「瀬里奈の拡大魔法は、掛かかる人数ではなく、範はん囲いですから、その範囲内にいれば、おそらく大丈夫のはずです。問題は……」

　翔馬がそこまで言ったとき。倒れていた帝てい国こく軍の歩兵の回収が終わったのだろう。ラッパの音が鳴り響いた。

「休戦が終わった！　敵が来るぞ」

　ジーラはそう言うと、城じよう壁へきの覗のぞき窓まどに取り付いた。




　帝国軍の第二陣は、やはり第一陣の歩兵をはるかに超こえる数だった。

「中央の歩兵の数は八千人。その左右に、走竜に乗った騎兵が千人ずつ。計一万です！」

　偵てい察さつ兵が数えた数字を叫ぶ。

「一万人か……」

　翔馬は考えた。

　──中央の歩兵は、計数魔法でなんとかなる。でも、左右から突つっ込んで来る騎兵が問題だ。こいつらは、醸造魔法でなんとかするしかなさそうだ。

「経理魔導師の皆みなさんを中央へ！　左右には、醸造魔法の魔ま導どう師しの方を配置して下さい！　敵は、まず、騎兵を突っ込ませると思われます！」

「わかった！」

　ジーラはそう言ってうなずくと、部下に指示を出し始めた。

　帝国軍の中央には、真っ黒になるほどの兵が集まり、その左右から、竜騎兵が突っ込んでくるのが見えた。

「醸造魔法は赤のラインで掛けてください！　効果が速そつ攻こうで出ない可能性があります！」

「了解！　任せとけ！」

　翔馬の指示に、答えたのは、王立竜騎士団のカルダモン少しよう佐さだった。

　やがて、どどどどど！　という地じ響ひびきが聞こえて来た。

　それは左右から突っ込んで来る竜騎兵隊の足音だった。

　竜騎兵隊が猛もう牛ぎゆうの二本のツノのような形で砦とりでに迫せまった……そのとき。

　砦の左右から、醸造魔導師の、呪文の詠唱が始まった。

『馥ふく郁いくたる酒精の精霊よ、我が求めに応じ、甘き水旨うまき水をその御み手てによって、聖母の涙なみだと為なせ！　その香かおりその酔よい心地ごこちを天に届かせよ……淡麗辛口ソーテ・ミニヨン！』

　次の瞬間。

　薄うす赤あかい霧のようなものが、帝てい国こく騎兵隊を包み込んだ。

　走竜はそのまま走り……続けることができなかった。

　速度の乗った身体からだに足がついていけず、走竜は、つんのめるような形で次々にその場に転てん倒とうした。

　乗っている騎兵たちも、気を失ったように手た綱づなを放し、次々に地面に投げ出されていく。

「やった！　走竜にも効いたぞ！」

　折り重なるように倒れた騎兵隊の方から吹ふいてきた風の匂においを嗅かいで、瀬里奈が顔をしかめた。

「うわっ、酒臭くさい！」

「そりゃそうだ。醸造魔法は、糖をアルコールに変える。いわば水酸基を酸化する魔法だ。こいつを掛けられた人間や動物は、血液中のブドウ糖が、一いつ瞬しゆんにしてエチルアルコールに変わっちまう。

　血中アルコール濃のう度どが上がる、つまり一瞬で酔っ払ぱらうってわけだ。あそこで積み重なってる帝国竜騎兵は全員酔っ払いってわけさ」

「へえ、そうなんだ……走竜も酔っ払うのね」

「走竜は鳥と同じ温血動物だからね、アルコールには弱い。こうかは抜ばつ群ぐんだ、というわけさ。これで騎兵は片付いた。次は歩兵だ」

「任せて！」

　瀬里奈はにやっと笑うと、台の上に駆かけ上がった。

「いくぞ！　経理魔法奥おう義ぎ！　強制計数！」

　城壁の中に集まった、経理魔導師の呪じゆ文もんの詠唱が始まる。

『数理の理をつかさどる素数の精せい霊れいよ。汝なんじは汝のみにして他ほかの数字に侵おかされることなく数としてこの世に君臨す。汝の力を以て、この者に数理の叡えい智ちを授さずけ、確たる数値を計数する能力を与あたえよ……正クリテ確イカル計・カウ数ント！』

　拡大の効果を乗せる瀬里奈の魔法の詠唱が重なり、青い光が、敵の歩兵全体を包み込む。

　そのとき。

　瀬里奈の声が響いた。

『計数開始！　足元の石の数！　始めッ！』

　瀬里奈の声が届いたとたん、目の前の河原を横一列になって走って来ていた帝国軍の兵士が、一いつ斉せいに、ぴん！　と硬こう直ちよくし、次の瞬しゆん間かん、手に持っていた槍や盾を放ほうり出してその場にしゃがみこみ、足元の石の数を数え始めた。

「一、二、三、四、五、六、七……」

　瀬里奈の拡大魔法によって、計数魔法に掛かった兵士は、先頭の列だけではなかった。その後ろの方、ちょうど川を渡り終えたすべての兵士……つまり八千人の男たち全員が、河原にはいつくばって、石を数え始めたのだ。

　ぶつぶつと、数を数える声が、まるで経きよう文もんを読んでいるような低い八千人の詠唱となって河原に響く。

　前を向いてしゃがみこみ這はいつくばった兵士たちは、みんな台の上に立つ瀬里奈の方を向いている。

　その光景は、まるで瀬里奈を崇すう拝はいし、経典を唱える怪あやしい宗教の祭典のように見えた。

　中なか州すから、さっきと同じ、いや、さっきよりうろたえた声が聞こえて来た。

『何だ、あの魔法は！　あんな魔法は見たこともない！』

『御ご安心下さい！　あれは経理魔法の一つ、計数魔法というモノで、正確な数を計る時に使うものです！　あれは労働基準禁きん忌きによって、最長でも十五分しか効果が持続しません！　つまりあの魔法は我々の足止めにしかならないのです！　十五分経過すれば……』

　拡声魔法はそこで切れた。

「圧あつ倒とう的数で押して、降こう伏ふく勧かん告こくでもするつもりで、拡声魔法を掛けていたみたいだな……でも、これで向こうはこっちの魔法が十五分で切れると思っていることがわかった。ならば、その思い込みを打ち砕くだいてやりましょう！　掟おきて破りのブラック魔法を掛けてください！」

　翔馬の言葉にジーラはうなずいた。

「わかった。経理魔導師部隊！　次は君たちの間で伝えられていた、労働基準禁忌破りの闇ブラツク魔法の出番だ！　無限に続くデスクワークの恐おそろしさをあいつらに教えてやれ！」

　城壁の後ろに待機していた経理魔導師の女の人たちが、実に楽しそうに呪文の詠えい唱しようを始めた。

『迫り来る納期の精霊よ、汝との契けい約やくを果たすために、我に禁忌を犯おかす力を与えよ！　さすれば、我は精せい根こん尽つき果てるとも、汝との契約を遂すい行こうせん！　無期限シユラ残業・バー！』

　瀬里奈の拡大魔法が乗った無期限残業の魔法は、黒い霧きりのように目の前で、河原の石を数え続けている兵士を包み込んだ。

　ライナが、どこかすっきりしたような顔で報告した。

「最大効果の呪文を唱えました！　あとは瀬里奈様の命令を果たすまで……つまり、河原の石の数を数え終わるまで、もしくは、疲ひ労ろうして倒たおれるまで、あの兵士たちは延々と河原の石の数を数え続けます！」

「まあ、そんなことはないと思うけど……もし、数え終わっちゃったらどうするの？」

　瀬里奈がにっこり笑って答えた。

「そういうときは、こう言えばいいの。最初から！　始めっ！　てね」

「……うわ、鬼おにがいる」

　河原には、兵士たちのつぶやきが続いている。

『三百二十五、三百二十六、三百二十七、三百二十八……』

　その低い詠唱を聞きながら、ジーラが翔馬に聞いた。

「これで、あの八千人の兵士は、当分あのままだ。敵は次にどう出ると思う？」

　翔馬は考え込んだ。

「そうですね……しばらく待って、計数魔ま法ほうが解けないということを知ったら……おそらく今日は、もう攻めて来ないでしょう。戦争が始まって、わずか数時間で、総兵力の半分を戦せん闘とう不能にされたら、もう戦争継けい続ぞくは不可能です」

「では、これで引くと？」

　翔馬は首を振ふった。

「いえ、次は何か、対策を練ってくると思います。今回は敵の意表を衝つけました。いわば奇き襲しゆう攻こう撃げきです。でもそれは一回しか効果がありません。

　こっちの手の内を知って、敵が対策を練って、それから第二ラウンドが始まると思います」

　翔馬の分ぶん析せきは当たっていた。主力部隊一万が壊かい滅めつした帝国軍の攻こう勢せいは、続かなかった。中なか州すに築かれた帝国軍の砦の周囲に、何の動きもないまま、その日は夕暮れを迎むかえた。

　日にち没ぼつと同時に、帝国軍から休戦ラッパが吹かれ、こちらの砦の信号兵がそれに応えるように、同じ旋せん律りつをラッパで吹き返した。

　その音を聞きながら、ジーラが大きく息を吐はいた。

「ご苦労だった！　今日の戦いは終わりだ！　戦闘配備を解くぞ！　経理魔導師の皆みな様さま、ご苦労様でした。建物の中でお休み下さい。お茶とお菓か子しを用意させてあります！」

「あらあ、気が利きいてるわねえ」

「これくらいのサービスは欲しいわよねえ」

「一日中前見て緊きん張ちようしてたから、肩かたがこっちゃって……」

「私は腰こしに来たわね」

　まるで勤め帰りのパートのオバサンのような会話をしながら、城じよう壁へきの後ろで配備についていた経理魔導師の女の人たちが、がやがやと、砦の建物に入っていく。

「敵の夜や襲しゆうに備えなくていいんですか？」

　心配になった翔馬が聞くと、ジーラは笑いながら首を振った。

「夜中まで戦うような、そんな馬ば鹿かはいない。夜は寝ねるものだぞ。戦争は、夜明けから日没まで、と決まっている。お前もさっき、休戦ラッパを聞いただろう？」

「ええ、聞きました……でもその裏をかいて、夜襲してくるのではないかと……」

　翔馬の言葉を聞いた、ジーラは顔をしかめた。

「そんな、ルールも何もない、下衆げすで野や蛮ばんな戦争をやりたがるようなヤツがいるとは思えん……それとも何か？　お前らの世界ではそういう戦いが当たり前なのか？」

「え？　あ、ええ、まあ。そういう敵の裏をかく、とか、休日に奇き襲しゆうをかけるとか、結構行われていますが……考えてみれば、ひどい戦いですよね」

「ああ、ひどい。ひどいなんてものじゃない。私に言わせれば、それは戦争ではないな。戦争とは、国と個人の威い信しんを賭かけて戦うものだ」

　ジーラの言葉を聞きながら、翔馬は思った。

　──この世界の常識って、俺達の世界で言うところの戦国時代に近いのかもしれないな。

　そんなことを考える翔馬の後ろでは、夕ゆう闇やみ迫せまる川の河原で、石を数え続ける兵士のつぶやきが続いていた。

『百十二万四千五百六十五……百十二万四千五百六十六……百十二万四千五百六十七……』

「まだ数えているヤツがいるんだな……」

「体力には個人差がありますからね……」

　ライナは、可哀かわい想そうなものを見るような目で河原に集まっている帝てい国こく軍の兵士の方を見た。
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　その日の晩。

　砦とりでの中にある会議室に集まった、ミルス参さん謀ぼう総長をはじめとする王国軍の指揮官たちと、瀬せ里り奈なと翔しよう馬まに、情報部のフィラメント少しよう佐さが真しん剣けんな表情で告げた。

「昼間の戦いで捕ほ虜りよにした帝国兵から聴ちよう取しゆした情報の中に重要なものがありましたので、お伝えに参りました。

　帝国軍は、この戦いに、歩兵、騎き兵へいだけでなく、『機関』によって動く、自走式の鉄の車を投入するつもりです！」

「鉄の車だと？　ああ、そうか。『機関』で動くから、魔法が使えんでも関係ないのか！」

「しかも、一いつ切さいの魔法攻撃は通じない……こいつは手ごわそうだな」

「大きさはどれくらいですか？　竜りゆう車くらいの大きさですか？」

　翔馬が聞くと、フィラメント少佐は首を振った。

「竜車よりも大きいそうです……しかも、それよりもさらに大きなものが作られていて、それは、この砦の建物よりも一回り大きいと言っていました」

「そんなに大きいんですか？」

「ええ、ここに、捕虜が描かいた簡単な絵を持ってきました。かなりの大きさです」

　フィラメント少佐がそう言って見せた絵を見た翔馬と瀬里奈は、同時に叫さけんだ。

「蒸気機関車だ！」

　そう、それはどこからどう見ても蒸気機関車だった。

　違ちがうのは、レールの上を走るのではなく、地面の上を走るためだろう、大きな鉄の車輪を左右に備えている点だった。

「御ご存ぞんじなのですか？」

　驚おどろくフィラメント少佐を見て、翔馬はうなずいた。

「俺は、こういうのを、テレビで見たことがあります。確か……イギリスで大昔に使われていた蒸気トラクターってヤツです。俺の世界では石炭を燃やして、蒸気で車輪を回して走っていました」

「こんなものを、何も見ないで発明したのかな？　だとしたらすごいよね」

　瀬里奈の言葉を聞いた翔馬は首を振った。

「いや、違うと思う。これが鉄で作られているとしたら、これを作ったやつは、俺達と同じ世界、もしくは似たような世界からやってきた人間だと思う。

　なぜなら、この世界の機械を作る技術者は、みんな魔法の恩おん恵けいを第一に考えているから絶対に鉄を使わない。にもかかわらず鉄を使っているとすれば、それは鉄を使う文明。魔法の存在しない文明の技術なんだ」

　翔馬の話を聞いていた参謀総長が、ゆっくりと言った。

「帝国の今の皇こう帝ていは、先代の皇帝が召しよう喚かんした別の世界の人間だという噂うわさを聞いたことがあります。先代の帝てい国こく皇帝は、アニス女王様の遠とお縁えんに当たる方で、魔ま力りよくに優すぐれた方でした。

　内乱と紛ふん争そうに疲つかれ切った先代の皇帝が、助けを求めて異世界から救世主を召喚しようと考えたとしてもおかしくはありませんな……」

　フィラメント少佐の示した絵を見て、ジーラがつぶやいた。

「問題は、帝国の皇帝の正体じゃない。その化け物をどうするか、という話だ。家いえ屋や敷しきほどもある大きさの鉄の塊かたまりで攻せめて来られたら、どうやって戦えばいいんだ？　鉄に魔法は効かない。今日みたいな戦いはできないんだよ？」

　参謀総長をはじめとする、その場にいる全員が黙だまり込んだ。

　最初に口を開いたのは、翔馬だった。

「魔法で戦えないのなら、機械で戦うしかありませんね。物理には物理です」

「どういう意味かね？」

　怪け訝げんな顔をする参謀総長を見て、翔馬は言った。

「どんなに頑がん丈じような鉄の車でも、落とし穴を掘ほれば落ちます。大きな岩をぶつければ、壊こわれます。

　魔法が通じない相手なら、そうやって直接叩たたいてやっつけるしかありません。投石機とか、落とし穴とか、そういうものはこの世界にもあるのでしょう？」

　フィラメント少佐と、参謀総長は顔を見合わせた。

「落とし穴は、わかるが……投石機とは、なにかね？　聞いたことがないが……」

「投石機というのは、こう……材木を組み合わせて、てこの原理で、大きな石を遠くまで飛ばす機械です。俺の世界では、火薬で弾だん丸がんを飛ばす大たい砲ほうができるまでは、そういう機械で大きな石の塊を飛ばして、敵の城壁や建物を破は壊かいしていたんです」

「そんなものがあるのか。知らなかった……それの作り方を知っているかね？」

「いえ、ゲームで見ただけなので、詳くわしい構造は良く知りませんが、クラフトの里の人たちと、一いつ緒しよに試行錯さく誤ごすれば作れるような……気がします」

「今から作っていて間に合うの？」

　心配そうに聞いた瀬里奈を見て、フィラメント少佐は答えた。

「時間はあると思います。この、敵の……その『蒸気機関車』というヤツは、ひどく重いのだそうです。帝国国内を動く時も、道が悪いと沈しずみ込んで動けなくなったりするそうでして。そのために、こいつの通る予定の道路は石いし畳だたみにしたり、橋を架かけ替かえたり、大おお騒さわぎなのだそうです。

　帝国からこのモーントーンの浅あさ瀬せまで来ることができたとしても、モーントーン川を渡わたるには、時間が掛かります。

　帝国がこの浅瀬に石を積んで、その『蒸気機関車』とやらが渡る道を作るとしても、最低でも一ヶ月は掛かるでしょう。

　それまでに、その投石機を作ることができれば、なんとかなる、ということです」

「一ヶ月か……」

　翔馬はつぶやいた。

　──たった一ヶ月で、本当に投石機が作れるんだろうか？　それよりも、その『蒸気機関車』を作ったやつが本当に俺の世界から来た人間なら、きっと火薬と銃じゆうも作っているはずだ。鉄じゃなくてミスリルで作った銃を……。

　銃と大砲で戦う戦争が始まるとしたら、その戦争は、きっと今日、俺達がやったような、笑って済ませることのできる戦争じゃなくなる。

　──そんなことになる前に、なんとかしたいな。

　翔馬はそんなことを考えていた。




　だが、世界は、そんな翔馬の感かん慨がいとは無関係に動いていた。

　次の日、砦の一室で、フィラメント少佐に、蒸気機関車の構造を説明していた翔馬のところに、見張りの兵士が飛び込んできた。

「対岸の稜りよう線せんに、黒こく煙えんが見えます！」

「黒煙だと？」

「はい！　三本の黒煙が、ゆっくりと動いています！」

「動いている？」

「まさか！」

　翔馬とフィラメント少佐は顔を見合わせた。

「行こう！　もしかすると……」

「ええ、そうかもしれません！」

　翔馬は、部屋を飛び出すと、階段を駆かけ上った。

　城じよう壁へきの上には、瀬里奈たちが来ていた。

「ああ、翔馬！　見て！　アレよ！　あの、対岸の丘おかの上！」

　瀬里奈の指差す先に、黒い塊が動いていた。

　それは、円えん筒とう形のボイラーに、長い煙えん突とつ。スポーク式の大きな車輪を持つ蒸気トラクターだった。

　煙突から黒煙と、細かいオレンジ色の火の粉を噴ふき上げ、車輪の間から白い蒸気を噴ふん出しゆつしながら、ゆっくりと丘を下ってくる。

「あれが、帝国の蒸気機関車と言うヤツか……見るからに醜しゆう悪あくだな。黒い虫のようだ」

　ミルス参謀総長が、吐はき捨てるようにつぶやいた。

　風に乗って、対岸に集まっている帝国軍の兵士たちが口々に叫ぶ、わあわあ、という歓かん声せいが聞こえてくる。

　──帝国軍の兵士たちから見れば、心強い味方が来たようなものだものな。喜ぶのは無理もない。

　翔馬がそんなことを考えていたとき。瀬里奈が叫んだ。

「見て！　あの後ろに何かいる！　もっと大きい！　煙けむりも太いよ？」

　瀬里奈の言葉のとおりだった。

　丘を下ってくる二台の蒸気トラクターに比べると、はるかに太い煙が、丘の向こうから立ち昇のぼっていた。

　その煙は、ぼっ！　ぼっ！　ぼっ！　と定期的に噴き上がっている。

　やがて、その一部が、丘の上に姿を現した。

　それは黒い、小山のような鉄の塊だった。

　先導するように丘を下ってきた蒸気トラクターが子供のように見える。

　気がつくと、対岸の帝てい国こく兵の歓声が止やんでいた。

　誰だれもが息をするのも忘れたかのように、その化け物を見つめていた。

　そいつは、蒸気機関車ではなかった。煙を吐き、白い蒸気を噴出してゆっくりと進んでくるそいつは、陸上戦せん艦かんとも言うべき大きさを持つ、巨きよ大だいな兵器だった。

「あれが……敵か……」

　翔馬は、そうつぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。
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　あとがき




『召喚主マスターは家出猫ストレイ・キヤツト　①喚よばれてみれば最さい前ぜん線せん』いかがでしたでしょうか？

　この作品は、私がスニーカー文庫からお送りする六シリーズ目となります。

　この『召喚主は家出猫』が、私が今まで書いてきた物語と全く違ちがうのは、この物語世界が、魔ま法ほうの存在する世界だということだと思います。

　私は今までＳＦや学園モノ、近未来ポリスアクションなど、様々な題材の物語を書いてきましたが、魔法やオカルトっぽいものを、作品の主題に据すえたことが一度もありません。

　異星人や一種の異能力者を作品の中に登場させたことは、何度もありますが、いわゆる「魔法」とか「精せい霊れい」とか「悪あく霊りよう」といったものが登場する物語は、一作も書いたことがありませんでした。

　私は、そういったものが嫌きらいなわけではありません。逆に大好きです。

　ＴＲＰＧが大好きで、Ｄ＆Ｄ（ダンジョンズ＆ドラゴンズ）と呼ばれるＴＲＰＧの古典的名作を、赤箱と呼ばれる一番古いバージョンの頃ころから遊んでおりましたし、「ＪＧＣ」と呼ばれる、ＴＲＰＧやボードゲームが大好きな人たちのあつまるゲームコンベンションにも、ほぼ毎年、一いつ般ぱん人として参加しています。

　魔法の面白さというのは、一言で言ってしまえば「言ったもの勝ち」という点だと思います。

　つまり、作者が作品世界における魔法の最高権けん威いになれるわけです。

　自分でルールや法則を決めることができる高い自由度。これはＳＦやミリタリーにはありません。

　ＳＦを支えるサイエンステクノロジーも、ミリタリーを支えるテクノロジーも、権威は作品の外である現実に存在し、そこには作者にも動かすことのできない厳然とした物理法則があります。

　慣性は物体の重量の二乗に比例しますし、ピストルの弾だん丸がんは、戦車の装そう甲こうを貫つらぬくことはありません。

　そういった「制約」の中で、いかに物語を作り、読者を楽しませるか。という、いわば「制約を楽しむ物語」それがＳＦでありミリタリーだと思うのです。

　魔法はこの逆です。

「制約のない世界を楽しむ」それが魔法の物語だと私は思います。

　ライトノベルという「なんでもあり」のジャンルと最も相性の良いもの、それが魔法かもしれません。

　魔法は何でもあり、だからこそ、どう使うかが試されるのだと思います。

　さて、この物語はそういう魔法が存在する世界に、サバイバルオタクの主人公が召喚され、サバイバルの基本スキルである「応用力」を駆く使しして魔法世界の戦争に介かい入にゆうし、小さな王国を守るために戦う。というお話です。

　この物語の舞ぶ台たいとなる魔法世界は、魔法が当たり前に存在する世界です。

　とはいえ、誰だれもが空を飛び、爆ばく発はつの魔法を唱え、ブリザードが吹ふき荒あれる、という派手な世界ではありません。

　もっと地味な、いわば生活を支える様々な部分に魔法を使って便利に暮らしているという、生活に密着した魔法が使われている世界です。

　このあとも、思いもよらない部分に魔法を応用したものが登場する予定です。

　それを使って、主人公が、いかに、強大な敵と戦うか。というのが、この物語の見所です。

　奇き想そう天てん外がいな魔法を使った戦いは、この後も続きます。

　魔法の応用による攻こう撃げきも、それに抵てい抗こうする手段を編み出されれば効果は失われます。

　魔法もテクノロジーも、その根底にあるのは競争です。より効果的なもの、より効率の良いものを生み出して、旧式なものを駆く逐ちくしていく。そういう一種の進化によって、文明というものはより高度なものへと変わって行きました。

　この物語世界でも、そういった「競争」による変化が訪おとずれます。

　いわば魔法テクノロジーによって構築された世界を主人公と一いつ緒しよに旅して、驚おどろいたり、笑ったりしていただければ幸いです。

　今回、私の書いた魔法世界をイラストレイターの「唯ゆい」さんに描えがき出して戴いただきました。小生意気な、ネコっぽい瀬せ里り奈なや、コロコロと元気なミルチ。そして知的で、物静かですが、切れるとおっかないライナたちのイラストを見たとき、私の中で、ふわふわと漂ただよっていた精霊のようなキャラクターたちのイメージが、すとん、と心の中に納まったような気がしました。

　姿を得て、一層生き生きと動き出した翔しよう馬まと瀬里奈の冒ぼう険けんを、どうぞお楽しみに。





（なるべく早く二巻を出そうと頑がん張ばっている）　鷹たか見み一かず幸ゆき
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